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序

　近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の重

要な遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体的に

語られるようになりつつあります。

　先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私た

ちの重要な責務です。

　ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進められ

ているところでありますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、この

事業に係わる一般国道9号（東伯中山道路）の改築に先立つ埋蔵文化財の発

掘調査を実施してきました。

　そのうち、東伯町に所在する笠見第3遺跡では、平成ユ4・15年の2箇年の

調査で総数170棟にものぼる弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居の他、

大型の高床倉庫、玉作り工房など古代東伯地域における古代の大集落遺跡の

他、古墳などを確認し、当時の集落構造及び変遷の様相を知る貴重な成果を

得、このたび、調査結果を報告書としてまとめることができました。

　この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵文

化財に対する理解がより深まることを期待しております。

　本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者の

方々には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚く御

礼申し上げます。

平成16年3月

財団法人　鳥取県教育文化財団

　　理事長有田博充





序 文

　一般国道9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延長

約691kmの幹線道路であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の大動

脈として、地域住民の生活と密着し大きな役割を果たしています。

　このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡泊村から米子市（鳥

取一島根県境）までの76．6kmを管轄しており、時代の要請に沿った各種の道

路整備事業を実施しているところです。

　東伯中山道路は、東伯郡東伯町から西伯郡中山町にかけての、国道9号の

渋滞緩和、荒天時の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道路確

保、などを目的として計画された高規格幹線道路（自動車専用道路）であり、

鋭意事業に着手しているところです。

　このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委員

会と協議を行い、文化財保護法第57条の3の規定に基づき、鳥取県教育委員

会教育長に通知した結果、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行うことと

なりました。

　平成15年度は、「中尾遺跡」、「井図地頭遺跡」、「三林遺跡」、「笠見第3遣

跡」、「久蔵峰北遺跡」、「腹谷遺跡」、「岩本遺跡」、「八橋第8・9遺跡」、「別

所中峯遺跡」、「松谷中峰遺跡」、の10遺跡について財団法人鳥取県教育文化

財団と発掘調査の委託契約を締結し、同埋蔵文化財センターによって発掘調

査が行われました。

　本書は、上記の「笠見第3遺跡」の調査成果をまとめたものです。この貴

重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、教育及び

学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路事

業が、文化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努力していることをご理解

いただければ幸いと存じます。

　事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで御尽力

いただいた財団法人鳥取県文化財団の関係者に対して、心から感謝申し上げ

ます。

平成16年3月

国土交通省　倉吉河川国道事務所

　　　　所長　矢　田　光　夫





例 口

1　本書は、国土交通省国道9号（東伯中山道路）の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査事業による、笠

　見第3遺跡の発掘調査報告書である。

2　本…報告書に収載した笠見第3遺跡の所在地は、A・B区が鳥取県東伯郡東伯町笠見字東神楽平

　730－6～45、C区が同町田越字岩屋峯112－4～12である。

3　本調査は、国土交通省中国地方建設局の委託により、財団法人鳥取県教育文化財団埋蔵文化財セ

　ンター東伯調査事務所が、平成14年・15年度に行った。

4　本報告書で示す標高は、2級基準点10－2－11、3級基準点H10－3－12を基点とする標高値を

　使用した。方位は、公共座標北を示す。なお、磁北は座標北に対し約6°27〃25”西偏、真北は約22’

　35”東偏する。X二、Y：の数値は世界測地系に準拠した公共座標第V系の座標値である。

5　本報告書に記載の地形図は、国土地理院発行の1／50，000地形図「伯書浦安」、東伯町地形図1／

　5，000「新農業構造改善事業（東伯地区）NQl」を使用した。

6　本報告書の執筆は、各年度の調査員がそれぞれ分担して行い、執筆者名を文末に記載した。編集

　は牧本がおこなった。

7　本報告書に使用した遺構・遺物写真は、航空写真を除いて調査員が撮影した。

8　本報告にあたり、調査前・調査後航空写真撮影、調査前地形測量、調査後地形測量、A・B区一

　部の遣構実測及び玉作工房出土管玉未製品・剥片の石材産地同定、竪穴建物等埋土の花粉分析、焼

　失建物出土炭化材等の14C年代測定、樹種同定、炭化種実同定、土器内部付着物同定の理化学分析

　を業者委託した。

9　本遺跡焼失建物出土炭化材の樹種同定を、鳥取大学農学部教授古川郁夫氏に依頼した。

10　本遺跡出土石製品の石材鑑定を、鳥取大学名誉教授赤木三郎氏に依頼した。

11　本遺跡SK93出土の動物骨の現地鑑定及び現地指導を、鳥取大学医学部教授井上貴央氏に依頼し

　た。

12　出土遣物、図面、写真等は、鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。

13　現地調査及び報告書作成に当たって、下記の方々に御指導、御協力いただいた。

　　赤木三郎、浅川滋男、井上貴央、田中義昭、丹羽野裕、深田　浩、船橋　晃、古川郁夫、米田克

　彦、藁科哲男（敬称略）



凡 例

1　発掘調査時における遺構番号と報告書記載時の遺構・番号は、基本的に一致するが、竪穴建物跡、

　掘立柱建物跡のピット番号は、調査時のものから変更したものがある。

2　本報告書における遣構番号は、次のように表した。

　　SI：竪穴建物跡、　SB：掘立柱建物跡、　SK：土坑・土墳、　SS：段状遺構、　SD：溝状遣構、　P：柱

　穴等、SX：埋葬施設

　　なお、本報告で使用する用語のうち、竪穴建物については住居以外の機能を持ちえた可能性が指

　摘されるため表記の用語を使用することとした。（工楽　1998）

3　本報告書における実測図は、下記の縮尺で掲載した。

　（1）遺構図一竪穴建物跡：1／80、掘立柱建物跡：1／80、土坑・土墳：1／40、段状遺構：1／80、

　　溝状遺構：1／80・1／100、－古墳：1／160、横穴式石室：1／80、埋葬施設：1／40、床面・ピッ

　　ト内遺物出土状況：1／20・1／40

　（2）遣物実測図一土製晶：1／4・1／2、金属製品：1／2・1／4、石製品：1／1・1／2・1／

　　4、玉製品・玉未製品：1／1・1／2

4　遣構の測定値のうち、ピットの規模は（長軸×短軸一深さ）cmで表した。竪穴建物跡の規模は、

　壁溝を除いた床面の規模である。古墳墳丘の規模は、墳端までの計測値である。

5　遣構図における表示は以下のとおりである。

　　　＿：焼土面、　　　：貼床、羅灘：炭化物層、⑭：土製晶、□：石製晶

6　本報告書における遺物記号は次のように表す。

　　Po：土器・土製品、　F：鉄製品、　S：石製品、　J：玉製品

7　土器実測図のうち、弥生土器、土師器は断面白抜き、須恵器は断面黒塗りで表現した。

　　遺物実測図中における記号は、以下のとおりとする。

　　→：ケズリの方向（砂粒の動き）、　　：擦り面・砥面、一…：擦り範囲、　　：敲打範囲

　　　　：赤色塗彩

8　遺物のネーミングに際しての遺跡名には、「カサミ3」を略号として用いた。

9　文章中で触れた土器型式名及び年代観は、弥生時代は因幡・伯書土器編年（清水　1992）、古墳

　時代土師器については、天神州下流編年（牧本　1996）、須恵器については陶邑・田辺編年（田辺

　1981）、古代の土師器については伯書国庁編年（巽　1983）を参考にした。

参考文献

　　工楽善通　1998「コメント　竪穴建物の機能」『奈良国立文化財研究所シンポジウム報告　先史日本の住居とその周

　　　辺》浅川滋男編　同成社　P．41～49

　　清水真一　1992「因幡・伯書地域」『弥生土器の様式と編年　山陽・山陰編』正岡睦夫・松本岩雄編　木耳社　P．355

　　　～412

　　牧本哲雄　1999「古墳時代の土器について」『長瀬高浜遺跡皿　園第6遺跡』鳥取県教育文化財団調査報告書61P．151

　　　～160

　　田辺昭三　1981『須恵器大成』角川書店　P．34～72

　　巽淳一郎　1983「古代窯業生産の展開一西日本を中心にして一」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所　P．659～685
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第1章　調査の経緯

第1節　調査に至る経緯

　山陰地方では、国道9号線の交通混雑緩和及び、将来の国土幹線道路整備として、山陰自動車道の

整備事業が進められ、鳥取県中部地域では、東伯中山道路、北条道路、青谷羽合道路が自動車専用の

高規格道路として計画・施工されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかお　　　　　　　　　　　い　ず　ちがしら　　　　　　　い　す　ち　なか
　東伯中山道路の計画地内には、東伯町地内で中尾第1遺跡、井図地頭遺跡、井図地中ソネ遺跡、
さんばやし　　　　　かさみ　　　　　　　　　きゅうぞうみねきた　　　　　まむしだに　　　　　　ゃばせだい　　　　　　　　　　いわもと

三林遣跡、笠見第3遺跡、久蔵峰北遺跡、腹谷遺跡、八橋第8・9遺跡、岩本遺跡などの多数の遣

跡があり、建設に先立ち計画地内の遺跡及び遺構の広がりを確認する必要性が生じた。このため、東

伯町教育委員会が平成12年度から14年度にかけて、国庫補助事業として試掘調査を行った。

　この結果を受け、国土交通省中国地方建設局倉吉河川国道事務所は、鳥取県教育委員会事務局文化

課と協議し、文化財保護法第57条の3に基づく発掘通知を行った上、鳥取県教育委員会事務局教育長

の指示により財団法人鳥取県教育文化財団に記録保存のための事前調査を委託した。これにより、当

財団が文化財保護法第57条に基づく発掘調査届を提出し、平成14年度から、埋蔵文化財センターが発

掘調査を担当することとなった。

　笠見第3遺跡については、当初、調査対象区すべての調査を平成14年度中に終了させる予定であっ

たが、遣構の密度が高かったこと、耕作による撹乱土を除去して遺構検出するまでの労力が必要で

あったことなどから調査の進捗が遅れ、国土交通省中国地方建設局倉吉河川国道事務所と協議し、引

き続き平成15年度も調査を行うこととなった。

第2節調査の経過と方法

1　平成筏年度

に利用する農道があ

ることから、農道を

除いた東西部分を調

査対象地とし、地形

的な特徴及び試掘調

査の結：果から調査地

をA区、B区、　C区

と細分して調査に取

り掛かった（第2図

参照）。
む　　　ロユ　　ロ　　　ぺ　ス　

第2図　笠見第3遣跡地区割図
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第1章　調査の経緯

　調査は、C区から開始しB区、　A区の順に行った。なお、　B区内にある農道については、仮設道を

用地内に設置した後、撤去して調査した。C区排土は、ベルトコンベヤーと重機によって調査区内に

仮置きした後、国土交通省によって一部をダンプで場外搬出し、A・B区排土は調査が終了したC区

に仮置きした。

　なお、A区の西側尾根部分についても試掘調査の結果遺構の存在が知られていたが、用地買収の関

係で平成14年度は調査が行えなかった。

　調査区については、調査前地形測量を業者委託し、調査区内に10mおきに基準杭を設定し、グリッ

ドを設けた。その結果、南北（Y）軸は東から1～21、東西（X）軸は北からA～Pとした。グリッ

ド名は、東西南北軸交点の北東側杭の名称をとって呼称することとし、座標はA16杭（X：一一

56556．033m、　Y：－59596．252m）、　P9杭（X：－56706．034m、　Y：－59526．251m）などとなった。

　4月22日に調査前航空写真撮影、4月25日から調査前地形測量を業者委託した後、C区において5

月2日から重機による表土剥ぎ作業を行った。人力による検出及び完掘作業は、C区を5月9Bから

12月20日、B区を6月27日から12月20日、　A区を9月1日から12月20日の間で行った。なお、　A区に

ついては、全区域の調査を終えることができなかったため、国土交通省と協議の結果、残りの区域の

発掘作業および報告書刊行については、次年度で行うこととなった。

　C区は、全域に亙って二十世紀梨栽培に伴う肥料穴よる撹乱が著しく、撹乱土を除去した後に遺構

の輪郭が確認できる状況であったため、検出作i業が困難を極めた。遺構の遺存状態も非常に悪かった

が、弥生時代中期から奈良時代の竪穴建物跡68基、掘立柱建物跡12基、土坑並び土籏31基、段状遺構

5基、溝状遺構3基、古墳1基（笠見3号墳）など多数の遺構を検出した。

　B区については、表土下は部分的に弥生時代遺物を多量に包含する暗茶褐色土上面で奈良時代以降

の遣構が検出されると伴に、前述の包含層を除去した後の黒褐色土上面でも弥生時代後期後葉以前の

遺構面を確認することができ、計2面の調査となった。検出した遺構は、竪穴建物跡3基、段状遺構

2基、土坑4基、ピット・溝状遣構多数を検出した。

　A区については、調査区の北西側部分、A区の約4割に当たる約4，804㎡について調査を行った。

C区同様梨栽培に伴う肥料穴による撹乱が著しかったが、竪穴建物跡33基、掘立柱建物跡2基、土

坑・土墳11基、段状遺構3基、溝状遣構、ピット群など多数の遺構を検出することができた。

　A・C区の遺構は、地山である「上のホーキ火山灰層」ないしは「オドリ火山砂層」で検出された。

なお、A区北側の一部では、弥生時代後期以前の遺構を暗茶褐色土の遺物包含層を除去したところで

検出したものもある。

　笠見第3遺跡の発掘調査面積は、B区が1面2，465．7㎡の2面、計4，931．4㎡、　C区が6，471㎡となっ

た。

　現地調査終了後、3月31日に発掘調査概報を刊行した。

2　平成15年度

　平成15年度調査は、A区の残り部分と調査地内を南北に走る農道部分を加えた、6，900㎡が対象と

なった。

　調査は、4月22日にA区の残り部分から開始し、調査区中央部を通る農道部分については前年度終

了したC区に仮設農道を設置した後に撤去を行い、8月19日から調査を行った。

　調査の結果、竪穴建物跡67基、掘立柱建物跡13基、土坑並び土蹟76基、溝状遺構3基、ピット多数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　調査の経過と方法

を検出した。笠見第3遺跡A区の調査面積は、平成14年度分とあわせ11，704㎡となった。

　その結，果、遺跡全体での遣構の総数は、竪穴建物跡170基、掘立柱建物跡25基、土坑並び土墳130

基、段状遺構11基、溝状遺構及びピット多数にのぼり、鳥取県内においても有数の集落遺跡であるこ

とが明らかとなった。

　調査区全体の調査面積は、平成14年・15年度あわせて23，106．4㎡となった。

　第3節　調査体制

　調査は、下記の体制で実施した。

平成情年度

○調査主体　財団法入鳥取県教育文化財団

○調査担当

○調査指導

○調査協力

平成15年度

○調査主体

　理　事　長

　常務理事

　事務局長

埋蔵文化財センター

　所　　　長

　次　　　長

　次　　　長

　調査研究課長（兼）

　企画調整班長

　文化財主事

　庶務課長（兼）

　主任事務職員

　事務職員

第一調査班

　所　　　長

　班　　　長

　調　査　員

　調査補助員

　事務補助員

有田

川口

下田

田中

竹内

加藤

加藤

松田

原田

竹内

矢部

小林

博充

一彦（兼・鳥取県教育委員会事務局次長）

弘人

弘道（兼・鳥取県埋蔵文化財センター所長）

　茂

隆昭

隆昭

　潔　　（8月異重力　・車云出）

雅弘

　茂

美恵

順子、大川　秋子

　　　　　　中部埋蔵文化財東伯調査事務所

　　　　　　　　　　佐治　孝弍

　　　　　　　　　　牧本　哲雄（主任調査員、笠見第3遺跡担当）

　　　　　　　　　　小谷　郁夫、小山　浩和、家塚　英詞、坂本　嘉和（H．14．10～）

　　　　　　　　　　吉田由香里

　　　　　　　　　　大田　直子

鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

国土交通省中国地方建設局倉吉工事事務所、東伯町、東伯町教育委員会

財団法人鳥取県教育文化財団

　理　事　長　　　　　有田

　常務理事　　　　川日

　事務局長　　　　　下田

博充

一彦（兼・鳥取県教育委員会事務局次長）

弘人
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埋蔵文化財センター

所 長 田中　弘道（兼・鳥取県埋蔵文化財センター所長）

次 長 竹内 茂

次 長 加藤　隆昭

調査課長（兼） 加藤　隆昭

企画調整班長 山枡　雅美

文化財主事 下江　健太

庶務課長（兼） 竹内 茂

主任事務職員 矢部　美恵

事務職員 田中　陽子　大川　秋子　植田　恵子（9月退職）

谷垣真寿美　小谷　有里

事務補助員 山根　美代（11月採用）

○調査担当　埋蔵文化財センター東伯調査事務所

所 長 佐治　孝弍

班 長 牧本　哲雄（笠見第3遺跡担当）

調　査　員 西川　雄大　岩井　美枝　前島　ちか（7月から）

調査補助員 有本 仁

事務補助員 大田　直子

○調査指導　鳥取県教育委員会文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

○調査協力　国土交通省中国地方建設局倉吉河川国道事務所、東伯町、東伯町教育委員会

調査日誌抄
平成14年
4月22日
4月24日
5月2日
5月9日
5月21日
6月13日
7月3日
7月11日
7月23日
7月31日
8月6日
8月7日
9月2日
9月6日
9月11日
9月13日
9月18日
9月21日
10月7日
10月ユ5日

10月18日
10月23日
11月12日

調査前空撮
調査前地形測量開始
C区重機表土剥ぎ開始
発掘作業C区から開始
Sll・3調査開始
SI9・13・18・21・23完掘
火葬墓（SK2）検出。　B区仮設道部分掘り下げ開始
笠見3号墳調査開始
SI30炭化材・焼土検出
事務所移転
笠見3号墳周溝内須恵器出土状況写真
SI10床面からガラス管玉出土
A区SI60検出作業。　B区仮設道設置
SI34玉未製品・剥片多量出土
SI49玉未製品・剥片多量出土
B区検出作業開始
現地調査記者発表
現地説明会開催（157名参加）
A区検出作業開始。
A区SI61・62・65・66・67・68・69掘り下げ開始
C区完掘状況空撮
C区埋め戻し開始
B区SI90・95掘り下げ開始

　11月27日
　12月2日
　12月20日
　12月24日
　12月26日
　3月14日
　3月31日
平成15年
　4月22日
　4月25日
　5月2日
　5月7日
　5月22日
　7月2日
　7月］6日

8月7日
9月22日
9月24日
9月27日
10月15日
10月31日
11月4日

笠見3号墳盛土内で馬具出土
SI90炭化材出土写真撮影
掘り下げ作業終了
A・B区遺構測量業務委託作業開始
補足実測終了
遺構測量業務成果品納品
笠見第3遺跡調査概報作成

A区検出作業開始
SI105・106・107掘り下げ開始
SHO8・109・110・111・112掘り下げ開始
SI113・ユ14・115・U6掘り下げ開始
Sll20炭化材検出
SI115・ユ22・132・140、　SK59・60・66・67・69完掘
A区西側谷部遺物包含層掘り下げ。有機物付着小型甕、
石斧出土。
浅川滋男鳥取環境大学教授現地指導
SK79・80・83・89・90・91・94・97・98完掘写真撮影
現地調査記者発表
現地説明会開催（218名参加）
完掘状況空撮。検出作業終了
補足遺構実測終了
報告書作成開始

＿＝ノ⊥、
’メ惑垣・

逼

写真1　作業員集合写真（平成15年度） 写真2　重機表土剥ぎ作業

一4一
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

　今回調査が行われた東伯町は、鳥取県中部の西側に位置する。大山連峰の鳥ヶ山（1，381m）と野

田ヶ山を結ぶ線を南西端とし、北東に細長い三角状に広がって北端は日本海に至る。東西15．2km、南

北16．8km、総面積は約82．2k㎡で県面積の約2．3％を占めている。入口は約12，400人（平成15年末）で少

子高齢化の進展で昭和期に比して暫減傾向にある。昭和29年の5町村合併により、東伯書を意味する

現町名となった。

　本町の地勢は、大山（1，729m）山系から派生する丘陵地及び、加勢蛇川・洗川が形成する沖積平

野からなる。平野部は黒ボク地帯で、西側丘陵地は火山灰土の堆積した溶岩台地状地形を呈している。

　町内には大山山麓に源流を発する、大小計5本の川が日本海に注いでいる。遣跡は、加勢蛇川下流

域東岸のなだらかな低丘陵地と、洗川西岸の丘陵台地とその山裾付近、加勢蛇川中流域に比較的多く

集まっている。両河川に挟まれた扇状地には、律令時代の条里制が旧地名や地割りに残る地域もある

が、概ね残りがよいとは言えない。洗川の西側には3本の小河川があり、水田可能な低湿地は広くは

ないが安定的で初期の稲作に適していたといえる。加勢蛇川の東岸地域は、火山扇状地性台地で大小

の農業用ため池があり、荘園が発達した平安中期ごろから導水していたものと考えられる。

　海岸沿いの八橋地区は、古代から伯書の東西をつなぐ交通、交流及び戦略的活動の要衝として栄

え、古代山陰道清水駅、中世以降は八橋城が築かれ、国道9号線沿線には、折年商業および公共施設

が急速に立地し、弱電、酒造、食品製造などの工場群とともに都市機能を形成している。また、加勢

蛇川最上流域の地獄谷から大休峠付近、大山町川床を経て大山博労座に通じる急峻な山道は、江戸時

代から昭和初期にかけて、東伯蓄地方から市の立つ大山へ牛馬を運ぶ重要な短絡ルートであった。

　二十世紀梨生産は、昭和20年代から盛んになり、北米や香港・シンガポールなどにも輸出されるな

ど本県東郷町に次ぐ生産量を誇るが、現在では農家の高齢化、後継者不足による廃園が目立ってい

る。本調査地でも平成元年度まで梨栽培が行われていた。また、水稲とともに芝、ブロイラー・和牛

などの畜産も主要な農業分野である。

　笠見第3遺跡はJR浦安駅の南西約2kmの丘陵台地上に位置している。調査地の東側の谷あいには水

田があり、調査地との標高差は約40mを測る。調査地からは東に東郷町の羽衣石城趾、青谷町の長尾

鼻まで見られる。また、南西部には雄大な大山が屹立している。（小谷）

≠ ♂／ 赤碕町東伯町

第6図　東伯町・笠見第3遺跡の位置

一17一



第2章　位置と環境

第2節歴史的環境

　旧石器・縄文時代　鳥取県内では旧石器時代の遺構を伴う遺跡は発見されておらず、この地域では

赤碕町松ヶ丘、東伯町槻下で尖頭器が数点見つかっているのみである。

　縄文時代の遣構は、後期に入るまで明確なものは少ない。早～前期では西高尾谷奥遺跡（35）で、

押型文土器とともに住居跡の可能性がある竪穴状遣構、松ヶ丘遺跡（13）、大栄町築山遺跡、森藤第

2遺跡（31）などで土器片が出土している。中期では、井図地中ソネ遺跡（9）、井図地頭遺跡（10）

など丘陵上の遺跡で、土器が出土している。後期になると丘陵部に定住的な集落が見られるようにな

る。特に森藤第2遺跡では中央に石囲い炉をもつ竪穴住居が土器、土器片錘、土偶とともに検出され

ている。その他、この時代と考えられる落し穴が福留遺跡（12）、中尾第1遺跡（11）、笠見第3遺跡

（7）など多くの遺跡で検出されており、狩猟場として丘陵・微高地が利用された様子が窺われる。

　弥生時代　弥生時代に入り本格的に稲作が始められ、それを機軸とした文化・社会が形成される。

米子市目久美遺跡では前期の水田が確認されているが、県中部では、現時点では稲作に関る遣構は発

見されていない。中期後葉から古墳時代初頭にかけて集落遺跡が大幅に増加する。東伯町森藤第1・

2遺跡、水溜り・駕籠据場遺跡（46）、大峰遺跡（37）、田越遺跡群（23、24、25）、井図地中ソネ遺

跡、笠見第3遺跡（7）、三林遺跡（8）、久蔵峰北遺跡（6）、赤碕町福留遺跡などで集落が営まれ

ている。これらの遺跡の中には、集落内に玉作り工房をもつ遺跡がある。大栄町西高江遣跡は、中期

の工房跡で水晶の剥片とともに製作に使用したと考えられる鉄製ヱ具等が出土している。笠見第3遺

跡は、後期の工房跡で緑色凝灰岩製の管玉未成品や剥片が出土している。現段階で当地域での数少な

い生産遣跡である。

　墓域については、前期に大栄町青木第1遺跡・後ろ谷遣跡で土墳墓が見つかっており、中期以降赤

碕町墓ノ上遺跡（14）・別所女夫岩峯遺跡で木棺墓が検出されている。井図地中ソネ遺跡では弥生時

代終末から古墳時代初頭にかけての溝で区画された土墳墓群が供献土器とともに見つかっている。

　また、弥生時代の祭祀を特徴づける銅鐸が、県中部では6遺跡で計7口見つかっている。東伯町八

橋の南方丘陵i上（21）で銅鐸（扁平鉦1式）が1ロ見つかっている。また、東伯町田越の丘陵上（25）

では、正確な出土状況は明らかではないが、中細形銅剣が4口、東伯町久蔵峰で銅矛がユロ出土して

いる。八橋を中心とする地域は銅剣・銅矛・銅鐸がそろって出土していることとなり、島根県神庭荒

神谷遺跡と同様の組成であることから、共通した祭祀形態に関連性があったものとして興味深い。

　古墳時代　古墳時代に入ると大型前方後円墳が各地に出現する。当該地域では明らかに前期に属す

る大型古墳は確認されていないが、前方後方墳である別所1号墳（笠取塚古墳）（16）は、墳形等の

特徴から、前期に遡る可能性がある。中期から後期になって、前方後円墳の築造が見られる。別所2

号墳（17）・八橋狐塚古墳（19）・笠見1号墳（22）・竜ヶ崎3号墳（28）などがある。

　中期・後期になると中・小規模の円墳が群集して築かれるようになる。中期以降の群集墳として

は、大栄町妻波古墳群・瀬戸古墳群・西穂波古墳群、赤碕町出上岩屋古墳・別所古墳群（18）・箆津

古墳群・帆立貝式古墳の光1号墳などがある。また、後期以降従来の竪穴系の埋葬施設に代わって横

穴式石室が採用される。このうち、大法3号墳（33）や三保6号墳（26）、大栄町上種東3、上種西14

号墳は竪穴系横口式石室と呼ばれる特異な構造で、八橋狐塚古墳の西側くびれ部の石室もその可能性

があり、槻下古墳群（39）・塚本古墳群（45）・大高野古墳群（47）・斎尾古墳群（43）など、後続す
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第2章　位置と環境

る石室形態も同じ系譜上のものであることから加勢蛇川流域が石室形態を共通とするまとまった地域

であったことを示している。東伯町大高野3号墳では金銅製耳環・青銅製鈴・鉄刀・刀子などが、槻

下5号墳（代々1号墳）では金環・鉄刀などが副葬されていた。山田1号墳（29）や出上岩屋古墳は

切石積石室で、終末期の様相を示す。

　この時代の集落は、東伯町三保遺跡（27）、井図地中ソネ遺跡、笠見第3遺跡、八橋第8・9遺跡

（3）、赤碕町太一垣遺跡・松谷遺跡（15）・別所第3遺跡などが丘陵上に営まれている。

　古代　日本で最初に仏教伽藍が建立されてから約半世紀後の7世紀後半以降、山陰地方では仏教文

化受容の痕跡が認められる。現在県内では22カ所の古代寺院が見つかっているが、初期の仏教文化の

姿を最もよく残す斎尾廃寺（42）は、県内の古代寺院の多くが法起寺式伽藍配置を採用するのに対し、

法隆寺式伽藍配置を採用しており、山陰では唯一の国特別史跡に指定されている。塑像片・仏頭・鴎

尾・鬼瓦などが出土している他、創建期の軒丸瓦には紀寺式、軒平瓦に法隆寺式系統のものがあり、

山陰・山陽では数少ない瓦当文様で、畿内と結びつきの深い有力豪族が斎尾廃寺周辺で勢力を持って

いたと推察される。

　斎尾廃寺の東方にある大高野遣跡（44）では、総柱礎石建物群が検出されており、正倉（郷倉）と

考えられる。さらに郡衙所在地もその周辺に比定されている。伊勢野遺跡群（41）、水溜り・駕籠据

場遣跡、森藤遺跡群では、掘立柱建物を中心とする集落が見つかっている他、伊勢野遣跡群の南方に

古瓦出土地（32）があり、加勢蛇川右岸が伯書国八橋郡の中心地であったと推察される。

　平安時代末期の遺構として、金屋（40）と法万（34）に経塚があり、金屋と西高尾（36）では銅経

筒が出十している。また、井図地頭遺跡において「コ］の字状の溝に囲まれた方形区両遺構が見つ

かっている。建物跡は認められていないが、丘陵上の方形居館の可能性が指摘されている。

　中世・近世　鎌倉時代に入ると、名田を多く集めた有力名主の中には荘園内に孤立した荘宅を構え

るなど、武士的な性格を持つ豪士が出現する。東伯町槻下（38）には、台地に堀を巡らせた方形の一

段高い敷地が並んで残り、一つには周囲に高さ2mの土塁が築かれた館跡がある。

　また、赤碕町海岸部から船上山にかけて、鎌倉末期の作と推定される宝塔と宝薩印塔の二様式を合

わせ持つ独特の形態の赤碕塔がある。現在赤碕町内で6基確認されている。

　JR山陰線八橋駅付近の丘陵上には、八橋城跡（20）がある。八橋城は、南北朝時代に行松氏によっ

て築造されたが、のちに尼子・毛利氏の支配下となり、西伯書から東伯書方面の経営拠点となった。

また東伯町大杉には南条氏の出城である妙見山城跡（30）、赤碕町箆津には、土塁と堀を持つ箆津城

（槙城）がある。1585年頃の築城と推定され、海上防備の城と考えられている。他に、太一垣城・大

仏山城・山川城跡があり、『伯書民談記』によると、吉川元春の羽衣石城（東郷町）攻撃に関与した

城と考えられている。

　江戸時代には東伯町逢束に伯香街道の宿駅が置かれた。江戸時代前期寛永14年（1637年）の『因幡

伯書駄賃銀宿賃書付』に「大塚」がみられることから、この時期には宿駅として機能していたことが

分かる。またこの地には鳥取藩の藩倉「大塚御蔵」がおかれていた。現在でも北側の土手の一部と火

除地が残っている。（淺田・岩井・原・福井）
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第3章弥生時代中期以前の調査成果

第1節調査の概要

　当遣跡で最も時期的に遡る遺構として、落し穴61基を含む多数の土坑がある。これらは谷部にむか

う斜面の縁辺部と調査区中央の平坦面に集中している。

　これら土坑のうち、確実な時期は不明であるが、形態的に縄文時代ごろの落し穴と考えられる土坑

が61基検出できた。その他に、確実な時期が判明するものとして、性格不明であるが埋土下層に縄文

時代後期初頭（申津田式）の土器を含むSK99、縄文時代晩期の粗製土器を含むSK73がある。

　落し穴としたものの中には、A区西側の谷部とB区北東側の谷部に所在し、弥生時代中期～後期に

かけての遣物包含層を除去した後に

確認したものもある。落し穴には弥

生時代の遺物が含まれていなかった

ため、包含層形成以前に埋没したも

のと考えられる。

　また、直接当該期の遺構には伴わ

ないが、縄文時代ごろのものと考え

られる石鎌が、計12点出土してい

る。

　多数の落し穴及び狩猟具が検出さ

れたことで、当時この遺跡周辺が良

好な狩猟場であったことが想像され

る。（前島）

　　　　　　　　　　ち・㌧・・　w謡‥▽・

　　　超嫌ぽ＼SK、三磁　　、S鰍
　　　　　　　　ち／　　　　　　　63　　　　　　　　　　　　　　　　硲呂
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　　　　　　　　　　　　も　まユ　

酬ジ撲；∨　∵＼⇒
的sる／

　、・SK’　　S亘・一一・・～SK翫

　C°S迎，、。・…／　　　・ち
　　　　　　　　S灯5　　　　　　　　　　　　　　ち

　ピ　己ち・・浄㍉・ちぽパ“』㌘
　　第8図　笠見第3遺跡弥生時代以前遺構配置図

第2節　土坑

　SK7（第9図、　PL．4）

　C区西側のH6グリッドにあり、標高69．6mの緩やかな傾斜

面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸75cm、短軸73　cm、底

面で長軸49cm、短軸48cmを測る。断面は、垂直型を呈する。

検出面からの深さは85cmを測り、底面にはやや凹凸がある。

　埋土は黒色粘質土の単層である。

　底面ピットは有さないものの、その形態から縄文時代の落

し穴と考えられる。（前島）

H＝69．7rn

A ：云’

三

三　㌍色土

　　　　　　　む　　　　　　ニユニメゆ　　　　ヌ　

　　　　　　　一
第9図　笠見第3遺跡SK7遺構図
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　SK8（第1◎図、　Pし．4）

　C区南西側のL10グリッドにあり、標高72．8mの平坦

面に立地する。南側はS亙13によって切られている。

　平面は、歪な楕円形を呈し、規模は長軸105cm、短軸

96cm、深さ109　cmを測る。断面は垂直型を呈す。底面に

は、径20cm、深さ32cmのピットが掘り込まれており、杭

が立てられていたものと考えられる。

　埋土は、炭化物を多く含む褐色土である。

　出土遺物はなく、時期は不明であるが、形態的特徴か

ら縄文時代の落し穴と考えられる。（牧本）

　SK12（第11図、　PL．4）

　C区西側の」8グリッドにあり、標高71．2mの平坦面に

立地する。

　平面楕円形を呈し、規模は上面で長軸111cm、短軸94

cm、底面で長軸58cm、短軸46　cmを測る。断面はスリバチ

型を呈する。検出面からの深さは115cmを測り、底面は

平坦である。

　埋土は淡褐色粘質土の単層である。

　底面ピットは有さないものの、その形態から縄文時代

の落し穴と考えられる。（前島）

〉
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A

一

τ

L

1　褐色上（軽石粒・
　炭化物救を多く含
　む）

　　　　　　　　　　　ニヨニぐむ　　　　ハぴ

　　　　　　　一
第10図　笠見第3遺跡SK8遺構図
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む）

　　　　　　　　　　　　　エニ　　　　　　　の

　　　　　　　　　一
第12図　笠見第3遺跡SK巧遺構図

淡籍色上（白色粒・黄色
上ブロックを含む）

　　　　　　　　　　　　ロエニ　む　　　　ユの

　　　　　　　　　一
第］1図　笠見第3遣跡SK12遺構図

SK15（第12図、　PL．4）

　C区北西側の17グリッドにあり、標高70．3mの平坦面

に立地する。西側約2rnにはSI40がある。

　平面は長方形を呈し、規模は長軸109cm、短軸56　cm、

深さ130cmを測る。断面は垂直型を呈す。底面には、長

径27cm、深さ37cmのピットが掘り込まれており、杭が立

てられていたものと考えられる。

　埋土は、暗褐色土単層である。

　出土遺物はなく、時期は不明であるが、形態的特徴か

ら縄文時代の落し穴と考えられる。（牧本）
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第2節　土坑

　SK16（第13図、　PL．4）

　C区中央やや北寄りの15グリッドにあり、標高68．5mの緩

斜面に立地する。

　平面は隅丸長方形を呈し、規模は上面で長軸78cm、短軸49

cm、深さ86　cm、底面で長軸73　cm、短軸41cmを測る。断面は垂

直型を呈する。底面の中央やや南寄りに径15cm、深さ22　cmの

ピットが掘り込まれており、先の尖った杭が立てられていた

と考えられる。

　埋土は暗褐色・黒褐色・黄褐色系で自然堆積したものと思

われる。底面ピット内はソフトロームを主体とする黄褐色粘

質土である。

　遣物は出土しておらず、時期は不明であるが、形態的特徴

から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

一ピゴ竺
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　　　　　　　　む　　　　　　　エ　ぐむ　　　　ま　

　　　　　　　　一
第13図　笠見第3遣跡SK16遺構図

　SK19（第14図、　PL．4）

　C区中央やや北寄りの16・J6グリッドの標高69．9m付近の

緩斜面に位置する。SI33の床面で検出した。

　平面は円形で、長軸115cm、短軸84　cm、深さは87cmを測る。

底面には直径28cm、深さ32　cmの底面ピットを1基検出した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けニア　ロ
　埋土は暗黄褐色土の単層で、埋土の上面はSI33の貼床土で　　A

覆われていた。このことからSB3に先行する土坑であること

は確実である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　出土遺物はないが、形態から縄文時代の落し穴と考えられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
る。（ノ］・山）

二
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　大の地山プロノクを含
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2　暗黄褐色粘質土
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淵欝誌

　　　　　　　　　　　ほユニ　む　　　　ま　

　　　　　　　　一
第15図　笠見第3遺跡SK23遺構図

　　　　　　　　む　　　　　　　まニぐむ　　　　ユぬ

　　　　　　　　一
第14図　笠見第3遣跡SK19遣構図

　SK23（第］5図、　PL．4）

　C区北側のF4グリッドの標高67．3mの緩斜面に位置する。

　直径83cmの楕円形で、深さは96cmを測る。断面スリバチ型

を呈す。底面には直径20cm、深さ20cmのやや不整円形のピッ

トをもつ。

　埋土は比較的均質で、底面ピット内の埋土はより地山の色

に近い埋土であった。埋土中からの出土遺物は皆無である。

　土坑の形状からみて落し穴と考えられる。出土遺物が皆無

なため、詳細な時期は不明であるが、縄文時代のものとみら

れる。（小山）
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　SK24　（第16図、　PL．　4）

　C区南側のN11グリッドにあり、標高73．4mの平坦面

に立地する。

　平面は歪んだ長方形を呈し、規模は上面で長軸95cm、

短軸65cm、深さ111cm、底面で長軸61cm、短軸36　cmを測

る。断面はスリバチ型を呈する。底面はほぼ平坦で、中

央やや東寄りに径18cm、深さ27cmのピットが掘り込まれ

ており、杭が立てられていたと考える。埋土は2㎜程度

の砂礫を含む茶褐色土である。

　遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、その形

態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK27（第17図、　PL．5）

　A区南側のM12グリッドにあり、標高73．6mのほぼ平

坦面に立地する。

　西側から南東側にかけては撹乱を受けており、平面は

やや歪んだ楕円形を呈する。規模は上面で長軸81cm、短

軸72cm、深さ72　cm、底面で長軸58cm、短軸44　cmを測る。

断面はスリバチ型を呈する。底面中央に径14cm、深さ21

cmのピットが掘り込まれており、杭が立てられていたも

のと考える。埋土は茶褐色土の単層である。

　遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、その形

態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK28（第18図、　PL．5）

　C区東側の13グリッドにあり、標高67．6m付近の緩斜

面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸78cm、短軸65cm、

深さ124cm、底面で長軸63　cm、短軸55cmを測る。断面は

フラスコ型である。南西側は検出面下約40cmの深さから

底面に向かって外側に広がりをみせ、東側は上面寄りに

狭い段をもつ。底面はほぼ平坦である。埋土は大別して

2層にわかれる。上層は白色砂粒を含む黒灰褐色土を主

体とし、下層は淡灰褐色土の単層である。

　出土遺物は無く、底面ピットは有さないものの、その

形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。

（前島）
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第17図　笠見第3遺跡SK27遺構図
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第18図　笠見第3遺跡SK28遺構図



第2節　土坑

　SK29（第19図、　PL．5）

　C区E4グリッドの標高67mのほぼ平坦面に位置する。

　長軸72cm、短軸53　cmのやや不整形な楕円形を呈す。深さは

109cmを測る。土坑の長側壁は、上端から半ばにいくに従い幅

狭となり、下端が再び広がるややフラスコ型の断面形である。

底面には直径14cm、深さ9cmのピットが1基検出され、杭が立

てられていたものと考えられる。埋土は黒褐色土の単層であ

る。

　出土遺物は皆無であり、詳細な時期は不明である。その形状

からみて縄文時代の落とし穴と考えられる。（小山）

　SK34（第20図、　PL　5）

　A区中央やや北寄りのG16グリッドにあり、標高

71．2mの緩斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸131cm、短軸115

cm、深さ90cm、底面で長軸75cm、67cmを測る。断面は

スリバチ型を呈する。底面の中央部には径29cm、深さ

39cmのピットが掘り込まれており、杭が立てられてい

たものと考えられる。埋土は黄褐色、淡灰褐色系の4

層にわかれ、自然堆積したと思われる。

　遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、形態

的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）
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第19図　笠見第3遺跡SK29遺構図
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　SK39（第m図、　PL．5）

　B区北側のC9グリッドにあり、標高68．2～68．5mの緩

やかに南側に傾斜する斜面部に立地する。東側約7mに

はSI95がある。

　平面は歪な長楕円形を呈し、規模は長軸119cm、短軸

90cm、深さ86mを測る。断面はスリバチ型を呈す。底面

には、径25cm、深さ42　cmのピットが掘り込まれており、

杭が立てられていたものと考えられる。

　埋土は2層に分かれ、杭穴に黄褐色土が堆積してい

る。

　出土遣物はなく、時期は不明であるが、形態的特徴か

ら縄文時代の落し穴と考えられる。（坂本）
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　SK43（第22図、　PL．5）

　B区南側のF10グリッドにあり、標高66．8mの北側谷

部に向かう傾斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸mcm、短軸88cm、

深さ140cm、底面で長軸7ユcm、短軸64cmを測る。断面は

検出面から約65cmの深さで内側にくびれるフラスコ型を

呈する。底面中央に径19cm、深さ27cmのピットが掘り込

まれており、杭が立てられていたと考えられる。

　埋土は暗褐色系で、自然堆積したと思われる。

　遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、その形

態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK45　（第23図、　PL．　5）

　A区北東側、H1グリッドの標高64．7mの斜面に位置す

る。SI98によって一部掘り込まれる。

　平面は長方形を呈し、長軸98cm、短軸60cm、深さ126　cm

を測る。長軸は等高線に平行する。断面形はスリバチ型を

呈す。底面ではピットが1基検出された。径12cm、深さ26

cmを測る。

　埋土は均質であり、底面ピット内の埋土とは炭化物の有

無で区別される。

　これらの特徴から、落し穴とみられる。出土遺物が皆無

であるため、詳細な時期は不明であるが、縄文時代のもの

と考えられる。（小山）

　SK46　（第24図、　PL．　5）

　B区東側のF7グリッドにあり、標高67．6mの北側谷部

に向かう傾斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸95cm、短軸82

cm、深さ128cm、底面で長軸55　cm、短軸53　cmを測る。断

面は北西側が内側にくびれるスリバチ型を呈する。

　埋土は黒褐色系で、自然堆積したと思われる。

　底面ピットは有さないものの、形態的特徴から縄文時

代の落し穴と考えられる。（前島）
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第2節　土坑

　SK47（第25図、　PL．6）

　C区中央東側のK6グリッドにあり、標高70．9m付近のほぼ

平坦面に立地する。西側約2mにはSllO1がある。笠見3号墳

盛土下で検出されたものである。

　平面は不整長方形を呈し、規模は長軸125cm、短軸84　cm、

深さ84cmを測る。断面は垂直型を呈す。底面には、長径40

cm、短径25cm、深さ28cmのピットが掘り込まれており、杭が

立てられていたと考えられる。

　埋土は、炭化物をわずかに含む黄褐色土単層で、底面ピッ

ト内は、暗黄榿褐色粘質土である。

　出土遣物はなく、時期は不明であるが、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（牧本）

　SK52　（第26図、　PL．　6）

　B区東側のF7グリッドにあり、北側谷部に向かっ

て傾斜する標高66．6～66．8mの斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸118cm、短軸

110cm、深さ134　cm、底面で長軸64　cm、短軸54　cmを測

る。断面はスリバチ型を呈する。底面には径23cm、深

さ29cmのピットが掘り込まれており、杭が立てられて

いたと考えられる。埋土は暗茶褐色系・暗褐色系の7

層に分層できた。第5層・第6層で杭痕跡を確認し

　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺物は出土
　　　　　　　　　　　　　　　　　しておらず、

　　　　　　　　　　　　　　　　　的特そ数から糸眉
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笠見第3遺跡SK52遺構図

　SK53（第27図、　PL．6）

　C区西側E18グリッドにあり、西側谷部に傾斜する標高

68．2～68．51nの斜面に立地する。

　平面は上面では楕円形を呈し、長軸147cm、短軸112cm、底

面までの深さ140cmを測る。底面の南側は削平を受けている

ため全体の形状は不明確であるが、復元した場合楕円形を呈

するものと思われる。規模は長軸80cm、短軸62cmを測る。断
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

面はスリバチ型を呈し、底面中央に径29cm、深さ33　cmの

ピットが掘り込まれている。埋土は茶褐色粘質土の単層

である。

　遺物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的特

徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK59（第28図、　PL．6）

　A区南側のK15グリッドにあり、標高73．41nの平坦面

に立地する。

　平面は長方形を呈し、規模は上面で長軸95cm、短軸60

cm、深さ80cm、底面で長軸58cm、短軸30　cmを測る。断面

はスリバチ型を呈し、底面やや南寄りには径14cm、深さ

35cmのピットが掘り込まれている。埋土は暗褐色系で、

自然堆積した状況を示している。第3層中で杭痕跡を確

認した。

　遺物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的特

徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK60（第29図、　PL．6）

　A区南側のK16グリッドにあり、標高73．6mの平坦面

に立地する。

　北西側は撹乱を受けているが、平面はやや歪んだ円形

を呈する。規模は上面で長軸108cm、短軸68　cm、深さ114

cm、底面で長軸66cm、短軸64　cmを測る。断面は垂直型を

呈し、底部中央に径12cm、深さ33cmのピットが掘り込ま

れている。埋土は暗黄褐色粘質土を主体とした3層に分

かれ、自然に堆積した状況を示すと思われる。ピット内

の埋土は暗灰褐色粘質土である。

　遣物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的特

徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK63（第30図、　PL．6）

　A区南側、K19グリッドにあり、標高73．31nの平坦面

に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸100cm、短軸98

cm、深さ80　cm、底面で長軸73　cm、短軸65cmを測る。断面

はスリバチ型を呈し、底面中央には径13cm、深さ40cmの

ピットが掘り込まれる。埋土は茶褐色土と暗褐色土の2
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第2節　土坑

層に分かれる。

　遺物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的

特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK64（第31図、　PL．6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニア　ロ　A区西側の118グリッドにあり、標高72．2～72．4mの　　A

緩斜面に立地する。

　平面は長方形を呈し、規模は上面で長軸135cm、短

軸78cm、深さ80cm、底面で長軸87cm、短軸52　cmを測

る。断面はスリバチ型を呈し、底面中央に径25cm、深

さ52cmのピットが掘り込まれる。埋土は暗褐色系で4

層にわかれる。自然堆積した状況を示すと思われる。

　遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴から縄文

時代の落し穴と考えられる。（前島）

⊃

A’

　SK66（第32図、　PL．6）

　A区西側の17グリッド、標高72．lmの緩斜面に立地する。

　上面北西側で撹乱を受けるが、平面は楕円形に復元できる。

規模は上面で推定長軸98cm、短軸92　cm、深さ106　cm、底面で長

軸79cm、短軸64　cmを測る。断面はスリバチ型を呈し、底面やや

北寄りに径20cm、深さ23　cmのピットが掘り込まれている。埋土

は不明である。

　遺物はなく時期は不明であるが、形態的特徴から縄文時代の

落し穴と考えられる。（前島）
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　SK68（第33図、　Pむ．7）

　A区西側のH17グリッドにあり、標高7L9mの緩斜面

に立地する。

　平面は円形を呈し、上面で長軸103cm、短軸97cm、深

さ108cm、底面で長軸76　cm、短軸72　cmを測る。断面はス

リバチ型を呈し、底面中央には径18cm、深さ31cmのピッ

トが掘り込まれる。埋土は3層に分かれる。

　遺物はなく時期は不明であるが、形態的特徴から縄文

時代の落し穴と考えられる。（前島）
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　SK69（第34図、　Pし．7）

　A区南西側のK18グリッドにあり、標高72．4mの平坦面に立地

する。

　平面は円形を呈し、上面で長軸122cm、短軸108　cm、深さ126cm、

底面で長軸83cm、短軸75cmを測る。断面はスリバチ型を呈し、底

面中央には径29cm、深さ45cmのピットが掘り込まれている。埋土

は不明である。

　遺物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（前島）

L

　SK71（第35図、　PL．7）

　A区中央西寄りのP5グリッドにあり、標高72．8mの平坦面に立

地する。

　平面は南西側が撹乱を受けているため、やや歪んだ円形を呈す

る。規模は上面で長軸96cm、短軸82　cm、深さ83　cm、底面で長軸72

cm、短軸62　cmを測る。断面は垂直型を呈し、底面中央やや南西寄

りに径24cm、深さ24　cmのピットが掘り込まれている。杭が立てら

れていたと考えられる。埋土は茶褐色系・暗褐色系の6

層に分かれ、自然堆積と思われる。ピット内は地山粒子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
を含む暗褐色粘質土である。

　遣物はなく時期は不明であるが、形態的特徴から縄文

時代の落し穴と考えられる。（前島）
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　SK72（第36図、　PL．7）

　A区南西調査区際、121グリッドの標高74．3mのほぼ

平坦面に立地する。

　平面は長方形を呈し、上面で長軸121cm、短軸117

cm、深さ110cm、底面で長軸76　cm、短軸67cmを測る。

断面はスリバチ型を呈し、底面中央やや南寄りに径20

cm、深さ36cmのピットが掘り込まれている。杭が立て

られていたものと考えられる。

　埋土は暗茶褐色系が主体をなし、自然堆積したもの
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㌫違：㌶の埋土は綱強く’鷲絵ん⇒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　遣物は出土しておらず時期不明であるが、形態的特徴から

縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK75（第37図、　PL．7）

　A区南側のM17グリッドにあり、標高74．5mの平坦面に立

地する。

　平面は長方形を呈し、上面で長軸95cm、短軸61cm、深さ

110cm、底面で長軸67cm、短軸30　cmを測る。断面はスリバチ

型を呈し、底面中央に径16cm、深さ31cmのピットが掘り込ま

れている。杭が立てられていたものと考えられる。埋土は3

層に分かれる。茶褐色系で自然堆積したものと思われる。

　遺物は出土しておらず時期不明であるが、形態的特徴から

縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK76　（第38図、　P［．．　7）

　A区申央やや南西側のJ16グリッドにあり、標高73．　Omの北

側に向かう緩斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸86cm、短軸79　cm、深

さ95cm、底面で長軸52　cm、短軸48cmを測る。断面はスリバチ

型を呈し、底面中央に径14cm、深さ28cmのピットが掘り込ま

れている。杭が立てられていたものと考えられる。

　埋土は炭化物をわずかに含む茶褐色系で、自然堆積したも

のと考えられる。

　遺物は出土しておらず時期不明であるが、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（前島）
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　化吻Aむ）
3　似奴．言褐仁勺」膨乏二1：

　　　　　　　　　　　　ほユソむ　　　　ミロ

　　　　　　　　ー
第37図　笠見第3遺跡SK75遺構図

　SK77（第39図、　PL．7）

　A区南西側の118グリッドにあり、標高69．8mの西側谷部に向

かう緩斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸63cm、短軸58cm、深さ

125cm、底面で長軸46　cm、短軸37cmを測る。断面形はスリバチ

型を呈し、底面中央に径13cm、深さ23　cmのピットが掘り込まれ

ている。杭が立てられたものと考えられる。埋土は、礫を含ん

だしまりの良い黒褐色系が主体をなす。

　遺物はなく時期は不明であるが、形態的特徴から縄文時代の

落し穴と考えられる。（前島）

H＝73．2m

A …言’

暗茶褐〉が　」二（炭化物わ

ずかに肖む）

ll輪色粘貿と（炭化物わず
カ、＿品む）

　　　　　　　　　　　ヨユニジユむ　　　　ゑほ

　　　　　　　　一
第38図　笠見第3遺跡SK76遺構図

H＝70ぼm

A ス

1　黒色　　」　（しまり

　良い．O皿在度の白
　色㌍r含む。4c田大
　のぷ謁色ブロック含
　む）
2　P褐色糾　：輻（2瓢

　，　の只褐色裡ぐ

3　掲紗色誓’1二く饗…性

　強い）

　　　　　　　む　　　　　むゑ　ゆ　　　　エロハ

　　　　　　　ー
第39図　笠見第3遺跡SK77遺構図
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　SK79（第40図、　PL．7）

　A区西側のG18グリッドにあり、西側谷部に向かって

北西方向に傾斜する標高69．7～70．Omに立地する。　P

957と重複関係にあるが、埋土の堆積状況からSK79が先

行する。

　平面は楕円形を呈し、規模は上面で長軸102cm、短軸

72cm、深さ159　cm、底面で長軸76　cm、短軸46cmを測る。

断面はスリバチ型を呈し、底面中央やや西寄りに径14

cm、深さ29cmのピットが掘り込まれている。埋土は炭化

物を含む黒褐色系の4層にわかれる。底面ピット内は、

粘性が強く黄色礫を含んだ暗褐色粘質土である。

　遺物はなく時期は不明であるが、形態的特徴から縄文

時代の落し穴と考えられる。（前島）

H＝70．1m

A

☆

　SK80（第41図、　PL．8）

　A区G17グリッドにあり、西側谷部に向かって傾斜する

標高71．8mに立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸88cm、短軸81cm、

深さ121cm、底面で長軸55　cm、短軸49cmを測る。断面はス

リバチ型を呈し、底面北東寄りに径19cm、深さ24cmのピッ

トが掘り込まれている。埋土は礫を含む褐色系を主体とし

た3層に分かれ、自然堆積した状況を示すと思われる。

　遺物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的特徴

から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

マ

　暗灰褐色粘質土（炭化
　物少慧含む）
20柔8音髭｝色粘質ことく2面

　程度の白色礫含む）
3　黒褐色粘質土（しまり
　良く、粘性強い）
4　暗褐色織質上（粘性強
　い。5翻程度の黄褐色
　礫含む）
5　賠掲色粘質土（P957埋
　土）

　　　　　　　　　　　S＝1：40　　　　1r識

第4◎図　笠見第3遺跡SK79遺構図

ユ

H＝69．2m

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’

　　　　　　　　　　　　1　明褐色粘質土（炭化物
　　　　　　　　　　　　　を少鍛含む。2£顕程度
　　　　　　　　　　　　　の礫を含む）
　　　　　　　　　　　　2　暗褐色枯質土（1㎜程
　　　　　　　　　　　　　度の白色粒子を含む）
　　　　　　　　　　　　3　黄褐色粘質．ヒ（粘性強
　　　　　　　　　　　　　いっ1㎜程度の黄色粒
　　　　　　　　　　　　　子を含む＞
　　　　　　　　　　　　4　陪黄茶褐色粘質土（］
　　　　　　　　　　　　　皿程度の黄色粒子を含
　　　　　　　　　　　　　む）
　　　　　　　　　　　　5　暗黄褐色粘質土（粘性
　　　　　　　　　　　　　強い。　1鰍程度の黄色
　　　　　　　　　　　　　粒子を含む）

　　　　　　　　　　　　　　ニユニぼ　　　　　ユお

　　　・ぴ踏ご1ジ　　ー
　　第42図　笠見第3遣跡SK83遺構図

H＝72．2m

A 丁

暗褐色粘質土（2随程
度の白色礫を含む）

明褐色粘質土（しまり
良い。2血程度の白色
礫を少麸含む）

明茶褐色粘質土（粘性
強い。1㎜程度の白色
粒子を含む）

　　　　　　　　　　　ニハニぐむ　　　　ユ　

　　　1＼こ、ぎ　　一
第4］図　笠見第3遣跡SK80遺構図

　SK83（第42図、　PL．8）

　A区G19グリッドにあり、西側谷部に向かう標高

68．6～69．Omの斜面に立地する。

　平面は楕円形を呈し、規模は上面で長軸112cm、短

軸92cm、深さ94　cm、底面で長軸90cm、短軸60cmを測

る。断面はスリバチ型を呈する。

　底面には2つのピットが存在し、南側のピットは径

19cm、深さ37cm、北東壁に接するピットは長軸35cm、

一32一



第2節　土坑

短軸26cm、深さ36cmを測る。北側のピットは、検出面

から底面に向かってフラスコ状に掘り込まれている。

埋土は礫を含む褐色系が主体をなし、自然堆積した状

況を示すと思われる。

　遣物は出土しておらず時期は不明であるが、形態的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H＝72．1m
特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

⊃

　SK85（第43図、　PL．8）

　A区120グリッドにあり、西側谷部に向かって傾斜

する標高7Lgmに立地する。

　上面北東側が撹乱を受けているが、平面は楕円形に

復元することができる。規模は上面で長軸99cm、短軸

83cm、深さ88　cm、底面で長軸85cm、短軸65cmを測る。断

面はスリバチ型を呈する。底面中央に径14cm、深さ10cm

のピットが掘り込まれており、杭が立てられていたと考

えられる。埋土は褐色系を主体とし、自然堆積したと思

われる。

　遺物は出土していないが、形態的特徴から縄文時代の

落し穴と考えられる。（前島）

　SK86（第44図、　PL．8）

　A区F18グリッドにあり、西側谷部に向かう標高70．0

～70。1mの斜面に立地する。

　平面は楕円形を呈し、上面で長軸103cm、短軸55cm、

底面で長軸22cm、短軸8cmを測る。断面はスリバチ型を

呈し、検出面からの深さ約137cmを測る。底面は平坦で

ある。北東側は、検出面から約96cmの深さで段をなす。

埋土は炭化物を含む暗褐色系で、自然堆積したものと思

われる。

　底面ピットは有さないものの、形態的特徴から縄文時

代の落し穴と考えられる。（前島）

1　暗機｝色粘妥上（しま

　り良く、粘性強い．
　炭イヒ物を含む。　三㎜

　秩ムの白色・黄色粒
　子を含む）

2　暗茶褐色粘質土（枯
　牲強い。1照程度の
　白色載子を少湯含む〉

　　　　　　　　　　　　　ほまニベむ　　　　ヌの

　　　　　　　　　一
第43図　笠見第3遣跡SK85遺構図

メ（菩》

H＝7α2m

L

硝褐色糖質上（炭化鞠
を少葺含む。2皿毛呈度

の黄色礫を含む）
1男蓑き色粘質二と｛しまり

☆く、枯性強い◇1願
程度の白色粒子少騒含
む）

　　　　　　　　　　　　ニ　ソむ　　　　ハほユ

　　　　　　　　　ー
第44図　笠見第3遺跡SK86遺構図

H＝67、8m

A

☆

　SK90（第45図、　PL．8）

　A区F19グリッドにあり、西側谷部に向かう標高66．2

～66．5mの斜面に立地する。

　平面は円形を呈する。規模は上面で長軸104cm、短軸

79cm、検出面からの深さ135cm、底面で長軸52　cm、短軸

43cmを測る。断面はスリバチ型を呈する。底面北東隅で

一云’

　　　　　　　　21膣自煕説罐
　　　　　　　　　　黄色礫を多く含む）
　　　　　　　　　　2　暗褐色枯質二i：（しまり
　　　　　　　　　　良く、毅雛強い。2㎜
　　　　　　　　　　程度の黄色檬を少籔含
　　　　　　　　　　む）
　　　　　　　　　　3　淡暗褐も鈷質こ｝二（2㎜
　　　　　　　　　　程度の或色礫を少ぼ含
　　　　　　　　　　　む）
　　　　　　　　　　4　淡暗灰縄色紡質上（右1王
　　　　　　　　　　性強い。1皿程葉の黒
　　　　　　　　　　色粒子を含む）

　　　　　　　　　　　　ニハニィユ　　　　　エの

　　　、ご・　　　一
第45図　笠見第3遺跡SK90遣構図
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

径15cm、深さ7cmのやや浅いピットを検出した。埋土は礫

を含む褐色土系を主体とした4層に分かれる。自然堆積し

た状況を示すと思われる。

　遺物は出土しておらず、時期不明であるが、形態的特徴

から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK91（第46図、　PL．8）

　A区西側のF19グリッドにあり、標高67．2mの傾斜面に

立地する。

　平面は楕円形を呈し、規模は上面で長軸80cm、短軸61

cm、底面で長軸70cm、短軸40cmを測る。断面は検出面から

約25cmの深さでくびれたフラスコ型を呈する。底面はほぼ

平坦で、中央に径20cm、深さ25cmのピットが掘り込まれ

る。埋土は炭化物を含んだしまりの良い

蹴維体とし、麟積したもの／
と思われる。

　遺物は出土していないが、形態的特徴

から縄文時代の落し穴と考えられる。

（前島）

　　＼　　哨一　　　　　／ノ
　　＼＿＿＿　　　　　　　／

H＝675m
A ⊃’

暗褐色粘質土（しま
り良い。炭化物を少

戸　む。2㎜程度の
犀　含む〉

ダ　　ぎ　ゴニ

癒邑声蹴㈱

　　　　　　　　　　　ニユニ　む　　　　エヲ　

　　　　　　　　一
第46図　笠見第3遣跡SK91遺構図

ゴ

　SK94　（第47図、　PL．　8）

　A区中央のH15グリッドにあり、標高

71．8mの緩斜面に立地する。

　平面は北側から北東側にかけて撹乱を

受けているが、復元した場合、円形を呈

するものと思われる。規模は上面で長軸

132cm、短軸105cm、深さ107cm、底面で

長軸68cm、短軸54　cmを測る。断面はスリ

バチ型を呈し、底面やや北西寄りに径22

H＝72．1m

A
一τ’

掲色枯Ii二
明黒褐色粘只土（8頗程度の白色・
黄色環を含む）

暗褐色枯質土（しま1）良い。2姻程
度の白色・黄色礫を含む）
黄褐仁粘質．ヒ（1鯛程度の白色粒子
を少　含む）

暗黄科色枯質ニヒ（枯性強い。1姻程
度の白色・黄色粒子を少　含む）

　　　　ニヨ　ぽ　　　　　

第47図　笠見第3遺跡SK94邊構図

cm、深さ20cmのピットが掘り込まれている。埋土は暗褐色系を主体とし、自然堆積したものと思われ

る。底面ピット内は粘性の強い暗黄褐色土である。

　出土遺物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK97（第48図、　Pむ．8）

　A区中央のH15グリッドにあり、標高72．Omの緩斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸77cm、短軸68cm、深さ134cm、底面で長軸54cm、短軸50cmを

測る。断面は垂直型を呈する。底面南寄りに径15cm、深さ10cmのピットが掘り込まれていることか

ら、杭が立てられていたと考えられる。埋土は大別3層に分かれ、褐色系が主体をなす。自然堆積と

一34一



第2節　土坑

思われる。

　出土遺物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK98（第49図、　PL．9）

　A区中央のH15グリッドにあり、標高72．Omの緩斜面に

立地する。P987と重複関係にあるが、埋土の堆積状況か

らSK98が先行する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸81cm、短軸72　cm、

底面で長軸63cm、短軸58　cmを測る。断面は垂直型を呈し、

検出面からの深さ155cmを測る。底面は、中央部が高く周

辺部に向かって低くなっている。埋土は粘性の強い暗茶褐

色系を主体とする。

　底面ピットは有さないものの、その形態的特徴から縄文

時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK99（第50・51図、　PL．9）

　C区中央のH12グリッドにあり、標高70．61nの平坦面に

立地する。

　平面は楕円形を呈し、規模は上面で長軸135cm、短軸115

cm、深さ79　cm、底面で長軸100cm、短軸73　cmを測る。断面

はスリバチ型を呈し、底面は平坦である。

　埋土は、他の落し穴の埋土とは異なる褐色系を主体とし

た4層に分かれ、自然堆積したと考えられる。

　遺物は、底面直上から出土した縄文土器Po1がある。幅

狭の磨消縄文帯をもつもので、中津狙式に相当する。

　形態的には落し穴の可能性があるが、埋土の状況が異な

り、性格は不明である。出土遺物から縄文時代後期初頭の

ものと考えられる。（前島）

　SK101（第52図、　PL．9）

　C区中央やや東寄りの112グリッドにあり、標高71．2mの平坦

面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸98cm、短軸81cm、底面

で長軸61cm、短軸58cmを測る。断面はスリバチ型を呈し、検出

面からの深さ137cmを測る。底面は平坦である。

　埋土はしまりの良い黒褐色系である。自然堆積したものと思

われる。

1］＝72．2m

A 丁

　　　　　　　　　］　黒暗褐色枯質土（1㈱
　　　　　　　　　　程度の白色・黄色粒子
　　　　　　　　　　を多く含む＞
　　　　　　　　　2　明掲色粘質一i二（しまり
　　　　　　　　　　艮　08励程度の白色
　　　　　　　　　　環　多くAむ）
　　　　　　　　　3　黄褐色粘亘：1：（殼1性強
　　　　　　　　　　く、しまり良い）
　　　　　　　　　4　賠褐色枯貿土（粘性強
　　　　　　　　　　い。1cm大の1．1仁撲を
　　　　　　　　　　少捨む）

　　　　　　　　　　　ニぶが　　　　　ハの

　　　　　　　　一
第48図　笠見第3遺跡SK97遺構図

　P987

H＝72．2m

A 丁
1

2
1

ワ

一

3
3

o

第49図

明掲色粘質土（3皿程度
の黄色礫を含む）

賭褐色粘膓｝（しまり良
い。2随‡エ1丘の白色礫を

少　含む）

暗茶褐色栢窒」　㈱｝菅以

い。］醜程展の黄色ネ子
を含む）

　　　　　　　　エニづ　　　　　ヨ　

笠見第3遣跡SK98遺構図

z磁、

　　む　　　　　　ねユニ　　　　　　　の

第5◎図　笠見第3遺跡SK99
　　　　出土遺物実測
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

　底面ピットは有さないものの、その形態的特徴から

縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
　SKm2（第53図、　PL．9）

　C区中央のH14グリッドにあり、標高71．6mの平坦

面に立地する。

上面は蹴授けているが・翻形｝こ復耐ること㍗・　　丁1灘懸嘉
ができると思われる。規模は上面で長軸且5c孤短軸　　　　　　　　　　　　　　2還雛2鵠題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べのへむ　
58c孤深さ150cm、底面で長軸54　c孤短軸33cmを測る。　　　　　　　　　　　　　　31㍑鵠纏吉昆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をむハ
断面はスリバチ型を呈し、底面中央に径14cm、深さ13　　　　　　　　　　　　　4灘讐緩麓濃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色粒子を含む）
cmのピットが掘り込まれていることから杭が立てられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねエ　ご　　　　　トロ
ていたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　埋土は暗褐色系の3層に分かれ、自然堆積したもの　　　　第51図　笠見第3遺跡SK99遺構図

と思われる。

　遺物は出土しておらず、時期不明であるが、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。

（前島）

　SK103（第54図、　PL．9）

　C区Hl4グリッドにあり、標高71．5mの平坦面に立地する。

　調査当初は検出面の崩落により不整形になったと考えていたが、土層断面の観察により後世の遺構

が重複している可能性も考えられる。

　上面楕円形だが本来は円形を呈すると思われる。長軸91cm、短軸76　cm、深さ95cm、底面長軸55cm、

短軸53cmを測る。断面スリバチ型を呈し、底面に径14cm、深さ24　cmのピットが掘り込まれている。埋

土は暗褐色系を主体とする。

　出土遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴から縄文時

代の落し穴と考えられる。（前島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊃’

　SK107（第55図、　PL．9）

　A区北側のG10グリッドにあり、北側谷部にむかって傾斜

する標高68．Om～68．2mに立地する。

　南西から北東側にかけて撹乱を受けているが、平面は円形

を呈すると思われる。規模は上面で長軸88cm、短軸80cm、深

さ51cm、底面で長軸66cm、短軸40cmを測る。断面はスリバチ

型を呈し、底面中央に径8cm、深さ10cmのピットが掘り込ま

れている。埋土は暗褐色系の2層に分かれ、自然に堆積した

ものと思われる。

　遺物は出土していないが、形態的特徴から縄文時代の落し

穴と考えられる。（前島）

H＝7ユ．5nl

A 　τ’

第52図

　　　　　　暗灰褐仁粘質土（1cm大
　　　　　　の礫を　の
　　　　　　黒嶺色勧質ゴニ（しまり’
　　　　　　い。2蹴程度の白色・或
　　　　　　し亭♪含む）
　　　　　　、バ科色枯質ニヒ（粘性強
　　　　　　い。三悶程度の白色粒子
　　　　　　を含む）
　　　　　　灰茶褐色粘只土（粘性強
　　　　　　い）

　　　　む　　　　　　ニ　ニぐむ　　　　エほ

笠見第3遣跡SK101遣構図
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第2節　土坑

H＝71．7m

A

＿ム’

『

1｛＝71．9m

A

三

暗褐色粘質二と（しまり良い。　1c腿程度

の黄褐色塊を含む）

1宿茶褐色粘質メニ（しまり良い〉

灰褐色輸貿土（粘性強い）

　　　　　　　　　　　　一

第53図　笠見第3遣跡SK102遺構図

　SK108（第56図、　Pむ．9）

　C区東側のH9グリッドにあり、北側谷部にむ

かう標高69．4mに立地する。

　平面は長方形を呈し、規模は上面で長軸123cm、

短軸79cm、深さ83　cm、底面で長軸106cm、短軸73

cmを測る。断面は、垂直型を呈する。底面中央に

径15cm、深さ40cmのピットが掘り込まれているこ

とから、杭が立てられていたと考えられる。

　埋土は褐色系を主体とした7層に分かれ、自然

堆積したものと思われる。

　出土遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴

から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

丁

　　　　　　　　　　　　暗茶勘色（しまり良い⊃　2㎜程
　　　　　　　　　　　　度の白色・黄色礫を含む）
　　　　　　　　　　　　累褐色粘質土（1麟程度の白色
　　　　　　　　　　　　粒子を含む）
　　　　　　　　　　　　暗褐色鈷質土（1㎜程度の黄色
　　　　　　　　　　　　粒子を含む〉
　　　　　　　　　　　　暗茶掲色粘質土（粘↑生強く、炭
　　　　　　　　　　　　化物を少葺含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　エニぎぴ　　　　　ハの

　　　　ぺ∵／　　　　　一
第54図　笠見第3遺跡SK103遺構図

〆
　　／
A　　t

H＝68，4m

A

三

A’

L

1　暗褐色結質土（1㎜程度の白色粒子
　を含む）
2　略茶掲色粘質土（しまり良く、輸性
　強い。］頭程度の黄色粒子を含む）

　しド　　　　くノ　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　エニぐむ　　　　　ユヌ　

　　脳　　　　　　　一
第55図　笠見第3遣跡SK107遣構図

’一一｝一一 @　　　　　へ

◎

II＝69．5m

A

』

　　1

　　2

＿　3
　A’

　　4

　　5

　　6
　　7

黒懲色籟質土（2翻程度の
白色礫を含む）

暗褐色村i質ヨニ（5魍程度の
白色礫を含む）

黄褐色諮質土（1皿程度の
黄色粒子を含む）

暗褐色粘質土（3C閲大の黄
褐色ブロックを含む）
暗茶褐色粘『質ゴニ（しまり良
い）

暗黄掲色枯質土（粘性強し・）

暗茶褐色粘質土（粘性強い◇

黄燈色粘質土含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ぼむ　　　　　ユ　

　　＼ジジジ　　　　　ー
第56図　笠見第3遺跡SK108遺構図
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第3章　弥生時代申期以前の調査成果

　SKm9（第57図、　PL．9）

　C区中央のll4グリッドにあり、北東方向に向かう標

高71．6mの緩傾斜に立地する。　SI136の南東隅で検出され

たもので、埋土の堆積状況からSKIO9が先行する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸93cm、短軸87

cm、深さ129cm、底面で長軸64　cm、短軸53　cmを測る。断

面は北西側が内側にくびれるフラスコ型を呈し、底面は

平坦である。

　埋土は黒褐色系が主体をなし、4層にわかれる。

　出土遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SKIIO（第58図、　PL．10）

　A区北東側のG8・G9グリッドにあり、北側谷部

にむかう標高68．1～68．6mの緩斜面に立地する。

　平面は円形を呈し、規模は上面で長軸166cm、短

軸128cm、底面で長軸43　cm、短軸40　cmを測る。断面

はスリバチ型を呈し、深さ173cmを測る。検出面か

ら約73cm下で段をなす。

　埋土は褐色系が主体をなし、自然堆積したものと

思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ロ
　底面ピットは有さないが、形態的特徴から縄文時　　A

代の落し穴と考えられる。（前島）

H＝70，5m

A

＿主’

⊃
1　陪黄褐色粘質土（し
　まり良し㌔lcmノくの
　《馴天色ブロックを含

　む）
2　晴掲色ネ占質上（1翻

　程度の白色粒子を多
　く含む）

　明褐色粘質土
　明茶褐色粘質土（粘
　性強く、炭イヒ物を含

　む）

　　　　　　　　　　　　　ニき　が　　　　　エの

　　　　　　　　　一
第59図　笠見第3遺跡SK111遣構図

L

H＝？2．2m

A 丁
1　黒褐色粘質土（しまり

　〉　⇒1cm大の礫を少
　もくむ）
2　日　褐色粘質1：（しま

　り良い。3cm大の黄色
　塊を少簗含む）

3　黒褐色粘質友（しまり
　良い。2屡裏程度の黄色
　礫を含む）
4　黒黄燭色粘質：ヒ（ネ占性

　強い）

　　　　　　　　　　　　ロヨニぜむ　　　　ヨ　

　　　　　　　　　一
第57図　笠見第3遣跡SK109遺構図

⊃’

⊃

暗褐色粘質d：（しまり

良い。2cm大の黄褐色
塊を含む）

茶暗褐色粘質上（1閥
程度の黄色粒子を含む〉

暗茶褐色粘質土（粘性
強い）

　　　　　　　　　　　　　ねユ　　む　　　　ハ　

　　　　　　　　　　一
第58図　笠見第3遣跡SK］1◎遺構図

　SK111（第59図、　PL．10）

　A区北西側のE16グリッドにあり、標高70．2mの緩斜

面に立地する。

　平面は楕円形を呈すると思われる。規模は上面で長軸

105cm、短軸53　cm、深さ83　cm、底面で長軸82　cm、短軸32

cmを測る。断面はスリバチ型を呈する。底面中央に径13

cm、深さ30cmのピットが掘りこまれていることから、杭が立てられていたと考えられる。

　埋土は褐色系を主体とする。底面ピット内は炭化物を含む明茶褐色粘質土である。

　遺物は出土していないが、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）
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第2節　土坑

　SK112（第60図、　PL．1◎）

　A区やや北東側のH10グリッドにあり、北側谷部にむかう標

高69．5mの緩斜面に立地する。

　平面楕円形を呈し、規模は上面で長軸116cm、短軸80cm、深さ

78cm、底面で長軸91cm、短軸63cmを測る。断面垂直型を呈し、

底面中央に径12cm、深さ42　cmのピットが掘り込まれている。

　埋土は暗褐色系を主体とした4層に分かれる。ピット内は粘

性の強い明茶褐色粘質土である。

　出土遣物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から縄文時

代の落し穴と考えられる。（前島）

〆
L

H＝69．7m

A

　SK113（第61図、　PL．10）

　A区中央やや北寄りのF14グリッドにあり・標高70・5mの緩斜　第60図

面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸92cm、短軸77cm、底面で長軸71cm、短

軸65cmを測る。断面垂直型を呈し、検出面からの深さ114cmを測る。底面は

平坦である。

　遺物は出土しておらず、底面ピットは有さないものの、形態的特徴から縄

文時代の落し穴と考えられる。（前島）

⊃’

　SK114（第62図、　PL．10）

　A区中央やや北寄りのF14グリッドにあり、標高70．5mの緩斜面に立地する。

　平面楕円形を呈し、規模は上面で長軸100cm、短軸66　cm、底面で長軸74　cm、

短軸59cmを測る。断面垂直型を呈し、検出面からの深さ142　cmを測る。底面

は平坦である。

　埋土は黒褐色系で、自然堆積したものと思われる。

　遺物は出土しておらず、底面ピットは有さないものの、形

態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）　　　　L

　SK115（第63図、　Pし　10）

　A区C18グリッドにあり、北側谷部に向う標高67．6m～67．9

mの傾斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸141cm、短軸112cm、底

面で長軸53cm、短軸46cmを測る。断面スリバチ型を呈し、検

出面からの深さ113cmを測る。底面はやや凹凸がある。

　埋土は、褐色系を主体とした3層に分かれ、自然堆積した

ものと思われる。

　遣物は出土しておらず、底面ピットは有さないものの、形

　　　　A’
　　　　　］　陪茶褐色枯質一｝二（1c閲
　　　　　　大の員色礫を少駁含む）

　　　　　2　 自藷褐色孝茜質ニヒ （5關程
　　　　　　度の黄褐色塊を少慧含
　　　　　　む）
　　　　　3　淡褐色諮貿土（枯性強
　　　　　　い。3頭程度の白色礫
　　　　　　を含む）
　　　　　4　明茶褐色狛駐質：1二（粘性

　　　　　　強い。1㎜程度の暗茶
　　　　　　褐色粒子を多く含む）

　　　　　　　　ロヨペむ　　　　ハの

笠見第3遺跡SK1］2遣構図

H＝7α8m
A コ

　　む　　　　　　げユ　イぼ　　　　　エの

第61図　笠見第3遣跡
　　　　SK113遺ホ青図

H＝70，8m

A

三錫

㎜云’

黒褐色粘質．ヒ（し

まり良い．3㈱程
度の白色礫を含む）

バ褐色粘質土（枯

刊，以㍉　1㈱程度
の黄色粒子を含む｝

　　　　　　　　ロ　　　　　　　エニぼむ　　　　ま　

　　　　　　　　一
第62図　笠見第3遺跡SK臼4遣構図
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　S照17（第64図、PL．旭）

　C区東側のH8グリッドにあり、北側谷部に向かう

標高69．7mの緩斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸82cm、短軸70

cm、底面で長軸71cm、短軸70　cmを測る。断面垂直型を

呈し、検出面からの深さ87cmを測る。底面は平坦であ

る。埋土は黒褐色系で、自然堆積したものと思われ

る。

　遺物は出土しておらず、底面ピットは有さないもの

の、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。

（前島）

H＝68．Om

A

」

⊃

黒褐色粘質土（炭化物含
む。2㎜程度の白色・黄
色環を含む）

陪褐色粘質土（1題程度
の白色・黄色競子を含む）

暗茶褐色粘貿ヨニ（粘性強

い。黄燈色稜質土を少鷲
含む）

　　　　　　　　　　　　　　　ユ　タむ　　　　ハの

　　　　　　　　　　一
第63図　笠見第3遺跡SK1］5遺構図

　SK120（第65図、　PL．10）

　A区中央のJ14グリッドにあり、標高72．Omの平坦面に立地する。　SΣ138の南西隅で検出されたもの

で、埋土の堆積状況からSKI20が先行する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸74cm、短軸64　cm、深さ77cmを測る。断面は垂直型を呈し、底面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　いぐヨ　ロナの　
時代の落し穴と考えられる。（前島）　　　　　　　　　　　㍗m　　　　　＿マ　2鶴§優享謬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　黒色粘質二1二（1㎜程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のおぱ　チををむラ
　SKm（第66図、　PL．11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3纒㌣驚歳㍑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄褐色粒子を多く含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む）　A区中央の114・∫14グリッドにあり、標高7L7mの平坦面

に立地する。SI139の中央やや東寄りで検出されたもので、　　　、　　　　　　　　s。1、、。　、m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿〉　＼　　一
埋土の堆積状況からSK121が先行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第64図　笠見第3遺跡SK117遺構図
　上面は北側が住居のピットに切られ、南側も撹乱を受けて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　きぱお　コニくしまり
坦である。埋土は黒褐色系を主体とした9層に分かれる。　　　H。722m　　　　　　　魏㍊稟蒙麗ξ’

勒は枇しておらず、緬ピ。ト婿さないものの、形A @　⊃2欝響繊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　べ　　　く　　
態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）　　　　こ一　　　　　1、’　匙；黄瀦ブ助ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色粘質：ヒ（枯性強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い）

　SK122（第67図、　PL　11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　’＞　　　s・］：40　1m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　A区やや北東側のH11グリッドにあり、標高70．Olnの緩斜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第65図　笠見第3遣跡SKI　20遣構図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一



第2節　土坑

　　　　〆　㌦　1灘i灘

〉◎ピツトユ・鐵竃　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を多く含む＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黄褐色粘質土（1砲程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の白色粒子を含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒褐色粘質土（2駆大の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄得色塊を多く含む）　　　H＝72．Oln　　　　　　　　　　　　　　　＿　 6　濃）悲褐色粘質：妻二（5願1呈
　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’　　度の黄褐色塊と1醐程度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の白色礫多く含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　ロ　き　ゴニくハ　ムア

　　　　　　　　　　9界　・㌶灘1蕊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　9　明茶褐色枯貿土（粘］生強い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1盟程度の白色泣子を極
　　　　　　　　　　　　　　　　　　少是含む）

　　　　　　　　　亀〆’　　　O　S－1：40　1m
　　　　　　ぺ囁一一’ぷワ　　　　ー

　　　　　第66図　笠見第3遺跡SK121遺構図

面に立地する。平面円形を呈し、規模は上面で長軸

115cm、短軸85cm、深さ133　cmを測る。断面スリバチ型

魏＝70．2m

A

＿ざ’

⊃

1　」星琵音褐色粘』質土　（8皿

　程度の白色壕と］随程
　度の白色粒子を多く含
　む）
2　黒％茶褐色粘質土（炭
　化物を含む＞
3　灰暗褐色輸質土（しま
　り良い。2姻程度の黄
　褐色礫と1㎜程度の黒
　色粒子を多く含む）
4　R音褐色粘質土（粘性磯

　い⊆　1㎜程度の黒色粒
　子と炭イヒき勿を含む）

　　し、∫ジでこピ＼・〉γ　　　　　　　　　　O　　　　　S＝1：4G　　　　　lm

　　　∴ジ　　　　　ー
第67図　笠見第3遺跡SK122遣構図

を呈し、底面中央に径13cm、深さ29cmのピットが掘り込まれている。埋土は4層に分かれ、自然堆積

を示すと思われる。底面ピット内は暗褐色粘質土である。

　出土遺物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK123（第68図、　PL．1D

　C区北西側端のC18グリッドにあり、西側谷部に向かう標高67．3m～67．8mの傾斜面に立地する。

SS8と重複関係にあるが、埋土の堆積状況からSK123が先行する。平面は円形を呈し、規模は上面で

長軸132cm、短軸106cm、深さ105cm、底面で長軸62　cm、短軸42　cmを測る。断面スリバチ型を呈し、底

面中央に径27cm、深さ41cmのピットが掘り込まれている。埋土は暗褐色系が主体をなし、自然堆積し

たと思われる。

　出土遺物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から

魎代の落し穴と考えられる・鏑 ㌦

　SK125（第69図、　PL．］1）

　C区中央やや北寄りのGl4グリッドにあり、標高70．9m

の緩斜面に立地する。Sll50の中央やや北東寄りで検出

されたもので、埋土の堆積状況からSK125が先行する。

　西側はトレンチで掘削してしまったが、平面円形を呈

すると思われる。規模は上面で長軸105cm、短軸82　cm、

深さ90cm、底面で長軸6Ccm、短軸47cmを測る。断面スリ

バチ型を呈し、底面やや北西寄りに径Ucm、深さ21cmの

ピットが掘り込まれている。埋土は褐色系の3層に分か

れ、自然堆積したと思われる。

　出土遣物はなく、時期不明であるが、形態的特徴から

L

H＝67，9m

A

☆

丁

　　　　　　　　　　　　暗茶褐色粘質土（8皿
　　　　　　　　　　　　程度の黄色礫と1㎜程
　　　　　　　　　　　　度の白色粒子を多く含
　　　　　　　　　　　　む）
　　　　　　　　　　　　暗褐色粘質土（しまり
　　　　　　　　　　　　良く、　孝占↑生強し、。　炭イヒ

　　　　　　　　　　　　物少菖含む）
　　　　　　　　　　　　赤褐色粘質土（結性強
　　　　　　　　　　　　い）
　　　　　　　　　　　　赤暗褐色枯質ニヒ（しま
　　　　　　　　　　　　り良くない登　1皿程度
　　　　　　　　　　　　の黄褐色粒子を少慧含
　　　　　　　　　　　　む）

　　　　　　　　　　　　　　ねユニづむ　　　　エぽ

　　　＼：∬ゴ　　　ー
第68図　笠見第3遣跡SK］23遺構図
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第3章　弥生時代中期以前の調査成果

三’

H＝7Llm　　　　　　　　　　　　　　　　］　黒褐色枯質上（し

r　　　　　　　　　　　　ア　　まり良い・8顔程
　　　　　　　　　　　　　のロゼ　をタく
ご「一一……7≡離；；警穆

肋　　㍑駕懸・乏義
　　　　　　　　　　　3　暗茶褐色枯質上（粘
　　　　　　　　　　　　性強い◇三願程度
　　　　　　　　　　　　の白色・黄色粒子
　　　　　　　　　　　　を含む戊

　　　　　　　　　　む　　　　　　　ユピベぱ　　　　ユ　ユ

　　　∵　∫∫’　　一
　第69図　笠見第3遺跡SK125遺構図

縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

P・◎P］　　兀

’◎　⑨∫　一

　◎P3

。噸m　。／

A　　　　　　　　　P4　　P2

　§
＿‡
A’

P

埠

1　陪黄褐色粘質二1二（しまり良い。2醐

　程度の黄色・白色蝶を多く含む）

2　暗謁色粘質土（しまり良い。1皿程
　度の白色・黄色粒子を少塁含む＞
3　明褐色粘質：1二（3c口大σ）黄褐色塊を

　少意含む）
4　明褐色粘質土（枯性強い◇1頭程度
　の黄褐色粒子を含む）

　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ヨニぼ　　　　　エ　

∪ジ・　　　　　一
第70図　笠見第3遺跡SK127遺構図

　SK127（第70図、　PL．臼）

　B区北東側のF7・G7グリッドにあり、北側谷部に向かう標高68．2mの傾斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸147cm、短軸115cm、深さ90cm、底面で長軸105cm、短軸87cmを

測る。断面は垂直型を呈し、検出面からの深さ90cmを測る。

　底面中央部と南西壁に接して5つのピットが掘り込まれており、杭が立てられていたと考えられ

る。P1（14×12－18）cm、　P2（15×13－22）cm、　P3（9×8－16）cm、　P4（13×10－30）cm、　P5（13

×12－9）cmを測る。このうち、　P1～P4は中央に規則的に配置されているが、　P5は南西壁に接して

浅く掘り込まれている。

　埋土は褐色系を主体とした4層に分かれ、底面ピット内は粘性の強い明褐色粘質土である。

　遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴から縄文時代の落し穴と考えられる。（前島）

　SK130（第71図、　PL．11）

　A区北東側のG8グリッドにあり、北側谷部に向かう標

高68．3mの斜面に立地する。

　平面円形を呈し、規模は上面で長軸85cm、短軸71cm、深

さ150cm、底面で長軸67cm、短軸52　cmを測る。断面は垂直

型を呈する。底面中央に径16cm、深さ22　cmのピットが掘り

込まれていることから、杭が立てられていたと考えられ

る。

　埋土はしまり良い黒褐色系を主体とした2層に分かれ、

自然堆積したものと考えられる。ピット内は暗褐色粘質土

である。

　遺物はなく時期不明であるが、形態的特徴から縄文時代

の落し穴と考えられる。（前島）

L

H＝68．6m

A 丁

］　黒褐色糖質土（しま

　り良い）5㎜程度の
　白色礫を多く含む）

2　陪褐色粘質土（しま
　り良くない。黄色粒
　子を多く含む）

　　　　　　　　　　　ニユ　な　　　　　ま　

　　　　　　　　一
第71図　笠見第3遣跡SK130遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果

第1節　弥生時代調査の概要

　弥生時代は当遺跡で最も遺構数が増える時期で、全域にわたって遣構が認められる。2箇年に亙る

調査によって、竪穴建物跡112基、掘立柱建物跡7基、土坑26基、段状遣構7基、溝状遣構1基、土器

溜り1箇所、ピットが多数検出された。この時代は、集落の形成から発展時期で、竪穴建物跡は、大

半が住居跡であるが、小型のものは、住居以外の目的のものが含まれる。掘立柱建物跡には、布掘り

のものと掘立式のものがあり、前者及び後者のうち規模が大きなものは高床倉庫である可能性があ

る。土坑についても、貯蔵穴と廃棄土坑と性格不明のものがある。

　弥生時代中期後葉から集落が形成されはじめ、8基の竪穴建物が散在的に現れる。平面は円形を呈

し、Sll69（24㎡）を除いて床面積15㎡程度の小規模ものである。付属施設の屋外貯蔵穴（SK1・3

～5・17・57・65・路・100・119）と廃棄土坑（SK128）も散在する。後期前葉になると遺構数が増

し、2棟一単位の竪穴建物が見られるようになる。計15基の竪穴建物を確認した。付属施設として

は、布掘り掘立柱建物SB21がある。申葉にはさらに増加し、竪穴建物の数が増し29基の竪穴建物が見

られる。後葉になると調査区全域にわたって集落が営まれ、規模が最大になる。かなり近接した状態

で検出されたものもあり、同時並存したとは考えられないが、38基の竪穴建物が検出された。住居配

列も定型化したものになる。SI51・75・151・164は床面積が約30㎡と大型で多角形を呈す。終末期に

なると、急速に集落規模は小さくなり、SI14・30・48・53・130・158が見られるに過ぎない。（牧本）

、
　　ち　σs与　rφや
　　　　　＼／◇＼　　　　／＼右

s

　弩鰻、，司・・○、轟・

　　　　S紡　　　　　　　艮購
　　　s｛槌　　SI蛾Sll｛7
　　　　ミ　

　　　　　　　ま　

迎鷲詳蹴欝　。・
㌔〉が♪夢ご゜ちご・乏ごc　』一
第72図　笠見第3遺跡弥生時代遺構配置図
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第4章　弥生時代の調査成果

表1　笠見第3遣跡弥生時代遺構覧表

遺捲名 泡区名 規衡購×雛一渓さ畑 平面形
床面積
i㎡） 時　　期 揚　考 遺簿名 均区名 規繰麟x麟壕さlm 平面彩

床面積

i諭 時　　期 謬　考

SI　1 C区 4，？8×4．7G－0．23 円形 ］5．8 弥生剛騨期後葉
iw－3）

SI68 A区 5．34×5．主一〇26 不整円形 10．6↑
弥生時代後期中葉
iv－2）

SI　2 C区 4．4×　　－0、37 円形？ 4」↑ 弥生題援期後葉
iV－3｝

SI69 A区 5．o×5．o－o．49 爵丸方形 ］1．3↑ 弥生時代

SI　4 C区 6．5×6．5－0、27 円形 19．3

弥生時代後期率葉（V－2／

SI？G A区 3、89×3，61－0．弱 円形 13．2
弥生閣w麦期後葉
ov－3］

SI　6 C区 6、OX5．0－3．？ 閤丸方形 1631 不明磁生後期か） SI？1 A区 5．？×5．5－Gぷ 五角形 26．3
弥生時代後期後葉
iVづ）

SI　7 C区 6、OX5．51－0．2 円形 283 弥生時代後期後葉
oV－3）

SI72 A区 5．1×5．0－0．］3 楕円形 16．5
弥生時代後期申葉
iv－2）

建て替え1回

SI　8 C区 駕6x4．6－0．12 円形 142 弥生時代後期中葉
i～⊆2）

建て替え三回 SI73 A区 4，96×4．82づ，鱗 円形 27．8
弥生時代後期中葉
qv－2＞

SI10 c区 6．0×5※－0．37 円形 ］3．Gl
弥生時代後期後葉
iV－3〕 S取 A区 4．26×40－0．61 隅丸方形 ］5．5

弥生時代後期後葵
IV－3／

S夏14 C区 5．勾×5．0－0．4 議丸方形 25．1
鍵献繰綴一2）～古墳蒔1揃期

SI75 A区 6．1×6．（必一〇，82 五角形 29．8
弥生時代後期後葉
iV－3）

焼失住居

S酩0 C区 3，7※×　　－0．21 円形？ 三3．4※ 弥生時代後期 S工76 A区 3．45×2，6寸，§8 隅丸方形 7．9
弥生時代後期後菜
iV－3）

建て替え1園

S鵬 C区 3，8×3，卜0．27 方形 lo．9
弥生時代後期後葵
iV－3）

建て替え画 SI77 A区 5．0×4．0仁G．52 円形 25．］1

弦生時代後期中葵（V－2／

SI24 C区 5．48×5，22－0．51 情丸方形 20．］
弥生時代後期中葉
iv－2）

SI79 A区 4．鵬×3え6－0．8 円形 12．1
弥生時代後期後葉
iV－3）

SI26 C区 5，5×5．3－0．3 円形 20．3
弥生蒔代後期中葉
iV－2）

SI80 A区 5，6×5，2－0．59 楕円形 24．1
弥生時代後期前葉
iVづ）

建て替え1回

S伽 C区 4．3×4、2－0．05 円形 13．9 弥生詩代 SI82 A籔 3，7×3．麟一〇、61 円形 ］G．3
弥生蒔代後期後菜
iV－3）

SI30 C区 5．G×4β一〇．6 闇丸方彩 15．4
弥生時代終末

A一2）
焼失住居 SI83 極 5．68×5A－0．5玉 隅丸方形 25．7↑

弥生蒔代後期中葉
iV－2）

SI34 C区 不明 円形 3．9↑
弥生鯵代後期中葉
iV－2） 玉㈱工房 SI86 A区 4．78×4，2プーO、78 円形 12．51 弥生時代後期嘆

iV－2）
建て替え1回

SI36 C区 5．33×5，25寸．58 隅丸方形 22．4
弥生時代後期申葉
iV－2）

SI87 A区 3．2×2．4－0．31 長方形 L7↑
弥生時代後期中葉
iV－2）

S夏37 C区 4．21×　－0．32 円形 1G．2
弥生時代後期後葉
iV－3）

S夏88 A区 33×3，0A－0．総 円形 5．31
弥生時代後期前葉
iv⇒）

SI38 C区 4．0※×40－G．G5 円形 7．1↑
弥生時代後期中菜
iV－2）

SI89 A区 5，12x4、98－0，7 五角形 三9．1
引；生時代後期中葉

iv－2）

SI姐 C区 4，6×　　一α62 円形 2．91
弥生詩代後期前葉
^v－1）

SI90 B区 4．46×4．］6－G．29 隅丸方彩 162 弥生時代後期後葉
iv－3）

焼失住居

SI42 C区 4．31×4．2－0沮 隔丸方形 15．1
弥生時代後期前葉
iV⇒）

SIgl C区 5～6※－0．68 円形 6．81
弥生時代後期中葉
iV⇒）

SI43 C区 3，8＞〈3，6－0．27 円形 4．71
弥生時代中期後葉
iW－3）

SI92 C区 2．2×2．2一不明 隅丸方形 3．1↑

弥生時代後期中葉（V－2）

S姐 C区 3．5×3．2－0，65 屠丸方形 8ほ1
弥生時代後期終末
iV卜1）

SI93 C区 3．Ol×　弍．07 閤丸方形 2．］言 弥生時代

SI45 C区 5．2X　　－0，12 円形 16．8
弥生時代後期中葉
iV－2） S抱 C区 4．6×4．6一不明 円形 61 弥生時代後期前菜

iVづ〕
建て替え珊

S夏46 C区 4．5×4．5一不明 円形 15．9 弥生時代 SI95 8区 5．1×4．81－0．ア 円形 20．61
弥生時代後期後葉
iV－3）

焼失住居、

嘯ﾄ替え掴

SI48 C区 5，5×5，5－0、68 隔丸方形 22．2
弥生時代終末

訷黷Q｝
建て替え1圃 SI§6 C籔 5．4x　一不明 円形 10↑ 弥生時代

S正49 C区 5，12×4．3㌧035 円形 18．0
弥生時代後期前葉
iv－］）

頚乍り工房、建

ﾄ替え2回
SI97 C区 3．2x2．9－0．45 唱丸方形 7．6※

弥生時代後期後菜
iV－3）

焼失住居

SI50 C区 4．9×4．9－0．19 閤丸方形 15．6
弥生時代後期中菜
ov－2）

SI98 C区 6．0※×　　づ．59 円形 5．71
弥生時代ξ潮後葉
i卜3）

SI51 C区 7．3↑×6．8↑－0、24 踊多 36．2
弥生蒔代後期後葉
iV－3） 建て替え画 SI99 A区 2．4×L88－0．96 瞬丸長方形 3．6

弥生時代後期前葉
iv一至／

SI53 C区 2．7x2．5－O，2 隅丸方形 3．打
弥生時代繋末

iyト2）
SI10］ C区 5．◎×　　－0，1 円彩｛多嚇 6．9↑

弥生時代後期後葉
iV－3）

建て替え1回

SI誕 C区 ］．9XL9－o、2 方形 L6↑ 不明｛弥生後期か） ｛嘱施設 SI］03 A区 不明 晴丸方彩 2．1↑ 弥生時代

SI55 C区 3．4×2．3㌔0．83 方形 5．21
弥生時代戊棚後葉
iW－3）

SI］G5 A区 4．7×4．5－0．09 隅丸方形 12．8※
弥生剛て後期後菜
^V－3）

SI59 B区 4．1×　　－G．39 円形 3．21 弥生時代中期？ 建て替え1蟹 SI107 A区 3．gx3．Ol－0．］9 隅丸方形 ］3，2※
弥生剛て後期前葉
iV－］〕

SI6夏 A区 3，8×3，7－0．出 閤丸方形 12．o
弥生時代後期中葉
iV－2）

建て替え1回 S夏1（8 A区 5．三X4．卜0ぷ 円形 13．1
弥生時代後期中葉
ivバ2）

建て替え1回

SI62 A区 3．25×3．1－G．33 鶴丸方形 9．0
弥生時代後期後菜
iv－3）

Sll12 A区 5，6×5．2－0．35 楕円形 2G 弥生時代後期前葉
ivゴ〉

SI63 A区 4．4×4．3一α42 円形 9．8
弥生時代中期後葉
iwづ）

SI1廻 A区 6，85×6、3－0、73 不整円形 2＆9
弥生時代後期後菜
iV－3）

建て替え1回

SI與 A区 5．9×5．6－0．49 不整円形 2G．］
弥生詩代後期中葉
iV－2）

SI］15 A区 ？．ox6．5－0．§2 隔丸五角形 29
弥生時代後期後葉
iV－3）

Sl65 A区 3．3×3．2－0．47 方形 ｝o．o
弥生時代後期後葉
iV－3）

S工鵬18 A区 5，2×5．o司．34 隔丸方形 15．8※
弥生傾c後期中葉
iV－2）

SI66 A区 5．］4×5．1－0．64 不整円形 222 弥生時代後期後葉
iV－3＞

Sll19 A区 5，5×5．3一α56 陽丸方形 21．1
弥生時代後期後葉
iV～3）

S夏67 A区 3，7×3．5－G，5 蘂丸方形 lL8 弥生時代後期後葉
奄uづ）

SI120 A緩 4．5※X4．5－0。3 鶴丸方形 ］3，9※
弥生時代後期前葉
iV－1）
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第1節　弥生時代調査の概要

遣楕名 駆名 規灘麟x雛ぶさ〕m 平面形 薦鍛i㎡） 時　　期 鏡　考 ia情名 駆名 灘（長韓×麟一羨さ）m 平面形
床面積

E 時　　期 鳥　考

SI］23 A区 5．3×　　－G28 円形 19．7※
弥生時｛て後期後菜

ovづ）
SB正7 A区 5．o×2、8 蠣×1間

弥生蒔代後期後葉
ov－3）

Sll25 A区 3．0×2．4－0．蟄 長方形 3．6
弥生時代後期前葉

iv－D
建て替えか SB2］ A区 5．4×3、4 2間×1副

弥生詩代後期毒ぽ

iV－D
布摺き）、高床倉

SI129 A区 5．8×5．8－0．8 閤丸方形 23
弥生時｛繋末

iV仁2）
SB27 A区 2．8×2．5 1問×1聞 不明

SH30 A区 6．1×5．8－0．53 楕円彩 22．5
弥生時｛繋末

Z一2）
建て替え1回 SK］ C区 2．44×1．37一α55 長方形

弥生時代中期後葉

iΨ3）
貯蔭穴か、．握

L

SI132 A区 4．7×4．7－0．5 円形 12．5

弥生時代後期前葉／V－1）

SK　3 C区 2．8×2．8－0．6 円形
弥生時代中期後葉
iW－3）

貝臓穴か

Sll33 A区 5．7×5，？－o．19 爵丸方形 田
弥生時代後捌後葉
oV－3） S双 C区 2．23×1．5－0．済 長楕円形

弥生時代中期後葵

i略3）
e臓穴か

SI134 A籔 4．5×4．5一α49 円形 lL5 弥生時代後期中葉
iv－2）

SK　5 C区 0．69↑XG．351－0．1］ 不整形
弥生時代中期後菜
iΨ3｝

SI135 A区 4、8×4．8－0，49 円彩 13．1
弥生献暢末～鶴
ﾔi卜3～v－1）

SK　9 C区 1、7×0．？5－G．2 長方形
引1生時代後期後菜
^V－3）

土壌墓

SI］38 A区 5．4×5．4づ．68 円形 ］2．21
弥生時代後期中葉
iv－2）

建て替え頂 S紅3 C区 1．3×LO5－0．23 方形
弥生時代後期串葉
iV－2）

S夏139 A区 5．9×5．7－0．74 議丸方形 20．］
朝1生時代後期後葉
iV－3）

建て替え1回 SK蟻 C区 2．51XG．65－0口7 長方形
弥生時代後期前葉
奄麻?j

SI帥 A区 §．5×5．卜o，71 晴丸方形 ］9．8
弥生時代後期後葉
iv－3） SK至7 C区 ヌ．9XL5一α77 長方形

弥生時｛て中期後葉
i兀一3）

貯蔵穴か

S夏14］ A区 4．75×鱈一〇．57 隆丸方形 1ぷ
弥生時代後期後葉
iV－3）

SK20 C区 2．67×2，12－0．57 台形状
弥生時代後期前葉（Vヨ）

貯蔑穴か

Sll43 A区 4．パx　－0．29 円形 4．6↑ 弥生時代後期 SK25 C区 o．95xo．81－o．07 不整方形
弥生時代後難中葉
iv～2）

SI144 A区 5．6×5、45－G．65 昌丸方形 27 弥生時代後期後葉
iV－3）

建て替え懸 SK26 C区 L7すx1．2卜0．25 不整楕円形
弥生時代後期中葉
iv－2）

廃棄土坑

SI145 A区 4．5×　　一α12 円形 61 弥生時僧舗中葉
ov－2）

SK37 A区 ］．4×1，25－1．05 不整楕円彩
弥生時代後期後葉
^V－3）

R臓穴

SI147 A区 5．8×　　－0．］6 円彩 7．9↑
弥生時代中期後葉
i鐸一3） SKμ A区 L75×1、39－0．92 小判形

弥生時代後期後葉
iv－3）

不明

SI149 A区 6．6×6．2－0．47 摺丸五角形 27メ
弥生時代後期後葉
iV－3）

建て替え2回 SK55 A区 L6×1．37－0、6 長方形
弥生時代後期前菜

ivパ〉
貯蔵穴か

SII51 A区 7．］6×7．（溶一〇，58 円形 32．6
弥生時代後期後葉
iv－3）

建て替え2回 SK56 A区 1．7×1．5－o．8 楕円形
弥生時代後期前葉
iV∋）

き蛤

S田2 A区 5．5x5，3一⑪．菊 隔丸方形 18＆
弥生時代終末

oV仁1）
SK57 A区 2．1×L7づ．（旧 隅丸方形

弥生時代中期後葉
iW－3）

貯藏穴か

SII53 A区 6．8×6．4－0ぷ 隅丸五角形 24．5 弥生時帽麦卵榛
iv－」）

焼失住居、

嘯ﾄ替え勘
SK58 A区 1．18x　　－o．85 円形

弥生蒔代後期後※
iV－3）

貯哉穴

SI1製 A区 5．9×5．5－0．5 鶴丸方形 19 弥生時代後期ウ菜
ｭVし2）

建て替え1回 SK61 A区 L1×1．02－0．85 円形
弥生時代後期後葉
kV－3）

貯藏穴

SI1弱 A区 3．OX2．5－0．43 方形 §．9 弥生時鰻受期 ｛極抱設 S薮62 A区 Lo1×o、94－o．95 円形
弥生時代後鶏蔚葉
iv－］〕

貯蔵穴

SI］57 A区 4．73×4．5－0、43 唱丸方形 ］7．5
弥生時代後期中蓑
iV－2）

焼失住居 SK65 A区 2．2×1．7－0．25 隅丸長方形
弥生時代中期後葉
i八⊆3）

嚢擾穴か

Sll58 A区 5．G×4．8－o．45 瞬丸方形 18※
弥生時｛懲末
i～1－2）

SK84 A区 L93×1．82づ」7 繕丸方形
弥生時代中期後葉
i膨一3）

R臓穴、上屋有

SI］59 A区 5．5×5．5－G．32 不整五角形 21．2
弥生時代後期後葉
oV－3）

建て替え］回 SK88 A区 2．53×1．1？－0．56 楕円形
弥生時代後期前葉
iv－1）

艀菱穴、上屋有

Sll60 A区 5．2×4．5－0．22 摘円彩 15 弥生時代後期前菜
iV－1） S組00 A区 2．1x2ぼ一〇．25 閤丸方形

弥生時代中期後葉
oW－3）

貯蒙穴か

SI況 A区 4．9×4．9刈．52 鶏丸方形 15．3
弥生時代後期前葉
iv－］）

SK106 A区 ］．u×］．eg－o．89 長方形 弥生時代 覚織穴か

SI164 A区 5、§×§．5－0．3 不整円形 3L2膓1
弥生時代後期後葉
ｭVづ）

建て替え1圏 SK囎 A区 2．4×2．］－0、65 隅丸方形
弥生時代中期後葉
oW－3）

貯蒙穴か

SI165 A区 5，2x5．0－0．67 円形 15．9
弥生時代後期後葉
o～－3）

建て替え画 SKI28 A区 1．7×L3－0．34 楕P］形
弥生時代中期後葉
i鐸一3）

廃棄土坑

SI］66 A区 6．4×53一α7 隅丸長方形 23．2
弥生時代後期後葉
iV－3）

建て替え懸 ss　3 C区 4．6xo，65－o．51
弥生時代後期中葉
撃磨|21

SI167 A区 4．5×4．∈o．46 円形 12※ §姓時代後期
SS　5 B区 5．2Xl．0↑－G．52

弥生時代後期前菜
iv－1）

SI］68 A区 6ぺ×5．6－G．綴 開丸方形 25．1
弥生時代後期中葉
iv－2〕 SS　6 B区 8．8す×3、G↑－G32

弥生時代後期寧菜
i～⊆2）

SI169 A区 6．1×5．9－0．27 円形 24 弥生時代中期後葉
iW－3）

建て替え1薗 SS　7 A区 12×2．2－0ぷ
弥生時代後期中葉
iv－2）

SI170 A区 4．15×4．0－0．73 昌丸方形 13．2
弥生時代後期後察

ivづ） SS　8 A区 ］3．8×LOI－0．42
弥生時代後期前葉
iv－1）

SB　1 C区 5，7×2．8 燗×璃
弥生時代後期中葉
撃u－2）

縮ミ禽庫 SS　9 A区 6．81×4．Ol－0．46
弥生時代後期後蒙
iv－3）

SB　4 C区 5，48×2．8 3問×澗
弥生嗣c後期中葉
oV－2）

布劉、高床倉
P SSI］ A区 5．6×2．6㌍0．76

弥生時代後期後葉
iV－3｝

SB　5 C区 42×2．6 2間×1閏
弥生時代後期弓ハ菜

iv－2） SD　4 B区 弥生時代

SB］6 A区 6、1×3．1 3間×1閤
弥生時代後期後菜
iV－3）

1は数纏以上
≠Pは復元綾
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第4章　弥生時代の調査成果

第2節竪穴建物跡

Sl］（第74図、　PL．12・113）

　調査区南東側のN14グリッドにあり、標高74．5m付近の遺跡の最も高い位置の平坦面に立地する竪

穴建物跡である。東側約4mにはSI6がある。

　梨栽培等により上半部は削平を受け、床面まで4箇所の肥料穴が掘り込まれており遺存状態は悪

い。平面は円形を呈す。規模は、南北4．78m、東西4．7m、床面積は15．6㎡である。残存壁高は、最も

遺存状態のよい北壁で最大23cmを測る。壁際には、幅12～20cm、深さ10cm程度の壁溝が全周する。

　主柱穴はP1、　P4、　P6、　P8である。　P4で柱痕が認められ、推定される柱径は約13cmである。いずれ

の埋土も黄褐色系である。主柱穴間距離は、P1－P4間から順に、2．8m、2．7m、2．6m、2．7mである。

　建物中央には、不整形に掘り込まれたP9がある。柱穴に比べて浅く、底面も凹凸がある。埋土中

には炭化物をわずかに含んでいる。
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第73図　笠見第3遺跡Sl1遺構図
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第2節　竪穴建物跡

〕

　　0θ0¢O
　　oo〈♪or

　PO］0

第74図

Po5

Po6

　　　　　　　　　　Po11

　　　　　　　c

　　　　　　　　Po7

　　　　　　　　Po8

＼封鷲

　　　　　　　　　　　Po12

笠見第3遺跡SII出土遺物実測図

　　　　　　Pol3

む　　　　　　ニハニズき　　　　ユなの

　その他に、床面上及び周辺でピッ

ト17個を検出した。P14～P17は一

直線に並んでおり、切り合い関係か

らSI1以降のものと考えられる。埋

土は、撹乱土層を除くと暗黄褐色土

単層である。

　出土遺物には、床面からやや浮い

た状態で弥生土器壷Po4、甕Po2～

3・Po5～9、高杯Po10～12、平安

時代土師器杯Po13などがある。

表2　笠見第3遣跡Sl1ピット規模一覧表

，〉　》ぐ9

囀Z亨 長郭×檀禄さ㈱ 備　　考 多　lzコ

ﾔ蒼万 題x麟堰さ愉 備　　考

P1 40×36～68 P］2 29×26－34

P2 32×31－34 主‡主穴 P14 35×30－48

P3 53×39－29 P15 31×29－27

P4 49×40－65 P16 41×39－55

P5 34×34－66 主柱穴（柱痕有） P17 39×35－45
P6 42×30－62 P18 36×20－23
P7 50×47－13 主柱穴 P19 35×33－51

P8 44×33－50 P20 38×34－16

P9 至07×85－28 主柱穴 P21 32×28－17
P10 42×36－4］ 中央ピット P22 31×27－40
P11 34×30－30

　出土遺物等から清水W－3様式、弥生時代中期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。Po13は、後世

の混入である。（牧本）

Sl2（第75・76図、　PL．12・W3）

　調査区南東際のPI3グリッドにあり、標高74．5m付近の遣跡の最も高い位置の平坦面に立地する。

調査区際にあるために全体の約1／5しか調査できなかった。東側約10mにはSI4がある。

　梨栽培等により上半部は肖U平を受けている。平面は、円形又は隅丸方形を呈すと考えられる。規模

は、南北1m以上、東西4．4m以上、床面積は4ユ㎡以上である。残存壁高は、最も遣存状態のよい西

壁で最大37cmを測る。壁際には、幅8～17cm、深さ4cm程度の壁溝が巡る。

　主柱穴と考えられるものはP3のみである。　P5・6は、建物埋没以後に掘り込まれたものである。

その他のものは、用途不明である。

　埋土は、ほとんど撹乱土（第4・5層）である。

　出土遣物には、図化できたものに弥生土器i甕Poユ4、底部Po15・16がある。Po14は床面上で出土して
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第4章　弥生時代の調査成果
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第75図　笠見第3遺跡Sl2遣構図

▲　隠蓋2豊圭讐雲《暴こ7をわずかに含む）

1麟醐

む　　　　　　ほユニ　　　　　　　　

いる。その他は埋土中の出土であ

る。

　出土遣物等から清水V－3様式、

弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居

跡と考えられる。（牧本）

表3　Sl2ピットー覧表

ピフト委弓 長融短軸噺さ㈲ 備　　考

Pl
o2
o3
o4

18×17－7

R6×32－23

Q4×23－62

S8×36－19

主柱穴

Sl4（第77・78図、　PL．13・1］3・174）

　調査区南東側、PU・12グリッドの標高72．4～73mの斜面に立地

する。北端はSI15と重複関係にあるが、当建物跡がSIヱ5の埋土を切

り込むことから、当建物が新しい。

＼」三久5＼」とZ1、

　　む　　　　　　ほピま　　　　エ　ロ

第76図　笠見第3遺跡Sl2出土
　　　　遺物実測図

　遺存状況が悪く西壁のみ残存し、東側は撹乱土を除去すると即床面で、壁溝のみ残存するといった

状況であった。残存する壁溝から推定される建物の規模は直径6．5m、床面積19．3㎡以上の円形を呈

すと考えられる。壁高は最も遺存状況が良好な北壁際で27cmを測る。

　床面で8基のピットを検出した。このうちP1、　P3、　P4、　P6が主柱穴で柱間はPl～P3間から以下順

に2．85m、2．45m、2．8mである。　P2は支柱穴の可能性がある。またP8は中央ピットとみられる。中央

ピットの埋土は2層に分かれ、ともに炭化物を若干含む。壁際には幅16～20cm、深さ4．5～7．1cmの壁

溝がめぐる。また床面には8箇所にわたり焼土面が認められたが、埋土中の炭化物の量は極微量であ

り、焼失したとは考え難い。

　埋土は大半が流出し、検出時すでに一部の壁溝が露出する状況で

あった。かろうじて残存した埋土は2層に分層可能で、いずれも黄

褐色系の土の流入により埋没していた。

　出土遺物は、埋土中の床面から浮いた状態で、甕Po17～23、蓋

Po24、椀Po25、把手Po26、袋状鉄斧F1が出土した。

　出土遣物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろと考え

られる竪穴住居跡とみられる。（小山）

表4 笠見第3遺跡SI4ピット
ー覧表

ど婿号 麟x短軸一深さ（α刀） 備　　考

P1 35×35－54
P2 43×39－47
P3 45×32－48
P4 43×40－56
P5 33×23－7 主柱穴

P6 19×19－28
P7 34×26－10 主柱穴
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第2節　堅穴建物跡
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第77図　笠見第3遺跡Sl4遺構図
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Sl6（第79図、　PL．13）

　C区南西のN13グリッドにあり、標高74．4m付近の遺跡の最も高い位置のほぼ平坦面に立地する。

西側約2mにはSI1がある。

　周囲は梨栽培等により、上半部及び北東側が大きく削平を受けているが、平面は円形を呈すと考え

られる。規模は、南西一北東約6m、北西一南東51n、床面積は16．3㎡以上である。残存壁高は、最も

遣存状態のよい西壁で最大37cmを測る。壁際には、幅10～20cm、深さ4～10cm程度の壁溝が巡っている。

　主柱穴は反時計回りにP18、　P7、　P12、　P5、　P20の5個である。主柱穴間距離は、　P18－P7間から順

一49一



第4章　弥生時代の調査成果

』
　　　　◎・18

P6

P23 ﾉ

≧

こ・◇

ぬ

目

呂

巨

9

　　　　　　　　　菱　91
iLぷ蟄口

H＝750m
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ

　　　　P18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P5　　　SK25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ベペ憶ぶべ＼＼・ミー÷ミペ

H＝750m
c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c’

　　　　P8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P5　　　　　SK25

：＼ぺ5ビ＼ベベ＼＼　 2－＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼．×・＼　　・　＼　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　＼＼　＼＼

　　　　　　　　　　　　　　第79図　笠見第3遣跡Sl6遺構図

蘇

統・

：◇

べ、

；謬緬（地。ブ。、ク，鏑

溺籠鐘轡ブ゜ノクを紗

1耀雛繊幽ブ。．クを含。、

む　　　　　　ニユ　　　　　　　　の

に2．6m、2．3m、2．2m、3・Om・2・6m　　表5　笠見第3遺跡Sl6ピットー覧表

である。中央ピットに相当するもの

は、掘削を受けたため検出できな

かった。床面上には、P5付近で焼

土面が検出されている。

　床面及び周辺には、その他に21個

のピットが検出されたが、柱穴の可

能性はあるものの、規則的に配列さ

れたものはなく、用途は不明である。

　埋土は削平のためほとんど遺存し

ていなかったが、暗黄褐色土単層で

おそらく自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、弥生土器片があるが、図化できなかった。

　明らかな時期は不明であるが、形態的に弥生時代の竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

ごノ・瀦 長勃x短軸一湶さ⑭ 備　　考 ζ層旨 題x謬一深さ（o日） 備　　考

P1 45×39－60 P14 51×50－22

P2 55×40－45 P15 32×27－38

P3 59×55－43 P16 53×39－34

P4 39×35－63 P17 46×40－41

P5 55×52－35 主柱穴 P18 43×42－23 主柱穴

P6 57×56－43 P19 23×22－15

P7 57×55－43 主柱穴 P20 65×51－42 主柱穴

P8 45×40－40 P21 34×28－54

P9 40×35－25 P22 48×45－56
P10 34×30－27 P23 39×34－81
P11 31×24－11 P24 49×46－39
P12 59×50－40 主柱穴 P25 56×39－44
P13 64×53－59 P26 27×26－55
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第80図　笠見第3遣跡Sl7出土遺物実測図

　　　　　Po37

む　　　　　ミニヲニぐ　　　　エむむゆ

Sl7（第80・81図、　PL．］3・1］4）　　表6　笠見第3遺跡Sl7ピットー覧表i

　Mll、　Nl1グリッドにかけて位置

する。北西側でS亙8を切る。

　平面は、隅丸五角形を呈す。床面

規模は径61nで、床面積28．3㎡を測

る。残存壁高は5～20cmである。床

面で複数のピットを検出したが、規

模と間隔、配置から中央ピットがP

13で、主柱穴はP22、　P8、　P6、　P5、

P12と考えられる。主柱穴間距離

は、P22－P8間から順に3．3m、2．8m、2．5m、2．8m、2．7mを測る。　P4とP10がもっとも深く、2つの

ピットを結ぶ線は中央ピットの中心を通るので、棟持柱と考えられる。他の浅いピットについては、

P12とP20は結ぶ線がP4の中心を通り、掘方の中心線となるので、　P16、　P9とあわせて補助柱として機

能したと推定する。

　中央ピットの埋土は2層に分かれていて、下層は炭化物粒を含んでいた。焼土面は検出していない。

　出土遺物は、図化できたものに弥生土器壼Po27・28、甕Po29～36、高杯Po37、直口壼Po38、器台

Po39、壼口縁部Po40がある。いずれも、埋土中からの出土である。

　出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉の竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

ど渇； 麟×願辛さ（山 備　　考 どプ溺 長割x短却一深さ（減 備　　考

P1 29×29－23 P12 31×28－17
P2 29×25－35 主柱穴 P13 63×47－27

P3 53×34－50 P14 27×24－30

P4 39×28－54 P15 22x21－25
P5 45×34－44 主柱穴 P16 20×16－8
P6 25×23－42 主柱穴 P17 20×ユ8－8

P7 16×14－］3 P18 20×15－8
P8 29×26－27 主柱穴 P19 25×24－12
P9 27×27－10 P20 38×21－27
PIO 50×33－51 P21 12×／2－17
P11 20×17－18 P22 34×27－45 主柱穴

SI8（第81・82図、　PL．13・114）

　M11・M12グリッドにかけて位置する。南東側をSI7に切られる。耕作による撹乱が著しく、壁高

は最大7cmしか残らない。

　壁溝が削平された箇所もあるが、床面の径が約4．6m、壁高最大12cmの隅丸方形に復元できる。床
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次灰褐色上（員褐色土地山ロームプロノク　炭化物含む）
黄灰褐色粘質土（黄掲色土地由ロームプロノク含む）

黄褐色粘質⊥
褐色｝　（白色粒含む〉

淡灰渇色土
淡褐色ナ（‡ぴミ愁）

暗灰褐色L（黄褐魚1　炭化物粒含む）
灰褐色」　（柱撰跳）

暗灰褐色む（柱蒜↓踏）
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淡黄褐色．L〈鋲白色粘質ロームプロノク含む）

暗灰褐色土（黄褐色ゴプロノク　寂化物粒含む）
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淡灰褐色嵐横褐色プロノク含む。柱痕跡）
撹乱

O　　　　S＝1　80　　　2m

第81図　笠見第3遺跡Sl7・8遺構図
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第2節　竪穴建物跡

面積は14．2m2を測る。北西側の壁溝

の一部が二重になることから建て替

えが考えられる。

　主柱穴は廃絶時の建物に伴うもの

がP3、　P18、　Pl2と撹乱で失われた

4基で、主柱穴間距離はP3－P18間

から順に3．3m、3．4mを測る。建iて

替え前のものはP9、　P10が想定でき

るが、明瞭ではない。中央ピットは

P！7と考えられる。本来の床面はほ

とんど残っていないが、中央ピット

の南東側約1．2mの地点で焼土面を

検出した。

　出土遺物は、図化できたものに弥

生土器甕Po41～44、高杯Po45があ

る。いずれも埋土下層からの出土で

ある。

　出土遺物等から、清水V－2様式、

弥生時代後期中葉の竪穴住居跡と考

えられる。（家塚）

表7　笠見第3遺跡Sl8ピットー覧表

ど〕潜

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
Pg
P10

長軸X短軸一湊…さ（ζm戊

31×26－34

40×32－29

60×47－－61

23×17－26

29×20－25

26×26－14

34×21－31

23×20－30

32×27－23

35×30－42

備　　考

主柱穴

主柱穴

主柱穴

どプ麟

Pll

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

長軸X短鮪一深さ（㎝）

33×27－55

30×27－49

41×31－36

35×25－29

38×25－30

48×33－40

37×30－6

20×19－21

24×24－27

15×12－25

備　　考

主柱穴

主柱穴

ノ 忌
む　　　　　　ニユニベ　　　　　ゆ

第82図　笠見第3遣跡Sl8出土遺物実測図

Sl10（第83・84図、　PL．14・115・］76・178）

　調査区中央やや東側Lllグリッドの標高約72．5m付近のほぼ平坦面に位置する。北側はSI11に切られる。

　規模は、長軸6．Om、短軸5m前後、深さ37cm、床面積13．0㎡以上を測る。平面は、不明瞭であるが

六角形を呈すと考えられる。壁際には、幅10～18cmの壁溝がほぼ全周するものと考えられる。主柱穴

はSI！1P2、　P9、　P12、　P5、　P18、　P22で、主柱穴間はSIl1P2－P9問から順に3．3m、2．3m、2．　Om、2．9

m、2．6m、2．7mを測る。主柱穴に近接するように同規模のピットがあり、建て替えに伴うものと考

えられる。このうち、P4・P7で柱痕が見られ、復元される柱径は約19cmである。中央ピットは、　SI

11床面で検出された素掘りのP1であ　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8　笠見第3遺跡Sl］0ピット規模一覧表

る。P6付近まで延びる溝は、中央

ピットから延びたものと考えられ

る。

　床面には、壁際付近に貼床が施さ

れる。また、主柱穴で囲まれる範囲

に焼土面が数箇所見られる。埋土

は、3層で下層は水平堆積の状況が

窺われる。

　出土遺物には、図化できたものに

2婚号 長塾x短軸噺さ｛翻 備　　考 ピァ1番号 長轄x麟一深さ（㎝） 備　　考

P1 71×63－40 中央ピット P13 24×22－52

P2 30×24－53 主柱穴 P14 50×41－71 主柱穴

P3 29×27－50 主柱穴 P15 26×24－18
P4 60×45－60 主柱穴 P16 5ユ×50－54

P5 60×55－77 主柱穴 P17 80×42－39

P6 50×46－57 主柱穴 P18 41×35－44 主柱穴

P7 55×36－60 主柱穴 P19 30×20－36

P8 40×34－56 P20 18×18－11

P9 52×50－59 主柱穴 P21 41×19－17
P10 27×22－11 P22 53×50－67 主柱穴

P11 20×18－32 SI1］P2 42×35－52 主柱穴

P12 50×50－67 主柱穴
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～炎灰褐色抑］質」
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貼床上）

灰褐色粘質L（本の根による機乱）
演褐色」　（灰化物粒を含む）

灰褐色」（黄褐色Lプロノクを含む〉
次灰褐色1，（しまり弩い）

黄縄色粘iプロノク
黄褐色粘｛（貼瓜L）
階褐色L（黄褐色粘Lプロノクを多く含む）
黄褐色熱資1（決褐色Lを含む。かたくしまる）
暗黄縄色1（黄色1プロノクを含む。］」∬1は貼床士。管］出1）
譲灰褐色」　（黄色Lプロノクを含む）

ム灰褐色L（黄色パミスプロノクを多く含む）
褐色土（蒼部に壺縄色1プロノクを含む）
黄褐色上プロノク（藻込めL＞
淡黄灰褐佐t（員色］ニプロノクを含む。貼床1で理められたもの）

淡灰褐色コ（員色土ブロックを含む）

黄灰褐色土（黄色ロームプロノクを含む）

擾乱

O　　　　　S＝1　80　　　　2m

第83図　笠見第3遣跡SIIO・11遺構図

弥生土器甕Po46～54、底部Po55・56、赤色塗彩石S1・2、敲石S3・4、ガラス管玉破片J1がある。」1

は貼床土中から、その他は埋土中からの出土である。

出土遺物、形態等の特徴から清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（家塚）

Sl14（第85・86図、　PL．14・115・177・178）

調査区中央やや東側のK9グリッド、標高約72．8mの平坦面に立地する。西側約1．5mにSI12、東側約

4mにSI23がある。　SB6を切る。
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第84図　笠見第3遣跡Sl10出土遺物実測図

　規模は長軸5．24m、短軸5．　Om、深さ0．4m、床面積は25．1m2を測り、平面は方形に近い隅丸方形を

呈す。壁溝の幅は10～15cmで、壁際を一周する。焼土面は検出していない。

　主柱穴はP2、　P15、　P4、　P5の4基で、柱穴間距離は2．8mである。

　中央ピットP14は平面円形、深さは51cmある。埋土の下層は炭化物粒を多く含んでいる。ピットの

縁に幅35～40cm、高さ8cmの土手を持つ。地山土を盛って作られており、北東側が途切れている。

　P2とP5の間で、埋土上面が地山土を用いて塞がれたピットを検出した。調査当初は5本柱の柱穴の

一つと考えていたが、その後中央ピット周縁にめぐる土手の下からピットを検出したことにより、こ

れらが掘立柱建物跡SB6を構成する柱穴であることが判明した。

　埋土は主に、壁溝を埋める壁際の下層と、ほぼ全域を埋める上層の2層である。このうち上層は遺

物の含有量が少ない代わりに地山のブロックを多く含んでおり、密度にばらつきがないことから、人

為行為によって短期間に埋没したと考えられる。炭化材や焼土粒が出土していないことから、焼却処

分ではなく、柱を切って土屋根を落とすといった解体手段が考えられる。
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第4章　弥生時代の調査成果

PI7
司

Pユ6

A

ミ
◎

シ

乏＼

輪　　§
P22　P1

P3

◎
P2 P15

P6
@　　◎u　　P」4

～

P7 P9

亡 9　　⑪ ◎Plo

P、89

～

P11

`

P19

㊧⑲P20　　P5
㊨P4 ミ

ン

～
＼ミ’

P12

1｛＝720m

、，「

一A’

菱

ぶ

鷺壌

1

2

ヨ

き

0

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

］8

三9

20
21

邑

タ／

〈〉◇×

1 21 1

膨㌻：㌧彩該i惣診／惑三ξ乏診綾を乏き露ξ珍

　H＝720mC

唆

一C’

決褐色⊥（黄褐色ロームプロノクを多く含む）
決灰褐色⊥
淡褐灰色．L

淡褐色L〈1と地山プロノクの混じり）
淡掲色上
暗褐色土　〈尤工躯ξ跡）

灰色土（炭化物を含む）

黒掲色土（SD1の理む）

淡灰褐色⊥（員褐色⊥プロノク含む）

陪灰褐色L（黄褐色⊥プロノク含む。柱痕跳）
口音黄褐色一L　（柱∬↓鯵〉

灰褐色⊥〈黄褐色ゴブロノクを多く含む）
灰褐色⊥（黄褐色⊥プロノク含む．戻化物粒を多く含む）
灰褐色上く黄褐色⊥プロノクを多く含む）
暗黄褐色⊥〈1に比べてしまりが淫い）
灰褐色土
黄褐色」　（黄褐色．しプロノクを含み、かたくしまる）

淡褐色上（黄褐色土プロノク　炭化物粒含む）
淡褐色土（員褐色土プロノク含む）

黄褐色土プロノク（裏込め⊥）

援乱

　　　　　　　　む　　　　　ほユ　　　　　　　　

第85図　笠見第3遣跡Sl14遺構図

　出土遺物には、図化できたものに

甕Po57～61・64～68、壼Po63、鼓形

器台Po62、砥石S5、赤色塗彩石S6な

どがあり、いずれも埋土中からの出

土である。

　出土遺物、形態的特徴から清水VI

－2様式から天神川1期、弥生時代

終末から古墳時代初頭の竪穴住居跡

と考えられる。（家塚）

表9　笠見第3遺跡Sl14ピットー覧表 △は残存値

ζほ号 長軸×掴㊦さ（翻 備　　考 ≧暗琴 麟x檀晴さ｛鋤 備　　考

P1 21×20－5 P11 31×22－20

P2 47×43－55 主柱穴 P12 37×37－61
P3 36×26－25 P13 25×20－6
P4 55×45－62 主柱穴 P14 140×115－51 中央ピノト

P5 45×45－62 主柱穴 P15 48×41－43 主柱穴

P6 30×25－10 P16 44×35－46

P7 27×24－12 P17 40×32－42

P8 26×21－16 P18 22×12△－29
P9 32×23－12 P19 40×20△－29
P10 22×20－25 P20 27×23－12

Sl20（第87・88図、　PL．14・］15）

　L9グリッドの平坦面に立地する。　SK3を切り、SI19とSI21に切られる。

　平面は径約3．7m、最大壁高21cm、床面積推定13．4m2を測る、胴張りの隅丸方形である。主柱穴は

一56一



第2節　竪穴建物跡

　　　　　へ

　　　　゜』㎞　⊂＝）
第86図　笠見第3遺跡Sl14出土遺物実測図

レ∫〃

㌣／｛

S5

ノ
　S6

P2～P5の4基で、壁際に配置されている。主柱穴間距離は2．5～

3mである。　P2～P5間のP6は補助柱穴であろう。P3はSK3の埋土

と底面を掘りぬいており、底に円礫を2個並べて敷いていた。他

の3基からは礫を確認していない。

　中央ピットP1は建物の中心に位置する。平面形は隅丸方形で、

椀状に掘り込まれている。SI2］によって床面が約5cm掘り下げら

れているので、土手の有無は不明である。焼土面は中央ピットの

北西側、P4～P5問で検出した。

表m　笠見第3遣跡SI20ピット
　　　ー覧表

ごプ｝舞 題x短融深さ⑭ 備　　考

P1 50×47－31 中爽ピット

P2 43×28－46 主柱穴

P3 50×40－70 主柱穴

P4 35×30－52 主柱穴

P5 55×35－58 主柱穴

P6 37×34－24 補助柱穴

　出土遺物は、床面直上はおろか埋土中の密度も希薄で、さらにSI21に

切られる影響もあって、ほとんど出土していない。埋土中から赤色顔料

が塗られた土器片が1点出土している。P2－P6間の壁際で、円礫4個が

床面上で出土した。そのうちの3個は寄せ集められていた。図化できた

ものに、埋土中から出土した弥生土器小型甕Po69がある。　SK3からは清

水V－1様式の遺物が出土しており、やや新しいものと考えられる。

「F（《
Po69

　む　　　　　　ねユニづ　　　　サれぼ

第87図　笠見第3遺跡Sl20
　　　　出土遣物実測図

出土遺物、切り合い関係、形態的特徴から、弥生時代後期前半ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（i家塚）
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第2節　竪穴建物跡

Sl23（第89・9◎図、　PL．15・W5）

　C区L8グリッドに位置する。南西にSI18、南狽1にSI22が位置する。

　平面は方形を呈し、長軸3．8m、短軸3．6m、最大壁高27cmを測る。遣構埋土を面的に掘り下げる

と、地山土と土器片を包含する層が現れたが、この層は貼床土で、新旧2面の床面が存在することが

判明した。以下、新床面、旧床面の順に記述する。

　新床面は旧床面の全面に貼床を施している。壁周りはさらに土を盛り上げて幅L2m、高さ6cmの

平面コの字形のベッド状遺構を作り出し、その内周に沿って壁溝状の溝をめぐらせていたと復元でき

る。床面積は10．9㎡である。

　また低床部の建物中心には（81×29－24）cmを測る長方形のSK1が主軸に沿って掘り込まれている。

この北西端にピットP6が掘られ、南東端は地山土を使って高さ

5cmのステップが作り出されている。このSKIの南西側の床面

には草藁の燃えカスのような炭化物が散在していた。SK1内面

は変色していないが、埋土は炭化物粒を多く含むためか黒色を

していた。

　旧床面の規模は長軸3．4m、短軸3．2mで、壁溝をめぐらせ

る。主柱穴は新床面のものと共通と考えられる。SK1の北東側

の縁辺で（70×15）cmの平面葉巻形の焼土面を検出した。焼土

面を覆う貼床土が変色していないことから、旧床面の焼土面が

A
H．73認

　◎　　⑮
　　　　　　

　㊨SK1
疏・・P15騎2

○　　亘

＼“

A’　　　Pl6

　　◎

一A’

◎

PO70

　　　　　　　　　　Po71
　　　む　　　　　　ニエニぐ　　　　エぽ　

第89図笠見第3遺跡Sl23出土遺
　　　物実測図
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第90図　笠見第3遺跡Sl23遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果

と懸号 長軸x短碁深さ（翻 備　　考 ピパ診号 長慧x麟一深さ㈱ 備　　考

P1 23×20－33 P10 22×17－23

P2 40×38－40 主柱穴 P11 31×22－30

P3 27×22－40 主柱穴 P12 25×18－8 主柱穴

P4 25×21－42 P13 28×23－24

P5 26×24－48 P14 45×33－30

P6 25×17－37 P15 45×33－32

P7 38×27－8 P16 35×31－45

P8 38×36－40 主柱穴 P17 27×25－37
P9 31×27－23

表W　笠見第3遺跡SI23ピットー覧表　　　　　　　　　　　　SK1によって切られたと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧床面上で検出されたピットは、新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床面掘り下げ後に検出したため、いず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れの床面上から掘り込まれたものか判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断できないが、位置的には、P2、　P3、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P8、　P12が主柱穴と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物は、図化したものが弥生土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器甕Po70、壼Po71で、いずれも、埋土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中から出土している。

　出土遣物から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの時期のものと考えられ、旧床面も新床面

も、中央で火の使用が想定されるが、新床面は他の竪穴住居とは異なるベッド状遺構と長方形の土坑

を新たに作り出していることから、通常とは異なる用途をもつ建物であると考えられる。（家塚）

Sl24（第9］・92図、　PL．72）

　M7・8グリッドに位置し、南東部の谷側へ緩やかに傾斜する標高71．1～71．7mの緩斜面上に立地す

る。梨の肥料穴等により広範囲に撹乱され遺存状態はよくない。

　平面は隅丸方形を呈し、長軸5．48m、短軸5．22m、床面積は約20．1㎡を測る。壁溝は、全周にわ

たって巡らされている。幅は8～20cm、深さは3～8cmを測る。壁高は北西部で最大51　cmを測る。

　ピットは全部で5基検出された。主柱穴はP1～P4で、主柱間距離はP1－2間からそれぞれ3．！m、

慧＝73°m
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第2節　竪穴建物跡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
　　第92図　笠見第3遺跡Sl24出土遺物実測図

2．95m、3m、2．9mを測る。中央ピットはP5（121×116－41cm）で

ある。P5埋土下層部からは、甕口縁部破片が出土した。

　P2とP5の間の床面には不整形な焼土面がみられる。

　埋土は5層に分層され、砂礫・炭化物を少量含む黄褐色粘質土が

主体である。しかし、下層部では砂礫は含まない。

　出土遣物は、図化できたものに土師器壼Po72、甕Po73・74、高杯

Po75、弥生土器壼Po76、甕Po77～80、底部Po81・82、高杯Po83～

表12笠見第3遣跡Sl24ピット
　　　規模一覧表

紗爵 長藷x蝸菜さ｛㎝1 備　　考

P1 32×32－38 主柱穴

P2 33×31－41 主柱穴

P3 37×33－52 主柱穴

P4 29×21－49 主柱穴

P5 121×116－41 中爽ピット

85、器台Po86などがある。大半は埋土中からの出土であり、土師器、弥生土器が混在している。中央

ピット内からはPo77・81が出土しており、これを時…期の判断とした。

　出土遺物、形態等から清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小谷）

Sl26（第93・94図、　PL．15・115）

　調査区中央やや東側、J8・9グリッドの標高71．3m付近のほぼ平坦面に立地する。南西側でSK4、

北西側でSK13を切る。

　平面は胴張りの隅丸方形で、長径5．5m、短径5．3mを測る。壁高は最大30cmである。壁溝は幅10～

15cmで、壁際を一周する。

　主柱穴はP2、　P4、　P10、　Pl4で、主柱穴間距離はPl4－P10間から順に2．5m、2．6m、2．6m、2．4mで

ある。P4、　P10、　P14で柱痕を検出し、推定される柱径は20cm前後である。

　中央ピットP1は床面中央に位置し、平面は長径80cm、短径50cmのだるま形、深さは55cmで、下層埋
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第93図　笠見第3遺跡Sl26遣構図

1　暗鵜色⊥（2の⊥壌化が進んだものか）
2　灰餐↓色↓　（白色粒を含「む）

ヨ　ヨま　をムヱ　くカな　ケををむ　

i繋劃騰纏篶1㌻し…
7　～炎x｝色」＿（炭化物含む）

8　×織免｛（黄褐色1プロノケを含む）

9　灰掲色上
10　鼓褐色土（黄土色プロノクを金み洞くしまる）

11灰褐色上（黄褐色上粒　庇化物粒含む）
12　淡黄灰色土（かたくしまる）

13　不明（14に似たものか）
14　淡灰褐色土く鼓社｝包上プロノクを含「む）

15　負籍色」プロノク

16撹乱

む　　　　　ニハ　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表13笠見第3遺跡Sl26ピット規模一覧表
土は炭化物粒を多く含んでいた。中

央ピット北西側に、逆L宇状に、幅

20cm、高さ5cmに地山を盛った土手

がある。また、中央ピットから西北

西に延び、主柱穴P2につながる幅10

cm、深さ3cmの溝を検出した。

　中央ピットの北東側で、径30～40

cmの範囲の焼土面を3箇所検出した。

　埋土は、撹乱土を除くとほぼ灰褐色土が単層で入り込む。

　出土遺物は、図化できたものに弥生土器壼Po87、甕Po88～95、底部Po96・97、土玉Po98がある。

ご修号 麟x檀一深さ働 備　　考 どプ溺 長軸x麟情さ／〆 備　　考

P1 80×50－55 中央ピノト P10 69×49－71 主柱穴（柱痕あり）

P2 78×38－61 主柱穴（2基重複） P11 38×31－40

P3 32×28－37 P12 17×17－25

P4 68×51－65 主柱穴（柱痕あり〉 P13 27×23－25

P5 49×46－58 P14 65×48－68 主柱穴（柱痕あり）

P6 56×34－19 P15 33×32－41

P7 29×27－34 P玉6 25×20－12

P8 18×14－23 P17 20×16－26

P9 22×21－9
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第2節　竪穴建物跡

　　　　　　　　　Po87
　　　　　Po88

　　　　　　　　　　一ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P⑪93

　　　　　　　　　　　　Po9ユ

　　　　　　　　　　　　PO94　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PO95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ユニく　　　　まむじぼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　嚇　　　　　　　，。，8

　　　　　　　　　　　　　　第94図　笠見第3遣跡Sl26出土遣物実測図

Po91はP6内から出土している。その他は、埋土中からの出土である。

　出土遣物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）

Sl28（第95・96図、　Pむ．15・115）

調査区東側、K7・8グリッドの標高71．5m付近の緩斜面に立地する。検出時すでに壁面は削平され、

表］4笠見第3遺跡Sl28ピットー覧表

2《｝爵 長軸x短鶉一深さ｛勧 備　　考 2酒号 麟x繍一深さ（鋤 備　　考

P1 50×46－59 主柱穴 P9 25×21－37
P2 45×32－49 主柱穴 P10 31×27－18
P3 40×38－58 主柱穴 P11 40×34－24

P4 40×26－46 主柱穴 P12 50×48－27
1）5 28×25－25 P13 31×25－32

P6 44×34－53 中央ピット P14 38×31－35

P7 30×28－24 P15 26×22－10

P8 16×16－13 P16 24×22－44

旦≡m
A　　　　　　PI

　　Po8g　　　　　　　　　　　　　　　　　Po90

　　　　　　ユ◎

⑳一

　む　　　　　　げエニぐ　　　　ユにな

第95図　笠見第3遺跡Sl28
　　　　出土遣物実測図

P3　　　A’

1｛＝71．8m

B　　　　　　　　P4 P2　Pユ3　B’

む　　　　　　　エニ　　　　　　　ほ

第96図　笠見第3遺跡Sl28遺構図

　　　　　　一63一



第4章　弥生時代の調査成果

床面の大部分が露出する状況であった。

　規模及び平面形は長軸4．31n、短軸4．2m、床面積13．9㎡を測る隅丸方形を呈すとみられる。壁溝は

幅10～43cm、深さ5～13cmで撹乱坑により途切れてはいるが、本来全周するものとみられる。

　主柱穴は四隅で検出したP1～P4である。柱間はP1～P2から以下順に3m、2．9m、3m、2．9mであ

る。また中央ピットにあたる場所にはそれに該当するものは見当たらない。埋土は大半が失われてお

り、最も厚い部分でわずか5cmであった。その他、ピットを多数検出したが、すべて当建物跡に伴う

ものか否かは不明である。

　出土遺物が少なく、わずかに手捏ね土器Po99を図化した。この土器は、　P5内で出土している。

　詳細な時期決定は困難であるが、形態的特徴等から弥生時代後期ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（小山）

Sl30（第97～99図、　PL．16・115・174）

　調査区中央東側、」7グリッドの標高71m付近の緩斜面に位置する竪穴建物跡である。南隅はSI29と

重複関係にあるが、SI29が当建物跡埋土を掘り込んでいる。

　平面は隅丸方形で、長辺が5m、短辺が4．8m、床面積15．4m2の規模である。壁高は最も残りがよい

西隅付近で60cmを測る。全般的に遺構の残りは良好である。

　埋土は大別2層に分かれ、上層は地山のブロックが混入し、焼土や炭化物を含まない暗黄褐色の均

質な埋土である。下層は炭や焼土の入り方でいくつかに細分可能であるが、被熱の痕跡が明瞭である

ことから火災を受けた後、短時間で埋没した層であるとみられる。上層は被熱の痕跡が皆無で均質な

層であることから、自然堆積というより、むしろ人為的に埋め戻した土である可能性が高い。

　埋土を約40cm掘り下げた、床面から約20cm上で焼土面を検出した。焼土の範囲は住居の中央部に集

中し、壁際の埋土は床面直上の炭化材を検出するまで、焼けた痕跡は見出せなかった。焼土を除去す

ると下から屋根材と見られる炭化材を検出したが、焼土層の下は比較的炭化材の出土量が少ない。

　炭化材の大半は焼土面よりも低いレベルで出土した。中でも床面付近の出土が最も多い。床面付近

出土の炭化材のほとんどは住居の外から内へ倒れこんだ状態で出土しており、平面的にみると住居の

「

。L

H＝70．5m

A

P5

「

　　　　　　　　　　　　　　　〉
　む　　　　　ニエニ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　ニエニ　む　　　おむ　

　一　　　　　　　　　　　・　　　　　一
第97図　笠見第3遣跡Sl30遺構図・P5炭化材出土状況図

　」
－　1　暗褐色粘質土（炭化物を多く含む）
　A’
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第98図　笠見第3遺跡Sl30炭化材出土状況図

一65一



第4章弥生時代の調査成果

　　　　　　　　Po100

　　　　　　　　　　Po103

Po106

ミ多ミぎ　

　PO101

　　　　　　　　　　Po104
PolO5

PolO2

繍／2／
　　　　　　　PO11ユ

＼＿ヒズ，

蕊

な⇒

嬢
竃き

Po107

…

÷

華
〆

Po11

輪一（：）

　　　パ
S7

Po110

第99図　笠見第3遺跡Sl30出土遣物実測図

△

⇔ F2

む　　　　　　ニユ　　　　　　さぐロ

中央部を中心にして放射状に検出さ　　表15笠見第3遺跡Sl30ピットー覧表

れた。また炭化材の繊維方向もこれ

に一致することから、垂木とみられ

る。垂木に使用した部材は直径5cm

の丸太材のほか直径10cm前後の丸太

を半裁したもの、幅13cm前後、厚さ

5㎜～1cmの板状のものが確認できた。建物の東南部で、幅13～16cm、厚さ5㎜～1cmの板材が10cm

間隔で床面に倒れこんだ状態で出土した。その下には直径3．5cmの丸太材が直交して組み合ってい

た。これは上の材が板状垂木で、下が身舎桁である可能性のほか、建物の壁面を保護する堰板である

可能性が考えられる。この他P4の直上では柱材と思われる直径10cmの丸太状の炭化材が立ったまま出

土した。

　その他少数ではあるが、焼土面とほぼ同じレベルで出土した炭化材もある。P1とP2を結ぶ線にほ

ぼ平行して出土した丸太状の炭化材もその一つである。直径が10～15cm、長さ174cmと大型の炭化材

どプ麟 長劃x短枠深さ（測 備　　考 ど障号 長軸x短許深さ（凶 備　　考

Pl
o2
o3
o4

40×40－46

U4×50－46

S8×40－39

U1×48－56

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P
UP
V�

6×44－136

O×50－602

O×18－31�

央ピット
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第2節　竪穴建物跡

であるにもかかわらず床面より20c田も高い位置で出土した炭化材はこれのみである。両端はほぼ水平

であるが仔細にみると北東の端がやや低く、焼土層の下に埋没していた。炭化したのは表面に近い部

分のみであったようで、中は腐朽し中空となっていた。柱穴との位置関係からみてこれは梁材と考え

られる。

　高い位置で出土した炭化材はいずれも小破片で、直下に焼土層を伴うことからみて、火災により屋

根材が崩落していく過程で、焼土とともに反転して落ち込んだものと推定される。

　当住居跡で部材の特定が可能なものとして、垂木、梁、柱板状垂木か堰板の可能性があるものが挙

げられる。垂木には丸太状、丸太を半裁したもの、板状のものなどが確認された。茅状の炭化材は確

認できなかった。炭化材の上で検出した焼土は火災時に上屋構造の上部を覆っていた土であると考え

られるので、土屋根に使用した土であったと考えられる。

　ピットは5基検出した。このうち四隅に位置する4基が主柱穴である。柱間は2．35mの等間であ

る。このうちPユ～P3で柱痕跡が認められ、推定される柱の直径はP1から順に13cm、20cm、13cmであ

る。またP4では前述したように直径10cmの柱材そのものが炭化して出土した。

　P5は中央ピットで、埋土下層は炭、焼土を含む黒褐色土でしまりが弱い。上層は建物埋土と同様

の土である。中央ピットの周囲には東側半分のみ地山削り出しによる高まりがあり、床面との段差は

最大4．5cmである。またピットの検出面付近で台石が半分落ち込み、その上に炭化材が重なった状態

で出土したが、台石自体には被熱の痕跡はみられない。この他、建物南隅にて浅い土坑が検出され、

炭化物や甕の破片など若干の土器片が出土した。床面には2箇所の焼土面が認められ、被熱による硬

化が顕著であった。また壁際には北隅を除き周溝がめぐる。溝iは幅4～23cm、深さ1．2～7．6cm、北西

側では一部二重となる。埋土中の出土遺物は少ないが、鉋や土器の細片が若干出土した。錨は床面か

ら10cm上の焼土層の上面で、炭化材と接し、刃先を北に向け、水平な状態で出土した。床面直上から

は土器の細片が若干出土したのみである。

　出土遺物には、弥生土器甕PolOO～110、底部Po111・112、高杯Poll3、鼓形器台Po114、敲石S7、錨

F2がある。すべて埋土中の出土で新旧のものが混在しているが、下層で弥生時代終末期のPolO6・

107、F2が出土している。

　出土遺物等から、清水VI－2様式、弥生時代終末期のものとみられる。また、炭化材の樹種同定を

行ったところ、NQ6298がクヌギ、　No6321・6740がクスノキの他は、8点がクリ又はスダジイと判定さ

れた。uC年代測定では、約1900～2230BP．とやや幅がある結果であった。（小山）

Sl34（第100～iO2図、　PL．17・115・176・177～179）

　調査区中央やや東側、工6グリッ

ドの標高69．9m～70．3m付近の緩斜

面に立地する竪穴建物跡である。梨

畑の撹乱によって大半が破壊され、

また東南隅はSI33によって切られて

いた。東南部の床面がかろうじて残

るに過ぎない。

　残存する床面積は3．9㎡である。

表相　笠見第3遺跡Sl34ピットー覧表

ど濾号 長郭x麟涙さ⑮ 備　　考 i筏号 麟x檀辛さ（鋤 備　　考

P1 68×35－31 主柱穴 P8 28×27－20
P2 35×34－37 主柱穴 P9 23×16－11
P3 36×28－20 主柱穴 P10 32×22－31

P4 38×27－47 主柱穴 P11 24×23－14

P5 54×43－50 Pl2 38×32－4
P6 56×44－60 中央ピット P13 32×22－31

P7 21×20－5
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第4章　弥生時代の調査成果

遣存状況がよくないため、建物の規模は不明であるが、平面方形を呈していたものと思われる。

　主柱穴はP1～P4の4基で、柱間はP1－P2間から順に3．6m、3．5m、3．5m、2．9mである。壁際には壁

溝がめぐり南辺では二重となる。壁溝は幅20～40cm、深さ3．3～4．7cmを測る。　P6は建物のほぼ中央に

あたることから、中央ピットとみられる。埋土中からは碧玉や緑色凝灰岩の剥片が多量に出土し、ま

た、水贔や鉄製品なども出土した。そのほかにもピットを検出したが、当建物に伴うものか否かは不

明である。

　埋土は残りがよいところでも厚さわずか6cmであった。碧玉や緑色凝灰岩の多量の剥片をはじめ管

玉未成品や筋砥石、鉄器などの玉生産に関わる遣物が多く出土した。また周溝内の埋土から甕口縁部

の破片が出土した。

　出土遺物には、図化したものに弥生土器甕Pol15～117、底部Po118、筋砥石S8、棒状鉄器F3、袋状

馨F4、ガラス小玉」2、緑色凝灰岩及び碧玉製管玉素材片・未成品」3～39がある。いずれも埋土下層中

での出土である。埋土中の玉作関連遺物は、荒割・形割り段階の素材片71点、未成品20点、剥片293

点である。未成品のうち見当穴をもつもの8点、研磨後穿孔途中のもの10点（鉄製針が折れたままの

もの（J31）もある）、貫通したもの1点がある。大半が緑色凝灰岩で、わずかに碧玉が使用される状

況である。

　出土遺物から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉の玉作工房とみられ、建物内で管玉を主とする

玉生産が行われていたことは確実とみられる。なお、玉未成品・剥片の産地同定の結果、判明するも

のはすべて女代南B遺物群であった。（小山）

Sl36（第103・104図、　PL．董7・116）

　調査区北東側のH6グリッドにあり、標高69．4～70mの緩やかな北東側斜面部に立地する。

　平面は隅丸方形を呈す。規模は、南北5．33m、東西5．25m、床面積22．4㎡である。残存壁高は、最

も遺存状態がよい南西壁で最大0．58mを測る。壁際には幅8～14cm、深さ12cm前後の壁溝がほぼ全周

している。

　主柱穴は、P1～P4である。　P3には柱痕が認められる。推定される柱径は約18cmである。主柱穴の

埋土は暗黄褐色系の土で埋め戻されたものと推定される。なお、P2については、切り合うSK18を掘

り下げる際に、削平してしまったため、推定の規模である。柱穴間距離は、P1－P2間から順に3．Om、

3．Om、3．4m、2．71nを測り、平面規模のわりに柱穴間が広い。

　建物中央には、周囲に低い地山削り出しの土手をもつ中央ピットP5が掘り込まれている。主柱穴

に比べて浅い。埋土は、暗褐色粘質土で建物下層の埋土とは異なることから、建物廃絶の際には、既

に埋まっていた可能性がある。また、中央ピットの土手から幅10cm前後、深さ2cm前後の溝が外側に

向かって延びている。

　その他床面上に、P6～P10がある。いずれも、用途としては不明である。
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C一
㌘㌘％◇

一A’

迫

完
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D一該顯、
　　鷲灘

　　　，1　暗婦色⊥　㎝∨〔C　　　（耕作上　撹乱⊥戊

締窪ii藷灘、
　　　　5　唄灰褐色已
　　　　6　暗黄褐色上
　　　　7　暗褐色粘質」。
　　　　8　暗員褐色上
　　　　9　暗褐色」一
　　　　　（地山プロノクをわすかに含む）
　D’　　　10　摂燭色士
　　　　11　暗灰褐色」
　　　　12　暗黄灰褐色ゴ
　　　　　（地山ブロックを多量に含む）
溶黛　　B淡黄燈色一L
　　　　｛1翻色土

　　む　　　　　ニエ　　　　　　カの

第103図　笠見第3遺跡Sl36遺構図

　床面中央ピットの周囲には不整形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表17笠見第3遺跡Sl36ピットー覧表　　　　　　　※は復元値
な焼土面が6箇所で認められた。

　埋土は、6層に分層できた。第4

層以上は自然堆積したものと考えら

れる。5層は、炭化物を多量に含む

もので、中央ピットの周囲にのみ確

認されている。前述の焼土面と範囲

が同じことから、何らかの関係があるものと推定される。

　出土遺物のうち図化できたものには、埋土中から出土した弥生土器壼Po119、甕Pol20～132・139、

底部Po133・134、器台Po135、脚部Po136・137、土師器甕Po138、縄文土器浅鉢Po140がある。

ヒノ麟 長軸x短軸一1疑｛㎝〉 麟（議縦ノ懸号） ご遁号 長勃x短軸一深さ（面 瀦｛議離バ翻／

P1 60×43－62 主柱穴（P2） P6 24×20－25 用途不明（P3）

P2 38※×33－21 主柱穴（P4） P7 41×30－64 用途不明（P5）

P3 40×30－58 斑穴・柱痕あり｛P6） P8 39×33－58 用途不明（P7）

P4 37×34－44 主柱穴（P1） P9 28×22－35 用途不明（P9）

P5 47×45－30 申央ピノト〈P8） P10 28×25－63 脆不即2と別あう）
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第4章　弥生時代の調査成果

　　　　　・濡警7乍妻仁三♂
Po119

　　　　　　　　　　Po122

　　　　　　　　Po125

Poユ20

Poユ21

Po123

　　　Po136

　　P・128　£▲。p・・33
　　　　　　な　

ス　　・　壕
Pol35

Po］26

＼」≧ク
　　　　　Po134

Po138

　　　　Pol37

第104図

Po124

Po127

Po129

Po130

　Po140

笠見第3遺跡Sl36出土遺物実測図

Po132

出土遺物等から清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl37（第m5・106図、　PL．18・1◎2・116・178）

　調査区東側、H7グリッドの、標　　表］8笠見第3遺跡Sl37ピットー覧表

高70．5m付近の平坦面に立地する。

西側は、農道により削平を受けてい

る。南西側にはSI39が近接してい

る。

　平面は、円形に近い隅丸方形を呈

し、径4．2m以上、床面積10．7㎡以上を測る。壁高は、最も残りがよい東側で32　cmである。壁の周囲

には幅10～30cm、深さ5cm程度の壁溝が全周すると思われる。

　主柱穴は、本来は4本柱であったと考えられるがP6、　P2、　P5を確認し、残りの1基は農道建設の

際に失われたものと考えられる。P4は中央ピットで、主柱穴に比べて浅く第6層が単層で入る。

　床面上ではP4を囲むように幅10cm程度、深さ2cm程度の浅い溝が検出された。一部壁溝に接続して

おり、区画溝の可能性がある。また、焼土面が1箇所で検出された。

　埋土は、表土以外は基本的に3層単層である。第2層は、非常に硬く締まるもので現農道以前の道

路整地土の可能性がある。

2肩号 長軸×掴禄さ⑭ 備　　考 ど藏琴 長軸x短紮深さ⑰ 備　　考

Pl
o2
o3
o4

26×23－12

T1×43－76

Q5×24－8

V0×52－22

主柱穴

?寃sット

P5
o6
o7
o8

77×55－96

V2×59－54

P8×17－8

S0×32－24

主柱穴

蜥血
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　竪穴建物跡

／

　　　　　　　　1　陪褐色一L　（表．L及び耕竹上）　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やや暗褐灰色⊥（黄土色⊥小プロノク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白色砂粒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化掬を含む）
　　　　　　　　2　灰褐色粘質上ぱ常にかたくしまる）6　暗褐灰《江L（黄土色小プロノク混。ややもろい）
　　　　　　　　3　暗黄褐色上　　　　　　　　　　　　7　暗褐色灰色土（砂粒　族化物を少鍛含む）
　　　　　　　　4　灰褐色榛化物少量含）　　　　　　8　撹乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　第105図　笠見第3遣跡Sl37遺構図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織ベー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べぐ二」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1曲＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po142

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拳難雛そ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼＿ノ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po143

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一＿＿一ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　ニエ　る　　　　　エむじの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　第106図　笠見第3遺跡Sl37出土遺物実1則図
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第4章弥生時代の調査成果

　出土遺物には、図化したものに弥生土器壼Po141、甕Pol42～144、底部Po145～147、赤色塗彩石

S9・10がある。　Po141は床面上で出土し、その他は埋土中での出土である。

　出土遺物等から、清水V－2～3様式、弥生時代後期中葉から後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（牧本）

SI38（第］07・］08図、　PL．18・117）

　調査区北東側、G6グリッドの標高69．3m付近の平坦面に立地する。遣存状態は悪く半分以上は肖‖平

されていた。西側約5mにSI37がある。

　平面は、隅丸方形を呈し、径約4．Om、床面積7．1㎡以上を測る。壁高は、最も残りがよい南側でわ

ずか3cmしかない。壁の周囲には幅10程度cm、深さ2cm程度の壁溝が全周するものと思われる。

　主柱穴はP3、　P5、　Pl2であるが、本来は4本柱であったと考えられる。柱間は、　P1－P5間から順に

2．6m、2．2mである。中央ピットはP6で、主柱穴に比べて浅い。床面上では焼土面を2箇所検出し

た。

　埋土は、撹乱土以外は2層単層である。

　出土遺物には、図化したものに床面上で出土した弥生土器甕Po148、底部Po149がある。

　出土遺物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小山）

表19　笠見第3遣跡Sl38ピットー覧表

2ッ1貧号 麟x願一深さ（鋤 備　　考 2酒号 長軸x檀一深さ｛翻 備　　考

P1 33×30－20 P7 30×26－23
P2 26×24－20 主柱穴 P8 29×22－29
P3 32×32－56 P9 26×25－73
P4 55×24－25 P10 35×28－57
P5 38×26－21 主柱穴 P11 45×27－32

P6 61×55－22 中央ピット P12 36×33－25 主柱穴

　　　　Po148

　　　　　ぱ

顯芦

　◎P7

P12

＠
P1ユ

ド

　バP5

　　　　　　も

「

○

。L

↓

　　　　　　　　　3　暗褐灰色こ1：
む　　　　　ニエニお　　　　　の

第108図　笠見第3遣跡Sl38遺構図

　　　む　　　　　　ごハニ　　　　　ユぽロ

第1◎7図　笠見第3遺跡Sl38
　　　　出土遺物実測図

覧．

「

」．

む　　　　　ニエニ　む　　　　の

一74一



第2節　竪穴建物跡

Sl40（第109・110図、　PL．18・102・月7・177）

　調査区北東側、H7グリッドの標高70m付近の緩斜面で検出した。北側は、　SI39によって掘り込まれ

ている。

　推定で直径4．6mの平面円形を呈する竪穴建物跡と考えられる。壁高は最も残りがよい北西部で62

cmである。壁際には幅11～32　cm、深さ6cm～11cmの壁溝iが全周すると考えられる。

　主柱穴は、Pl～P4で、柱間は、　P1－P2間から順に2．6m、2．5m、2．4m、2．8mである。建物中央に

は、中央ピットP5があり、幅15cm、深さ5cm前後の溝が接続している。

　床面には明黄褐色土による貼床を全面に施し、最も厚い部分で9cmを測る。この貼床層を除去する

と建て替え前の壁溝及びピットが検出された。貼床層と建て替え前の建物床面との間には、暗黄褐色

土が厚さ4cm前後ほど堆積していた。これは自然堆積土とみられることから、先行する建物がいった

ん廃棄された後、まだ埋まりきらずに窪みとして残っていた時期に建て替えが行われたものとみられ

る。建て替え前の主柱穴は、P6・P7・P8であるが、本来は4本柱であったものと考えられる。

　埋土は暗黄褐色土の単層で水平堆

積を示す。その上層は2基の竪穴建　表20笠見第3遺跡SI40ピットー覧表

物跡を覆うように黒褐色土が覆う。

　出土遺物は、図化したものに弥生

土器甕Po150～154、底部Pol55～158、

器台Po159～161、高杯Po162、砥石S

へ　㌘
，δ＼

　　　　OP4

ど彊号 長軸x短秘深さ｛凶 備　　考 2フ溺 長討x檀一深さ（舖 備　　考

P1 34×33－7 主柱穴 P6 31×28－10 建て替え前主柱穴

P2 47×42－61 主柱穴 P7 42×37－49 建て替え前主柱穴

P3 60×50－44 主柱穴 P8 46×43－49 建て替え前主柱穴

P4 42×37～49 主柱穴 P9 28×26－10
P5 77×75－46 中央ピノト

A旦≡m
P7

◎

◎P6

8

↓
b

　　ユ

ー週
　　　　o

　◎
。繕ぐ＼
　　uつ＼怠

完ジミ

N　＼＼

　×ノ◇

£

　　4診
　，ミ、

N　＼＼

鑓　卜＼ご

㏄＼ _ぐべ＼

　z◇
▽＼ｱ

ご

〆繊ひ、

　　　　◇二さ㌢．

　　　　ぐ琢

B≡2m
ク　・　　　　　6
惣㌶z、
〃∵z／〉》〉ン

1 2

◇⑳・惣影診矛〉乏る＼
　　　一　　　　・ミ．ぺぶ・ぺ、；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音i
　　　P3　　　　　　　　　　P5　　　　　　　　　　　　　pl　　　　　　　　B’　5

　　　　　2　　　　2、　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　シ　　ロメハ　　　ヂ　　　　　　　　　お

シ讐くぽ鱗弐と＼皇≒、

　　　　　　　　第109図　笠見第3遺跡Sl40遺構図
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第110図　笠見第3遣跡Sl40出土遺物実測図

11がある。いずれも検出面に近い高さでまとまって出土した。

　出土遺物等から、清水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろのものと考えられる。（小山・牧本）

Sl42（第111・112図、　PL．19・102・117・177・178）

　調査区北東側、G2・3グリッドの標高67．2m～67．5mの緩斜面に立地する。北辺はSI41と重複関係

にあるが、SI41が当建物跡埋土を切り込んでいる。

　規模は長軸4．3m以上、短軸4．2mを測る。不整形な隅丸方形を呈す。壁高は、遺存状況が比較的良

好な西壁の最深部で41cmを測る。建物の西半は遺存良好であるが、東半は壁面のほとんどが削平を受

けていた。壁際には幅12～41cm、深さ4．7～12．5cmの壁溝iが全周する。

　埋土は5層に分かれるが、埋土の厚さ約30cmのうち、その大部分を茶褐色土が占め、比較的単純な

堆積である。建物の埋没は自然堆積による可能性が強いとみられるが、比較的単純な層位であり、か

つ埋土中に地山の掘削土とみられる黄色土小ブロックを含むことから、人為的な埋め戻しである可能性も残される。

　床面ではピットを10基検出した。このうち主柱穴とみられるのはP1～P4である。　P1を除く3基から

は柱痕跡も検出された。これから推
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表21笠見第3遣跡Sl42ピットー覧表
定される柱の直径は21～28cmであ

る。柱間はPl－P2間から順に1．3m、

1．4m、1．3m、1．4mである。またP9

はP2とP3の間に位置し、掘方規模

も小さいことから、支柱穴の可能性

ど瀬琴 長軸x短鮪深さ（測 備　　考 ど暗琴 長鰍短間禄さ⑭ 備　　考

P1 36×32－52 主柱穴 P6 16×12－31
P2 40×36－63 主柱穴（柱痕あり） P7 62×33－1
P3 58×47－44 主柱穴 P8 37×22一玉0
P4 36×32－45 主柱穴（柱痕あり） P9 13×13－10
P5 46×40－41 中央ピット P10 42×32－16
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情褐色土（地山プロノクを含む）
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　　　　　　　　O　　　　　S＝1　20　　　　50cm

第111図　笠見第3遺跡Sl41・42遺構図

がある。P5は中央ピットである。その周囲には、床面より3～6cmほど高い土手がめぐる。この段差

は地山を削り出すことによって構築される。この高まりの外側で焼土面を検出した。焼土面はこの高

まりの上面の一部にまでは及ぶが、中央ピット内では被熱の痕跡は認められなかった。

　またこの高まりを断ち切って住居の西隅へ延びる溝も検出された。溝は幅6～13cm、深さ約2～3

cm、長さ168cmである。溝の埋土は建物内の埋土と同じである。また溝底のレベルは、両端でほぼ同

じである。
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第112図　笠見第3遺跡Sl42出土遺物実測図

この他にも不整形なピット等を4基検出したが、性格不明である。

［コ。．

　出土遺物は、図化したものに弥生土器壼Po163・164、甕Po165～177、底部Po178～180、鉢Po181、

赤色塗彩された磨石S！2、砥石S13がある。大半は埋土中からの出土で、　Po165はばらばらの状態で出
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第2節　竪穴建物跡

土した他、北辺の中央付近床面直上から、台石が平らな面を上に向けて据え置かれた状態で出土し

た。また建物の北隅床面でPo166、南隅床面でPo168がつぶれた状態で出土した他、　S12も床面上で出

土している。

　床面出土の土器から、清水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろの竪穴住居跡と見られる。（小山）

Sl43（第113・114図、　PL．19・118）

　調査区北東側、G5グリッドの標

高68．7m付近の平坦面に立地する。

遺存状態は悪く半分以上は削平され

ていた。南西側約6mにSI38がある。

　ほとんど削平されている

ため平面形は不明である

が、隅丸方形の可能性があ

る。規模は、東西3．8m以

上、床面積4．7㎡以上を測

る。壁高は、最も残りがよ

い南側で19cmである。壁の

周囲には幅18cm、深さ4～

6cmの壁溝がめぐると思わ

れる。

　主柱穴はP2、　P7、　P8、　P

10と考えられ、柱間は、P

2～P7問から順に2．2m、

2．Om、2．Om、2．8mで　あ

る。P9も主柱穴の可能性

があり、柱穴据え替えの可

能性がある。中央ピットは

P4で、埋土下層には炭化

物を含む。

　埋土は、撹乱土以外は1

層単層である。

表22　笠見第3遺跡Sl43ピットー覧表

どフ麟 題x短軸禄さ（戯 備　　考 ち溺 長毬x短軸禄さ㈱ 備　　考

P1 41×37－35 P6 33×26－15
P2 24×22－51 主柱穴 P7 41×33－35 主柱穴

P3 28×26－38 P8 55×53－64 主柱穴

P4 65×50－37 中央ピット P9 57×48－62 主柱据え替え穴か

P5 30×25－57 P10 80×60－54 主柱穴

＿④

壬｛＝6姐m

B

　　P7

◎

　ヨl

P2◎

」

P4

P10

　0〆

◎

　出土遺物には、図化したも

のに埋土中で出土した弥生土

器甕Po182～185がある。

　出土遺物等から、清水IV－3

様式、弥生時代中期後葉ごろ

の竪穴住居跡と考えられる。

（小山）
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第113図
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　含）

婿灘きニヒ
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1慧讃誌1。褐灰色
　土が混じるく砂粒・炭化
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　　　　　　　　　　一
笠見第3遺跡Sl43遺構図

Po182

　　　　　　　　　　Pol84

　　　　　　　　　　　Po185
　　む　　　　　　　ハニ　　　　　　　

第1梧図　笠見第3遺跡Sl43出土遺物実測図
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第4章　弥生時代の調査成果

Sl44　（第115・116図、　PL．　20・102・118・177）

　調査区中央やや北東側、H2グリッドの標高66．9～67．3mの緩斜面に立地する。

　遺存状況は比較的良好で、長軸3．5m、短軸3．2m、壁高は最深部

で65cmを測る、平面方形の竪穴建物跡である。壁際には幅6～8cm、

深さ1～3cmの壁溝がめぐるが、東南部のみ認められなかった。

　床面で5基のピットを検出した。このうちP1～P4が主柱穴とみら

れる。柱問はP1－P2間から以下順に2．1m、1．9m、2．1m、1．91nであ

る。P5は中央ピットである。周囲には幅20～40cmの土手がめぐる。

この高まりは床面より2～3．6cm高く、後述する貼床層を厚く盛り

表23笠見第3遣跡Sl44ピット
　　　ー覧表

と、｝窮 麟x蜘一深さ（国） 備　　考

P1 44×46－81 主柱穴

P2 39×37－83 主柱穴

P3 39×36－46 主柱穴

P4 55×42－62 主柱穴

P5 47×33－51 中央ピノト

上げることにより構築される。また中央ピット周辺の床面には、2箇所で焼土面が検出された。建物

の床面には、全面にわたり厚さ1～6cmの貼床が施されていた。

　埋土は11層に分層可能である。建物内への初期の流入土は東側で顕著である。土砂の流入が斜面の

下方側から始まるのはやや不自然と思われ、人為的な可能性も否定できない。

　出土遺物は、図化できたものに弥生土器甕Po186～201、高杯Po202、器台Po203・204、蓋Po205、椀

Po206・207、砥石S14がある。大半は、床面からかなり浮いた状態で出土したが、東南隅の床面直上

で上面が平らな石が据え置かれており、台石とみられる。またP2の約50cm東南側の床面上で、　Pol86

が口縁部を下にして伏せられた状態で出土した。Po200は、　P2－P3間の床面上で出土した。

　出土遺物から、清水W－1様式、弥生時代終末期の竪穴住居跡とみられる。（小山）
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第115図　笠見第3遺跡SI44遺構図
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第116図　笠見第3遺跡Sl44出土遺物実測図

Po205

SI4

Sl45（第118図、　PL．20・119）

　調査区やや北東側、1・J4グリッドの標高69m付近の緩斜面に立地する竪穴建物跡である。西半はSI

35と重複するが、当建物跡は、SI35の貼床層直下で検出されていることや遺物などからみて、　SI45が

古いことが明らかである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第117図　笠見第3遺跡Sl35・45遺構図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表24笠見第3遺跡Sl45ピットー覧表

　建物跡の東半はすでに失われるな

ど遣存状態は悪い。平面は円形を呈

し、復元される直径は5．2m、床面

積16．8m似上である。壁高も最も残

存する西側で12cmである。壁溝は幅

10～19cm、深さ4～10cmで遺存する

範囲内では全周する。

　床面及びその周辺で多数のピットを検出したが、このうち主柱穴と考えられるのはP1～P4、　P8の

ξノ断 長軸×短軽深さ（cd 備　　考 ご恒き 題x短軸一深さ（づ 備　　考

Pl 42×41－36 主柱穴 P8 40×32一姐 主柱穴

P2 36×31－39 主柱穴 P9 36×30－25
P3 61×36－40 主柱穴 P10 42×32－16

P4 39×28－55 主柱穴 P11 26×21一不明

P5 80×63－16 中央ピノト P12 31×29－60

P6 28×25－14 P13 28×24－15

P7 30×27－40 P14 徽×35－40
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第2節　竪穴建物跡

P15・16は、重複する　　　　　　　　　　　　　P・210　　　　　　p。21ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニユ　ぐ　　　　　ぐぬ
SI35の主柱穴と考えら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
れる。P5は中央ピッ　　　　　　　　　第臼8図　笠見第3遺跡Sl45出土遺物実測図

トである。

　埋土の厚さは12cmを測り、上面はSI35の貼床層で覆われていた。

　出土遺物は、埋土中から出土したものばかりで、図化できたものは弥生時代甕Po208～210、脚付甕

Po2U、小型甕Po212である。

　これらの土器から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉のものとみられる。（小山）

Sl46（第119・120図、　PL．76・119）

　調査区東側、J5グリッドの標高70．1m～70．3mの緩斜面に立地す

る。1間×2間の掘立柱建物SB26と重複するが、同一面での検出で

あり、両者の前後関係は不明である。

　遺存状況は悪く、撹乱坑はSI46床面の大半を掘り抜き地山に達し

ている。建物の規模は一辺4．5m四方で、隅丸方形を呈すとみられ

る。壁溝は幅10～24cm、深さ9～11cmで全周していたとみられる。

　主柱穴は西半のPユ、P2の2基が検出された。東半は撹乱等によ

表25笠見第3遣跡Sl46ピット
　　　ー覧ii長

パ馨 題x卿晴さ（c∂ 備　　考

P1 40×37－34 主柱穴

P2 42×35－26 主柱穴

P3 29×25－31
P4 25×24－45
P5 46×41－21
P6 28×20－32
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第4章　弥生時代の調査成果

鯉
へ　／ ＼上ク

　　　Po213　　　　　　　　　　　　　　　　　Po214

　　　　　む　　　　　　ニヨ　べま　　　　ユむむロ

第120図　笠見第3遺跡Sl46
　　　　出土遺物実測図

り不明であるが、4本柱の構造とみられる。

　埋土も大半が失われ、撹乱土を除去して壁溝やピットが検出

される状況であった。

　出土遺物は、床面から浮いた状態で出土し、弥生土器底部

Po213・214を図化した。

　出土土器等から、弥生時代中期ごろの竪穴住居跡とみられ

る。（ノ］・山）

Sl48（第121～123図、　PL．2董・119・176）

　調査区東側、L5グリッドの標高69．7～70．　lmの緩斜面に立地する。東側7mにはSΣ49がある。この

建物は拡幅を伴う建て替えが行われており、建て替え前を旧SI48、建て替え後を新SI48と呼称する。

　新SI48は、径5．5m、残存壁高68cmを測り、平面隅丸方形を呈す。壁溝は幅約10cmで、西側と南側で

検出している。主柱穴はPl、　P13、　P5、　P3の4基で、柱間距離はP1－P3間から順に3．2m、3．　Om、3．3

m、3ぼmである。北東側および南西側の主柱穴間に、それぞれPl7、　Pl8があり、主柱穴に比べると

浅く、補助柱穴と推定する。中央ピットP12は円形で、建物の中心よりやや南側に位置する。焼土面

は中央ピットの南西側と北東側で検出した。

　埋土は炭化物と焼土粒を含んでいる。また、北西壁際から炭化材が出土していることから、この建

物は焼失後に廃棄されたものと考えられる。炭化材には板材と、みかん割りの丸太材があり、壁にも

たれるような状態で出土したことから、焼け落ちた垂木材の一部であると考えられる。

　北西側を除いて、掘方を取り囲むような配置で、9基のピットを検出した。ピットの間隔は1．5m

～2mで各辺3基ずつというまとまりが見られるが、深さにはばらつきがある。建物に伴う庇状の構

造物の可能性がある。

　旧SI48は、新SI48の貼床土除去後に検出したもので、特に主柱穴から壁際の範囲には厚く貼床が施

されている。壁溝iは南東側を除く3方で検出したが、隅は新SI48の主柱穴に切られている。平面は一

辺3．8m前後の隅丸方形に復元される。主柱穴はP11、　P9、　P5、　P4の4基で、　P5は再使用されたと考

えられる。柱間距離はPl1－P9間から順に2．4m、2．5m、2．6m、2．4mある。中央ピットはP23で、拡幅

のときに埋め戻され、それよりやや南寄りにP12が掘り直されたと考える。そのほかのピットは小規

模で、性格が不明である。特にPl7

の北西側にある小ピットP22は北に　　表26笠見第3遣跡Sl48ピット規模一覧表

向かって斜めに掘られており、中か

ら土器片が出土している。小動物に

よる撹乱の可能性が考えられる。

　出土遺物には、埋土中から出土し

た弥生土器蓋Po215～219、底部Po

220、　壼口糸象音βPo222、　ノ」、型甕月同音肖

Po223、器台Po224、縄文土器Po225

がある。また、中央ピットの東側で

台石が、北西側と南西側の壁寄り床

㍉勇号 長郭x⑱一深さ（舖 備　　考 ど懸号 麟×麟一深さ⑭ 備　　考

P1 65×63－66 新S王48主柱穴 P13 75×53－54 薪SI48主柱穴

P2 60×60－32 P14 31×24－24

P3 62×49－52 新SI48主柱穴 P15 36×34－5

P4 48×43－83 旧SI48主柱穴 P16 28×18－7

P5 61×45－87 新旧S猛8主柱穴 P17 31×27－51

P6 34×33－13 P18 23×15－24

P7 35×33－49 P19 16×14－14

P8 53×33－36 P20 15×15－15

P9 43×39－82 旧SI48主柱穴 P21 19×15－10
P10 25×24－10 P22 11×8一
P11 41×40－85 旧SI48主柱穴 P23 110×100－55 旧中央ピット

P12 110×100－49 新中央ピット
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暗褐色上
〕炎暗鶴色⊥（焼L粒と炭化物をわすかに含む）
淡灰褐色む（炭化物をわずかに含む）
暗黄ひミ褐色L（焼1粒と炭化物を含む）
決暗褐色上〈焼1粒と炭化物をわずかに含む）
暗褐色」一

暗鼓褐色⊥
☆灰褐色粘質｝（炭化物をわずかに含む）
～桑暗褐色」　（焼1，粒と蕨化物を含む）

淡灰褐色粘質L（槙色粘上プロノクと炭化物粒を含む。貼
床上）

淡灰色粘貿L（橿色粘⊥プロノクを多く含む。貼床」）
淡灰褐色上（格色」プロノクと炭化物を含む）
灰褐色L（騨褐色」プロノクを含む）
綴褐色粘土プロノク（かたくしまる）
灰褐色上（炭化物を少舅含む）

暗灰褐色⊥涙化物を少競含む）
不明
灰褐色寸．

庚灰褐色L（燈色粘Lプロノクを含むぐかたくしまる〉
灰褐色上（灰化物を少規含む）
決りζ褐色上（袴褐色」プロノクを多く含む。かたくしまる）

灰褐色↓（白色砂粒を含む。疾化物を少鑑含む）
黄灰縄色土（炭化物を少品含む〉
暗褐色⊥（かたくしまる）
証音灰褐色土

凶燈灰色粘質1，（かたくしまる）

灰褐色上（炭化物を少量含む）
淡灰褐色L〈炭化物粒を含む）
黄力く褐色粘質ゴ＿（かたくしまる〉

淡灰褐色ゴ
暗黄褐色土（炭化物粒を含む）
〕克灰褐色礼質L（かたくしまる）

淡灰褐色↓（燈褐色上プロノクを含む。しまり芝い）
賠1人褐色L（員褐色上粒を含む）
灰褐色⊥（地1且Lプロノクを含むぐ⊥部に焼上を少縁含む）
淡燈褐色土プロノク（淡灰褐魚⊥を含む）

灰褐色L
賠褐魚｝．

　　　　　　　　　　　O　　　　S＝ユ　80　　　　2m

第121図　笠見第3遺跡Sl48遺構図

面で凹石S15が出土している。

出土遺物等から、清水W－2様式、弥生時代終末期ごろの竪穴住居跡と考えられる。（家塚）
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第4章　弥生時代の調査成果

　　　　　　　「

　　　　　　　　　縛

　　　　　　　、L

⑬、真

　ご

一

脚

「

」

H＝703m

1＼ζ滋蓋｛惑診ジシ／ぶシ該該諮〆亥診

　　　　第122図　笠見第3遺跡Sl48炭化材出土状況
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第123図　笠見第3遺跡Sl48出土遺物実測図

Sl49（第124～127図、　PL．22・120・175・176・178・179）

　調査区東側、L4グリッドの緩やかに東側に傾斜する標高68．7～69．3mの斜面部に立地する竪穴建物

跡である。2回の建て替えがあり、新しいものからSI49－1、－2、－3として記述することにする。

　Sl49－1は、北東側が流失しており、遺存状態はよくない。平面は円形または多角形（六角形か）

を呈す。規模は、南北5．12m、東西4．31n以上、床面積18㎡以上である。残存壁高は、最も遺存状態が
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暗黄茶褐色ゴ　（縁色凝灰岩チノブ　ふ製品を含む）

陪員褐色⊥（緑色凝灰芝1チノブ　人刻品を含む）

陪員茶褐色上（4より明るい〉
黄褐色粘質土（貼床土。地II｛プロノクを含む）

暗燈褐色土（地山プロノクを含む）

暗茶褐色⊥
暗茶褐色色L〈炭化物　緑色凝灰岩チノブを含む）
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るい）
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P28埋」＿　（30～32層参1【召）
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明黄褐色土（5CO大地山プロノク含む）

O　　　　　　　S＝1　80　　　　　　2m

第124図　笠見第3遣跡Sl49遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果

　　　　　　　　　　　Po226　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジむ　　

　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼避ソ3懸4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po235　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽沓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po239

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　S－14　1㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Φ」40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　ロ　　　　　　ロコ　　　　　　　　　　　ニ　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔一　　一亀　　　　　　　　　　　　　　　’－　　　1－
　　　・・　．芒ノ・・　合F7　　ト・・8　　　　　1°
　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　S－12　反・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

℃《

登 　＼
＼「＼

　」42

⑳

　　　　　　　　　」43

　　　　　　　ヨ　
⑨　。s。12㎞

第］25図　笠見第3遣跡Sl49出土遣物実測図（1）

　　　　　　－88一



第2節　竪穴建物跡

口

匂

圃圃一
〇　、，。

」45

o
口

⑮
1

∫46

　　口　　　J47

　　⑧

　　1

　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　O　」，3

（〕　　J48

○一剛

圃圃
O　」49

　　　　　戸『　　　σ　　　」56

1　　　　　㌣　」55

◎　・54
　　　　　　む　　　　　　ニユ　　　　　　ぼぐの

　　　　　　一
第126図　笠見第3遣跡Sl49出土遺物実測図（2）

o） 潤凵

　　こ已

　　゜∨
．議・．、。

　　撃

　　古●●

　●＄

○（き

◎

⑱

○

第127図　笠見第3邊跡SI49玉未成品・剥片出土状況図

よい南西壁で最大35cmを測る。壁際には幅6～10cm、深さ2cm前後の浅い壁溝1がほぼ半周している。

　主柱穴は、P1からP6である。主柱穴の埋土は暗黄褐色又は暗茶褐色系である。主柱穴間距離は、

P1－P2間から順に2．2m、1．2m、2．1m、1．7m、2．Om、2．OInである。主柱穴は、建物の中央部ではな

くやや東側に配列されている。

　建物中央には、大型の中央ピットP7が掘り込まれている。埋土は、建物下層の埋土とほぼ同質の
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第4章　弥生時代の調査成果

もので、P7は建物廃絶まで開口し　　表27笠見第3遺跡Sl49ピットー覧表

ていたものと考えられる。埋土中で

緑色凝灰岩剥片が出土している。

　中央ピットを挟んでP14、　P15が

あるが、位置的に棟持柱穴と考えら

れる。その他床面上で、P16からP

25が掘り込まれているが、用途は不

明である。

　また、床面ほぼ全域に貼床（第7

層）が認められた。焼土面は確認さ

れなかった。

　Sl49－2は、主柱穴が一1より西側に配列されたP8からPl3である。主柱穴間距離は、　P8－P9間から

順に1．9m、　L2m、2．3m、2．1m、1．1m、1．8mである。－1と一2の前後関係の詳細については不明で

あるが、－1が一回り大きいことから一1のほうがやや新しいと考える。

　SI49－3は、－1の内側の貼床を除去して検出された壁溝及びピットから確認されたものである。平

面は方形を呈すと考えられる。主柱穴は、P26からP29の4基である。主柱穴間距離は、　P26－P27間か

ら順に2．1rn、2．1m、2．2m、2．　Omである。

　床面のほぼ全域で第29層による貼床が認められた。

　埋土は、6層に分層できた。第4層以上は自然堆積したものと考えられる。

　出土遣物には、図化できたもののうち床面から磨石Sl8・19、石鎌S21、鉄器F5～7、P13内から弥

生土器甕Po227、管玉未成品J48がある。また、埋土中から弥生土器甕Po226・228～236、器台Po237・

238、蓋Po239、敲石S16・ユ7、砥石S20、ガラス小玉J40、管玉」41、石鐵S21、管玉未成品J42～47・49

～56の他、緑色凝灰岩及び碧玉剥片多数が出土しており、玉作工房と考えられる。管玉未成品及び剥

片は貼床土中からも検出されており、長期にわたって工房として使用されたものと考えられる。

　時期は、出土遺物から清水V－1様式、弥生時代後期前葉ごろのものと考えられる。また、碧玉・

緑色凝灰岩剥片・未成品の産地同定分析の結果、7点のうち碧玉剥片1点が花仙山産のものと判明し

た。その他のものは、不明か女代南B遺物群に類似するものとされ、弥生時代後期前半ごろで、玉原

石獲得地が山陰（花仙山）にも目が向けられるようになったものと推定される。（牧本）

2淳琴 長軸×檀禄さく翻 瀦儲麟ビッ幡号） ξ壕号 長軸x檀一灘く〆 繕考鰯麟ピッ幡号）

P1 49×36－48 一1主孝主穴（P18） P16 61×33－20 用途不明（P24）

P2 38×36－56 ヨ主柱穴（P16） P17 34×27－22 用途不明（Pl7）

P3 40×39－4 一1主柱穴（Plo） P18 34×30－20 用途不明（P9）

P4 32×27－22 づ主柱穴（P7） P19 40×33－7 用途不明（P8）

P5 45×36－53 一1主柱穴（P5） P20 30×28－40 用途不明（P12）

P6 42×36－53 一］主柱穴（P2） P21 25×24－34 用途不明（P23）

P7 100×93－60 中央ピット（P13） P22 20×18－11 用途不明（P22＞

P8 30×28－37 一2主柱穴（P1＞ P23 31×21－23 用途不明（P21）

P9 32×31－10 一2主柱穴（P25） P24 18×13－12 用途不明（P19＞

P10 50×40－54 一2主柱穴（P15） P25 30×25－28 用途不明（P20）

Pll 39×32－25 一2主柱穴（P6） P26 45×39－49 一3主柱穴（P26）

P12 27×25－46 一2主柱穴（P4） P27 55×48－53 一3主柱穴（P27）

P13 33×30－30 一2主柱穴（P3） P28 45×39－44 一3主柱穴くP28）

P14 26×25－24 ゴ棟持柱（P11） P29 ※50×40－33 一3主柱穴（P29）

Sl50（第128・129図、　PL．22・120）

　15グリッドの標高69．51nの緩斜面に立地する。北東部は床面が流失し、南西部は壁溝iがかろうじて

残存するにすぎない。

　平面円形を呈し、復元径が4．9m、床面積15．6㎡以上を測る。壁高は、最も残りがよい北側で19cm

である。壁溝1は幅8～28cm、深さ5～7cmで、西側のみで検出できた。

　主柱穴はP1～P4と考えられる。ただしP3は深さ18cmと浅い。柱間は、　P1－P2間から順に、2．4m、

2．4m、2．7m、2．5mである。

　P7は中央ピットで、北東側へ延びる幅10cm前後、深さ3～5cmの溝iが接続する。また南半部の床面

には8カ所で焼土面が認められた。
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第128図　笠見第3遺跡Sl50・54遺構図

表28笠見第3遣跡Sl50ピットー覧表 △は残存値

ご暗号 長麹x短軸一深さ1団 備　　考 ξ隠琴 長軸x麟一深さ（叫 備　　考

P1 39×35－69 主柱穴 P8 72×68－110
P2 28×24－58 主柱穴 P9 37×36－48
P3 30×25－24 主柱穴 P10 30×25－23
P4 50×38－56 主柱穴 P11 36×32－19

P5 44×43－63 P12 40×37－54

P6 33×30－2］ P13 36×32－40
P7 33×14△－14

Po240

／マ
　　　Po241

　埋土は厚さ10cm前後の暗茶褐色土で、一部撹乱が床面まで及ぶ。

出土遺物は・図化できたものに雄土器甕P・240～242がある・P　　』孟＝㎝

4付近の床面からPo242が出土した他は・埋土中からの出土である。　　第129図　笠見第3跡Sl50出土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺物実測図　出土遣物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴

住居跡と考えられる。（小山）

Sl54（第129図、　PL　23）

　調査区北東側、15グリッドの標高69．5mの緩斜面に立地し、　SI50と切り合うが前後関係は不明であ

る。南壁は梨畑の撹乱により削平を受け、遺存状況は悪い。一辺が1．9m程度の方形を呈すと思わ

れ、壁高は最も残りが良好な北西隅で20cm、床面積1．6㎡以上である。壁際には幅6～24　cm、深さは
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第4章　弥生時代の調査成果

1～5cmの壁溝がめぐる。床面で壁　　表29

溝iと重複する（36×32－40）cmを測

るP13を1基検出したが、当該遺構

に伴うものか否か不明である。

　埋土は、暗茶褐色粘質土単層であ

る。

　出土遺物も顕著でないため、時期

決定は困難である。通常の竪穴住居

跡とみるにはあまりにも規模が小さ

いことから、住居跡に付属する建物

跡と考えられる。（小山）

笠見第3遣跡SI51ピットー覧表

ζフ麟 長轄x噛一深さ繍） 備　　考 ど鴻号 蜘x短軸一深さく㎝） 備　　考

P1 61×61－37 主柱穴 P13 48x42－43 主柱穴

P2 35×30－49 建て替え前主柱穴 P14 25×23－22
P3 57×40－49 P15 24×20－8
P4 52×46－17 貼床土下 P16 53×44－44 主柱穴

P5 51×46－31 主柱穴 P17 60×56－35 主柱穴

P6 60×45－40 P18 35×13－32
P7 55×37－50 建て替え前主柱穴 P19 41×35－57
P8 41×36－66 建て替え前主柱穴 P20 25×20－20
P9 40×28－36 P21 51×4］－53 建て叡駐柱穴ぱ蘭）

P10 31×30－36 建て替え前主柱穴 P22 132×120－22 中央ピット

P11 44×40－48 主柱穴 P23 40×39－64 主柱穴

P12 53×40－32 P24 48×41－60 柱痕有

Sl51（第13◎・131図、　PL．23・120・176）

　H5グリッドの標高68．8m付近ほぼ平坦面に立地する。検出面は大きく削平されており、わずかな掘

り込みが見られるに過ぎない。南側にSI52が接している。

　平面円形ないし七角形を呈し、復元東西7．3m以上、南北6．8m以上、床面積36．2㎡以上を測る大型

の竪穴建物跡である。壁高は最も残りがよい西側で24cmである。壁溝は幅7～15cm、深さ2～4cm

で、一部二重に検出されていることから建て替えがあったものと思われる。

　主柱穴はP1・5・16・23・11・13・17と考えられ、柱間は、　P1－P5間から順に2．8m、3．4m、2．2

m、2．7m、2．9m、2．4m、3．2mである。建て替え前の主柱穴は、　P2・7・8・10・21と思われ、　P10

－P21間には更に1ないし2基ピットがあったものと思われるがすでに失われていた。柱間は、　P21－P2

間から順に2．3m、2．9m、2．31n、2．5mである。　P21では柱痕が確認でき、柱は径約20cmに復元でき

る。その他にもピットが検出されたが、用途及びSI51に伴うものかは不明である。なお、　P4、　P21は

貼床層下で検出され、P24でも柱痕が検出されている。復元される柱は径約14cmである。

　P22は二段掘りになる中央ピットで、　P5に繋がる幅20cm前後、深さ4～6cmの溝1が接続する。中央

ピット西側の床面に焼土面が1箇所認められた。

　埋土はわずかに2層に分層でき、床面には中央ピット付近及びP21上で貼床が一部認められた。

　出土遣物は、図化できたものに弥生土器甕Po243～245・247～249、器台Po246、装飾壼Po250・251、

凹石S22、磨石S23がある。　Po248がP8内から出土した以外は、埋土下層からの出土である。

　出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小山）

Sl53（第］32・133図、　PL．23・120）

　H5グリッドの標高70．4m付近のほぼ平坦面に立地し、　SI54と接するようにある。

　平面方形を呈すと思われ、南北2．7m、東西2．5m、壁高は最大20cm、床面積3．7m2以上を測る。西側

壁際には幅10cm、深さは3～5cmの壁溝がめぐるが、本来は全周していたものと思われる。

　床面で（38×37－36）cmを測るP1を1基検出したが、当遺構に伴うものか否か不明であり、主柱穴

はない可能性がある。

　埋土は、茶褐色土単層である。
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第130図　笠見第3遣跡Sl51遺構図

出土遣物は、図化したものに埋土下層中から出土した弥生土器甕Po252、底部Po253がある。

出土遺物等から、清水W－2様式、弥生時代終末期ごろの竪穴住居跡と考えられる。（小山）

Sl55（第134・135図、　PL．24・121）

　調査区北東側、亙3グリッドの標高65．8m～66．3m付近の東側急斜面に立地する。検出面は弥生時代
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第4章　弥生時代の調査成果
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第131図　笠見第3遺跡Sl51出土遺物実測図
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後期の包含層である暗茶褐色土を除去した後に検

出した。SS3と重複するが、　SS3がSI55の埋土を掘

り込んでいることから、当建物跡が古い。

　東壁は流失しているが、その他の壁面は比較的

良好に遺存する。規模は長軸3．4m、短軸2．3m以

上、最も良好な西壁で壁高83cmを測る。床面積5．2

㎡以上を測り、平面方形を呈すとみられる。西壁

際と北壁及び南壁際の一部に幅7～14cm、深さ1

～2cmの壁溝がめぐる。

　西側壁で検出したピットは、SI55の埋土上面か

ら掘り込んだもので、時期は新しい。SI55に伴う

ピットは床面で検出したP1・2と考えられる。このほか

に上屋構造を探る手がかりとなるものは見受けられない

が、これは急斜面といった特異な立地に起因するものか

もしれない。なお、P1は埋土に黒褐色土が互層状に入

り、落し穴の可能性もある。

　埋土は、黄茶褐色土を主体とするもので、斜面上方か

らの自然堆積による埋没とみられる。

　出土遺物は、図化できたものに埋土中からの弥生土器

一94一
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第134図　笠見第3遺跡Sl55遺構図

壼Po254がある。

　出土遺物から、弥生時代中期に遡る竪穴住居跡

と考えられる。（小山）

Sl59（第136図、　PL．24）

　調査区北際、E5・6グリッドの標高66．8～67mの

緩やかに北西へ傾斜する斜面部に立地する。当遺

構は、弥生時代中期から後期前半の遺物包含層を

除去した後に検出した。東側半分以上は現農道下

にあり、調査することができなかった。

　平面は円形を呈すものと思われ、規模は、径約

4．1m、床面積3．2㎡以上である。残存壁高は、最も

遺存状態がよい南西側で最大39cmを測る。壁際には

幅10cm、深さ4～6cmの壁溝が二重にめぐる。この

ことから、建て替えがあったものと考えられる。

　主柱穴として検出したものは、（24×14－60）cm

を測るP1のみである。その他は調査区外にある。

中央ピット等は検出できなかった。

〉

表30Sl55ピットー覧表

ご障§ 賜x檀一深さ（㎝） 塀｛1　考

Pl
o2
75×62－72

Q3×20－47

　　　　Po254

　む　　　　　　ニエ　ぐ　　　　まぽロ

第135図　笠見第3逡跡Sl55
　　　　出土遺物実測図
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　　第136図　笠見第3遺跡Sl59遣構図

　また、床面中央ピットの周囲に不整形な焼土面が6箇所認められた。

埋土は第3層のみで、主柱穴の埋土も同様のものであることから、柱等抜き取られた後に埋没した

ものと考えられる。

　出土遣物はなく、正確な時期は不明であるが、前述したように遺物包含層除去後に検出したことか

ら、弥生時代後期前半以前の竪穴住居跡と考えられる。（牧本）
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第137図　笠見第3遺跡Sl61遺構図

壽碧
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1魏雛（1c醐下の地帥ノクを舗）
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｛；灘鶴灘莞蘂㌫しまる）

部灘毒且（焼搬舗）
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Sl61（第137・138図、　PL．24・12D

　調査区やや西側、Hl7グリッドの標高71．7m付近のほぼ平坦面に立地する。周辺は、梨耕作の撹乱

により削平されている。北側約0．5mにSI62がある。

　平面は隅丸方形を呈す。規模は、南北3．8m、東西3．7m、床面積12．0㎡を測る。残存壁高は、最も

遺存状態がよい南壁で最大54cmを測る。壁際には幅15～25cm、深さ5～15cmの壁溝が全周している。

南東隅で壁溝が二重になることから、建て替えの可能性がある。

　主柱穴は、P8・2・3・4である。　P2・3・4には柱痕が認められ、推定される柱径は約20cmで

ある。主柱穴は暗黄褐色系の土で埋め戻されたものと推定される。柱穴間距離は、P2－P3問から順に

2．2m、2．4m、2．2m、2．4mである。

　建物中央には、二段掘りの中央

ピットP5が掘り込まれている。　P5　　　　　　　　表31　Sl61ピットー覧表

の埋土は、3層に分層でき、第14層

は焼土粒を含む。建物下層の埋土と

は異なることから、廃絶の際には、

既に埋まっていた可能性がある。ま

た、中央ピットに向かい幅7cm前

ヒノ1馨 長軸x檀一深さ（鋤 備　　考 どフ1委苔 長軸x騨鴫さ（㎝） 備　　考

P1 47×37－36 P7 37×25－17
P2 53×46－61 主柱穴 P8 46×44－64 主柱穴

P3 57×52－74 主柱穴 P9 25×23－22
P4 50×50－70 主柱穴 P10 36×34－29

P5 116×105－40 中央ピソト P11 37×33－39

P6 49×41－22 P12 41×36－38
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　　　　　　　　　／
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　　　P°265　一

第138図　笠見第3遺跡Sl6咄土邊物実測図

後、深さ2cm前後の2本の溝が接続している。仕切り溝の可能性がある。その他のピットは、用途不

明である。

　また、床面主柱穴に囲まれる範囲内に不整形な焼土面が5箇所認められた。

　SI61の埋土は、2層に分層でき自然堆積したものと考えられる。

　出土遣物は、図化できたものに弥生土器甕Po255～260、底部Po261～263、鉢Po264、土玉Po265があ

る。Po259がP6内から出

土した以外は埋土中から

の出土である。

－2様式、弥生時代後期

中葉ごろの竪穴住居跡と

考えられる。（牧本）

Sl　62（第139・14◎図、

PL．　25・121）

　調査区やや西側、G

16・17グリッドの標高

71．3m付近のほぼ平坦面

に立地する。周辺は、梨

耕作のi閨乱により削平さ

れ．ている。南側約0．5m

にSI61がある。

　平面は隅丸方形を呈

す。規模は、南北3ぼm、

東西3．25m、床面積9．0

H＝71．Om 17
P5 A’

H＝7］Om

　　　　　㌣

；麟艦隈鴉㌍紗
1灘難土，地。ブ。。クを舗、

灌羅2圭
；纏高ii‡弍認：；舞鴛こ鰹

鵠漢雛』、。由ブ。。クを含。，

｛鵠籠毒色、1、

lll灘離、，、、地。プ。。クを賜、陶

｛鵠難麹とまりがない！

ヌ7援乱

　　　　む　　　　　　　ユニ　　　　　　の

第139図　笠見第3遺跡Sl62遺構図
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〔
与　　　＝≡

一｛
@　一』　己》弛工

@　＿累⊇

シ菱、認

Po266

　　　　　表32笠見第3遣跡Sl62ピットぐ
　　　　　　　　一覧表

　　Po267

　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　　　　　　げユほ　　　　　エむじは

　　　　　　　　　　　　　　　一
第14◎図　笠見第3邊跡Sl62出土遣物実測図

P1　　53×52－61　　　　　主オ主穴

P2　　52×39－71　　　　　三主柱穴

P3　65×48－66　　　主寄主穴

P4　64×44－50　　主柱穴

P5　45×25－25　　中央ピット

P6　　35×31－15

P7　37×27－20

P8　40×32－17

㎡を測る。残存壁高は、最も遺存状態がよい南壁で最大33cmを測る。壁際には、北側は途切れるが幅

10cm、深さ5cm前後の壁溝iがめぐる。

　主柱穴は、P1～P4である。柱穴間距離は、　Pl－P2間から順に2．2m、2．3m、2．4m、2．2mである。主

柱穴は、埋没時には抜き取られていたものと考えられる。

　建物中央には、南側に高さ約5cmの盛i土（第7・8層）による土手をもつ中央ピットP5が掘り込ま

れている。P5の埋土は、建物下層の埋土と同様であることから、廃絶の際にはまだ埋っていなかっ

た可能性が高い。その他のピットは、用途不明である。焼土面は検出されなかった。

　埋土は、4層に分層でき自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物は、図化できたものに埋土中から出土した弥生土器甕Po266～269がある。

　出土遺物等から清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl63（罰41・142図、　PL．25・121）

　調査区やや西側、Il6グリッドの標高72．4m付近のほぼ平坦面に立地する。周辺は、梨耕作の撹乱に

より肖‖平されている。南東側にSI143が接し、北東側約1mにはSI64がある。

　平面は円形を呈す。規模は、南北4．3m、東西4．4m、床面積9．8㎡を測る。残存壁高は、最も遺存状

態がよい南壁で最大42cmを測る。壁際には、幅14～22cm、深さ4～15cm前後の壁溝が全周する。

　主柱穴は、P1～P4である。柱穴間距離は、　P1－P2問から順に2．3m、2．4m、2．4m、2．51nである。　P

3・4では柱痕が確認され、推定される柱径は約20cmである。その他のピットは、用途不明である。

　中央ピット、焼土面、貼床は確認できなかった。

　埋土は、3層に分層できたが、埋没の過程は不明である。

　出土遺物は、図化できたものに埋土中から出土した弥生土器i甕Po270、底部Po271がある。

　出土遣物等から、弥生時代中期後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表33　笠見第3遺跡Sl63ピットー覧表
葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（牧本）

Sl64（第143・］44図、　PL．25・121・

η6）

　調査区中央部、H15・Il5グリッド

の標高71．9～723mの南から北へ緩

2蔭号 長軸x猶謙さ測 備　　考 該刻 麟x麟一深さ⑭ 備　　考

P1 44×39－56 主柱穴 P9 32×32－21
P2 44×39－62 主柱穴 PIO 42×37－78

P3 48×43－63 主柱穴 P］1 33×28－24

P4 37×35－58 主柱穴 P12 31×26－12

P5 36×27－43 P13 41×31－31

P6 36×27－43 P14 35×23～22

P7 35×30－34 P15 30×25－26

P8 50×46－73
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　　　　　　　　　　　　　　第1剤図　笠見第3遺跡Sl63遣構図

やかに下る斜面地に立地している。

　遺存状態はよい。平面形は不整円形を呈する。規模は長軸

5．9m、短軸5．6m、床面積は20㎡を測る。残存壁高は、南側

で最大49cmを測る。壁溝は幅約6～20cm、深さ約13cmを測

り、全周する。断面はU字状を呈する。

　主柱穴はP1～P5の5基で、主柱間距離はPCP2から順に

2．5m、2．35m、2．3m、2．45m、2．35mである。　P6は中央ピッ

トで、周囲に土手を持つ。土手は、幅約9～20cm、高さ約5

cmである。埋土中には炭化物が少量含まれている。その他の

ピットは用途不明である。

「＝�％�ﾀ

遭盤・・

　　　　　Po2ア1

Po270

　　　　む　　　　　　　エパ　　　　　　じロ

第142図　笠見第3跡Sl63出土遣物
　　　　実淵姻

　その他床面で溝と被熱硬化した焼土面を検出した。床溝は、西側と申央ピットからのものと2条あ

り、長さ約L6m、幅8～13cm、深さ

2～4cmを測る。中央ピットから伸　　　　　　表34笠見第3遺跡Sl64ピット規模一覧表

びる床溝は二股に分かれる。用途は

不明である。焼土は床溝付近に2～

3箇所見られる。

　埋土は、自然堆積と考えられる。

ど浸琴 麟x麟一深さ⑩ 備　　考 2濾ξ 麟x舗一渓さ｛c団i 備　　考

Pl
o2
o3
o4

53×38－67

S5×35－69

T0×21－66

S5×27－62

主柱穴

蜥血且

柱穴主

血�

5P
UP
VP
W�

0×35－695

R×49－343

U×35～533

S×30－27�

柱穴中

寃sット
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新43図　笠見第3遺跡Sl64遺構図

出土遺物は、床面直上から甕口縁部Po272、底部Po273、磨製石斧S24がある。

出土遺物等の特徴から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。

（岩井）

Po272

Sl65（第145・146図、　PL．26・121・174・176）

　　　　　　　調査区北西部、Cl6グリッドの標

　　　　　　高69．5m付近のほぼ平坦面に立地す

酬　る・東側はS亙73埋土を掘り込んでい

　　　　　　る。

　　　一　　　遺存状態は比較的よく、平面は方

　　　　　　形を呈する。規模は長軸3．3m、短

　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S24

　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ニユ　ジユ　　　　ヨむにぼ

　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　Po273

第144図　笠見第3遺跡Sl64出土遣物実測図

表35笠見第3遺跡SI65ピット
　　　ー覧表

こ・！馨 題x掴情さ愉 ｛龍　考

P］

o2
o3

36×35－95

X5×53－29

Q8×24－16

主柱穴

蜥血且

柱穴
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第2節　竪穴建物跡

軸3．2m、面積は10．0㎡を測る。残存

壁高は、南側で最大47cmを測る。壁溝

は南東隅のみで確認できた。幅15cm、

深さ5～9cmを測る。断面はU字状を

呈する。

　主柱穴は不規則ではあるがP1～P3

の3基で、主柱間距離はP1－P2間から

順に2．7m、2．6m、2．5mである。　P2は

非常に浅い。中央ピット、焼土面は検

出されなかった。SI73と重複する部分

には、鮎床が認められた。

　埋土は3層に分層でき、自然堆積し

たものと考えられる。

　出土遺物は、埋土中からの弥生土器

壼Po274、甕Po275～277、曲刃鎌F11、

敲石S25を図化した。

　出土遺物から清水V－3様式、弥生

時代後期後葉ごろのものと考えられ

る。形態的には竪穴住居に類似するも

のの、その他の用途が考えられる。

（牧本）

十

H＝69．8m

　　　1
⑨　ピ
P1

S鱒

D　

§

［

1｛＝69．6m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝1＝69．6m

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　7

1　黒褐色土　　　　　5　暗茶褐色土（やや粘貿。炭化物・0，2～0，5
2　賠灰褐色土　　　　　　C口大の白色砂礫少籏含む）
3　賠黄灰褐色1二　　　6　暗茶嵩色土（黒褐色」二小ブロック少竣含む1

4　黄褐色枯質土（S1砧　7　暗灰褐色土（黒褐色ゴニ小ブロック・黄色
　麟床土）　　　　　　　土小ブロック含む＞　　　　　　　　　　O　　　S＝1：80　　　2m

　　　　　　8翫　　　　　　　　一
　　　　第145図　笠見第3遺跡Sl65遺構図

＼

1

Po275

＼

　Po276　　　　　　　　　　　　　　　　　Po2？7

礁翻
　　／　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一く一ベ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　一　‖　！』＝㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼、～＿＿＿！／S25

第～46図　笠見第3遺跡Sl65出土遺物実測図
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第4章　弥生時代の調査成果

Sl66（第147・148図、　PL　26・177）

　調査区北西部、F・Gl6グリッドの標高70．1～72．1mの北側に向かう緩斜面に立地する。東側約2m

にはSI68がある。

　遺存状態は比較的よく、平面は不整円形を呈する。規模は南北5．1m、東西5．14m、床面積は22．2㎡

を測る。残存壁高は、南側で最大64cmを測る。壁溝は、幅9～28cm、深さ5～Ucmを測り、断面はU

字状を呈し全周する。

　主柱穴はP1～P4で、主柱間距離はP1－P2間から順に3．3m、3．　Om、3．　hn、2．9mである。　Pl・P2で

は柱痕が検出され、推定される柱径は約15cmである。

　中央ピットは二段掘りされたP5で、埋土下層には炭化物を含む層が水平堆積する。申央ピットか

ら北東・北西方向に2本の床面仕切り溝と考えられる溝iが延びる。幅15cm程度、深さ1～3cmを測

る。

　床面北側半分で、焼土面を5箇所検出した。

　埋土は5層に分層でき、自然堆

積したものと考えられる。　　　　　　　　　　　表36笠見第3遺跡Sl66ピット規模一覧表

　出土遺物は、P3内から弥生土

器壼Po278が出土した他は、埋土

中から弥生土器甕Po279～285、小

H＝7三，4m

…

裏

P

蛤

　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　る”
　　　　　　　　　　　；1諜離、遮肺。クを含。，

　　　　　　　　　　］綴纂毒ll　2よ聯’）

　　　　　　　　　　　；灘籠㌍（4より暗い｝

　　　　　　　　　　；綴難』、。。ブ。，燃。、

　　　　　　　　　　鳥瀦灘撤1・

　　　　　　　　　　11撹乱
第147図　笠、見第3遺跡Sl66遺構図

≒

量口

む　　　　　　ロユ　　　　　　　ほ
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第2節　竪穴建物跡
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第］48図　笠見第3邊跡Sl66出土邊物実測図

型壼Po286、高杯Po287、器台Po288、砥石破片S26などが出土している。

　出土遺物等から、清水V－2様式、弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl67・68（第149～15咽、　PL．26・102パ22・176）

　調査区北西部、F15・16、　G15づ6グリッドの標高70m付近のほぼ平坦面に立地する。　SI67・68が重

複して検出された。切り合い関係から、SΣ68→67の順に作られていることが判明した。西側約2mに

はSI66がある。

　Sl67は、　SI68の埋土を切り込む。遺存状態は比較的よく、平面は隅丸方形を呈す。規模は南北3．7

m、東西3。5m、床面積は11．8㎡を測る。残存壁高は、南東側で最大50cmである。壁溝は、南・東壁際

で検出され、幅10cm、深さ3～6cm

を測り、断面はU宇状を呈する。

　主柱穴はPl～P4で、主柱間距離

はP1－P2聞から順に2．2m、2．6m、

2．3m、2．71nである。　P4で柱痕が検

出され、推定される柱径は約14cmで

ある。中央ピットはP5で、埋土には

炭化物を含む。中央ピットから北東

方向に延びる溝が接続する。幅15cm

程度、深さ1～3cmを測る。床面

西・南主柱穴間で、大小5箇所の焼

土面を検出した。

　埋土は撹乱土を除くと暗茶褐色土

単層で、人為的行為などで短時間に

表37笠見第3遺跡Sl67・68ピットー覧表 △は残存値

繋 長鯵x纏禄さ（㎝） 備　　考 がξラ 鰭x麟一渓さ測 備　　考

P］ 46×38－59 SI67主柱穴 P19 33×28－13

P2 50×46－63 SI67主柱穴 P20 29×27－69

P3 49×43－52 SI67主柱穴 P2ユ 26×24－23

P4 45×43－64 SI6注柱穴（柱痕有） P22 21×21－22

P5 72×55－29 SI67中央ピット P23 38×20－36

P6 49×45－30 SI68中央ピット P24 28×21－36

P7 37×30－50 P25 46×37－33

P8 40×39－18 P26 55×45－66

P9 22×22－5 P27 4］×35－56 SI68主柱穴

PlO 47×39－63 P28 54×47－55
P11 36×30－29 P29 23×21－24
P12 55×47－50 SI68主柱穴 P30 30△×28－20
P13 61×50－61 P31 24×22－9

P］4 58×57－68 SI68主柱穴 P32 33×25－12

P15 52×40－63 P33 15×13－20

P16 50×42－46 SI68主柱穴 P34 28×28－2］

P17 27×25－13 P35 42×30－44
P18 33×30－38
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第4章　弥生時代の調査成果
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第U9図　笠見第3遺跡Sl67・68遣構図

堆積したものと考えられる。

　出土遣物は、床面からの弥生土器甕Po289・290、敲石破片S27の他は、埋土中から弥生土器甕Po

291～294、高杯Po295、土玉Po296、鉄簸と思われるF12、黒曜石石核S28などが出土している。

　Sl68は、南東部をSI67によって切られており、遺存状態はよくないが、平面は不i整円形を呈すと思

われる。規模は、南北5．34m、東西5．　lm、床面積10．6㎡以上を測る。残存壁高は、南側で最大26cmで

ある。壁溝は、全周していたものと推定され、幅8～22cm、深さ3～6cmを測る。

　主柱穴は、Pl2・14・16・28の4基で、主柱穴間距離はP12－14間から順に2．91n、3．　lm、3．2m、3．0
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第15◎図　笠見第3遺跡Sl67出土遺物実測図
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mである。中央ピットは

位置的にP6と考えられ

る。床面西側のP12－14

間で焼土面を4箇所検出

した。

　埋土は2層に分層で

き、自然堆積したものと

考えられる。

　出土遺物には、図化し

たものはいずれも埋土中

からのもので、弥生土器

甕Po297、底部Po298、器

台Po299、太型蛤刃石斧S

29がある。

　それぞれの床面上で

は、柱穴以外のピットが
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第151図　笠見第3遺跡Sl68出土遺物実測図

大小多数検出されているが用途は不明である。なお、SI67床面上のP27は、上面を塞がれた状態で検

出されており、SI68に伴う可能性がある。
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第4章　弥生時代の調査成果

　SI67は出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろ、　SI68は清水V－2様式、弥生時代

後期後葉ごろのいずれも竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl69・76（第］52・巧3図、　PL．27・］25）

　調査区最北西端、Bl6グリッドの標高68．7～69．　Om付近のほぼ平坦面に立地する。　SI69・76が重複

して検出された。切り合い関係から、SI69→76の順に作られていることが判明した。南側約3mには

SΣ73がある。

　Sl69は、北東側をSI76によって掘り込まれるが、遺存状態は比較的よく、平面は隅丸方形を呈す。

規模は南北5．Om、東西5．　Om、床面積は1L3㎡以上を測る。残存壁高は、南東側で最大49cmである。

壁溝は、幅10～25cm、深さ3～5cm程度を測り、全周するものとみられる。断面はU字状を呈す。

　主柱穴はP1・3・4で、主柱間距離はP3－P4間から順に3．21n、3．41nである。本来は4本柱で、　P2

付近にあったものと考えられるが、SI76のP2によって壊されたものと考えられる。中央ピットはP5

で、埋土は柱痕状に分層できた。周囲には幅20cm程度、高さ2～4cmの地山削り出しの土手がある。

また、床面西側で、焼土面を1箇所検出した。

　埋土は3層に分層でき、自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物は、埋土中で土器片を検出したが、図化には至らなかった。
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H＝69．2rn

I）一

ξ

ξ

lb

烏

工

L・

却

』i

㍉灘緩』霊i語勧蝿含む）

　婿籠圭燃紗量紘1ぽ5。黒く調迦、
　　くほど　るさが　すく

　渦離圭徽紗
　；謬2語蒜㌶顯化物．細、紗
　鳥羅離苫認語夢霧鷲雷む）
　｛擾麓2㌔晶多勝㌫む）

　1］藩灘き圭蹴莞鱈と少詮む〉

　｛講鶴竃ゴ！う鶴莞跨⑫灘ヒ物含む）

　｛婿豊離土
　　　　　　　　む　　　　　　ニピおむ　　　　　の

　　　　　　　　一
第152図　笠見第3遺跡Sl69・76遺構図
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第2節　竪穴建物跡
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第153図　笠見第3遺跡Sl76出土遣物実測図

　Sl76は、　SI69埋土を掘り込み、遺

存状態はよい。平面は隅丸長方形を

呈し、南北3．45m、東西2．6m、床面

積7．9㎡を測る。残存壁高は、南側

で最大58cmである。壁溝は、南東側

で途切れるが全周していたものと推

定され、幅8～20cm、深さ2～8cmを測る。

表38笠見第3邊跡SI69・76ピットー覧表

費樹 長諮x謬蓄さ⑭ 備　　考
▽　｝イ自

ﾆ浅写 長勃x短軸一深さ（㎝｝　　　備　　　考

P！

o2
o3
o4
o5

54×41－61

T8×58－16

T8×52－77

S9×47－66

U0×20－19

SI69主柱穴

rI76中央ピット

rI69主柱穴

rI69主柱穴

rI69中央ピット

P6
o7
o8
o9

27×18－38

Q2×18－38

R9×31－8

Q2×18－33

SI76主柱穴（建替醐

rI76主柱穴

r描主柱穴（ぽ替前）

rI76主柱穴

　主柱穴は、P6・7の2基で、主柱穴間距離は3．Omである。それぞれの内側にはP8・9があり、建

て替え前のものと考えられる。建て替え前の主柱穴間距離は、2．4mである。中央ピットは、主柱間

からやや東にずれるP2で、埋土には炭化物を含む。焼土面はない。

　埋土は3層に分層でき、自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、図化したものはいずれも埋土中からのもので、弥生土器甕Po300～308、底部Po309、

装飾壼Po310、把手Po311がある。

　SI76は出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろと考えられる。　SI69は出土遺物が

なく確実な時期は不明であるが、SI76より先行するものである。　SI69は竪穴住居跡と考えられるが、

SI76は規模が小さく、通常の住居とは異なる性格のものと考えられる。（牧本）

Sl70（第154・155図、　PL．27・122）

　調査区北西側、F15グリッドの標高70．5m付近のほぼ平坦面に立地する。北西約11nにSI71があ

る。

　平面は円形を呈す。規模は、南北3．89m、東西3．61m、床面積13．2㎡を測る。残存壁高は、最も遺
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第4章　弥生時代の調査成果
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第154図　笠見第3遺跡Sl70遺構図

存状態がよい南壁で最大54cmを測

る。壁際では南側は途切れるが、幅

10cm、深さ1～5cm前後の壁溝iがめ

ぐる。本来は全周していたものと考

えられる。

　主柱穴は、P1～P4である。柱穴

間距離は、P1－P2間から順に2．2m、

2．Om、2．5m、2．3mである。主柱穴

は、埋没時には抜き取られていたも

のと考えられる。

　建物中央には、中央ピットP5が

掘り込まれている。埋土下層は炭化

物を含む層である。床面P3西側で

焼土面が1箇所検出された。

　埋土は、2層に分層できたが、ほ

　　　　　　　　　おユ　

＠）鋤

⑩

Po313

｝

Po314

む　　　　　　ほユ　る　　　　　じ　

　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　⇔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　FI3
　　Po316
む　　　　　ユ　ユ　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ねエ　　　　　　さ　

一　　　　　　一第155図　笠見第3遣跡Sl70出土遺物実測図
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第2節　竪穴建物跡

とんど地山ブロックを含む暗茶褐色　　　　　　表39笠見第3遺跡Si70ピットー覧表

土で、短期間に埋めた可能性があ

る。また、壁際では堰板状の痕跡

（第3層）が認められた。

　出土遣物は、図化できたものに埋

土中から出土した弥生土器甕Po312～314、底部Po315、土玉片Po316、茎部片F13、磨製石斧基部片S

30がある。

　出土遺物等から清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）
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156図　笠見第3遺跡SI71遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果

　調査区北西側のE15・F15

グリッドにあり、標高70．3～

74．5m付近のほぼ平坦面に立

地する竪穴建物跡である。南

側約1mにはSI70が隣i接して

いる。

　平面は五角形を呈す。規模

は、南北5．5m、東西5．7m、

床面積は26．3㎡である。残存

壁高は、最も遺存状態はよい

南壁で最大54cmを測る。壁際

には、ll雇10～18cm、深さユOcm

程度の壁溝が全周している。

　主柱穴はP1～P5である。

主柱穴間距離は、P1－P2間か

ら順に、3．3m、3．3m、2．6

m、3．21n、3．2mである。　P4

では柱痕が認められる。推定される

柱の径は約20cmである。柱を立てた

後黄榿褐色粘質土で埋め立ててい

る。

　建物中央には、不整楕円形で一部

2段に掘り込まれたP6がある。柱穴

に比べて規模が大きいが、主柱穴同

様深く掘りこまれている。埋土中に

は炭化物をわずかに含んでいる。

Po3ユ7

言署、

　　　　　　　　　　　　　　　　　Po325　　　　Po324
　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　ねユ　ズき　　　　ユむぐは

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
第157図　笠見第3遺跡Sl71出土遺物実測図

表40笠見第3遣跡Sl71ピットー覧表

ジ1爵 麟x麟禄さ（山 備　　考 ど懸号 麟x謬☆さ｛測 備　　考

P］ 63×5］－72 主柱穴 P10 22×17－22 入ロピットか

P2 37×35－58 主柱穴 P1］ 25×25－37

P3 48×38－62 主柱穴 P12 24×13－10

P4 42×30－56 主柱穴 P13 30×25－15

P5 40×32－63 主柱穴 P14 42×29－39

P6 95×？8－30 中央ピット Pl5 19×13－6

P7 46×37－79 P16 34×22－26

P8 18×16－19 入日ピットか P17 24×22－26

P9 28×22－19

　その他に、床面上でピットが11個ある。P7を除いて小規模なものであり、用途はいずれも不明であ

るが、P8・P10は、壁に平行しP1－5間の中央に並んでおり、入口に関連した可能性がある。

　床面西側では、仕切り溝iと思われる幅15～20cm、深さ3～7cmの3本の溝iがある。最も北側のもの

はP6に接続する。また、床面上で5箇所の焼土面を検出した。

　埋土は、撹乱土層を除くと暗黄褐色土単層であるが、おそらく自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、埋土中から弥生土器甕Po317～320・322、スタンプ文を持つPo321、鼓形器台Po325、

高杯Po326、検出面で土師器甕Po323、直口壷Po324などがある。

　出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろと考えられる。（牧本）

Sl72　（第158・159図、　PL．　28・123）

　調査区北西側、1）15・16、E15・16グリッドの、標高69．9～70．　Om付近のほぼ平坦面に立地する竪穴

建物跡である。北東側約3mにはSI80、北西側約3mにはSI60がある。平成13年度の東伯町試掘調査
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T13で確認されたものである。

　遺存状態は非常に悪く、検出段階で床面が露出していた。平面は楕円形又は多角形を呈すと考えら

れる。規模は、南北5．1m、東西5．　Om程度、床面積は約20．6㎡である。残存壁高は、最も遺存状態は

よい南壁で最大13cmを測る。南側壁際には、幅8～21cm、深さ3cm程度の壁溝がめぐるが、全周して

いたものか不明である。一部二重になることから、建て替えがあると考えられる。一回り大きいもの

をSI72一ユ、小さなものを一2として報告する。

　Sl72－1の主柱穴は、　P1・4・23・12・7・27である。主柱穴間距離はP1－P4間から順に2、6m、1．9

m、2．Om、　L　6m、2．7m、2．Omである。
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第4章　弥生時代の調査成果

　Sl72－2の主柱穴は、

一回り内側で検出された　　　　　　ヂ

P3・6・8・25で、主柱

穴聞昆巨離iは、　P3－P6間力、　　　　　　　≡1

ら刈頁に、2．7m、2．4m、

2、5m、2．6mである。

　建物中央には、不整楕

円形で一部2段に掘り込

まれたP11と、それを掘

り込む円形のP30が中央

ピットと考えられる。－

1・2のいずれに属する

ものかは不明であるが、

一般に笠見第3遣跡で

は、建物は拡張する傾向にあること

から、Pl1が一2に、　P30が一1に属す

るものと考えられる。P30は、主柱

穴同様深く掘りこまれている。その

他に、床面上でピットが多数検出さ

れ、P6・10・17のように主柱穴並

みの深さをもつものがあるが、位置

関係から主柱穴とは考えられず、用

途は不明である。

　床面P11に近接して焼土面を1箇

所検出した。おそらく一1に伴うも

のと考えられる。

　埋土は、わずかに1・2層のみ遺

Po328

　　　　　　　　Po329　　　　　　　　　　　⑪　　（b

1へ

c

fご＼ノ

Aぶ

　　　」58］57

O　　　S箒1：1 2c

瀦欝 ろこ楡藁⇒ z

△＿is
　　　　　　PO331

Po330

＼L遂イ，。遁＿　』≡㎝
　　　　第159図　笠見第3遺跡Sl72出土遺物実測図

表41笠見第3遺跡Sl72ピットー覧表

≧懸琴 掴x麟一渓さ嫡 備　　考 どッ麟 掴X繍謙さ〔減 備　　考

P1 33×27－42 一1主柱穴 P18 23×20－13

P2 34×27－20 P19 30×25－17

P3 51×42－49 一2主柱穴 P20 35×22－9

P4 55×42～49 一1主柱穴 P21 34×32－68

P5 50×40－27 P22 30×23－15

P6 55×50－44 一2主柱穴 P23 32×30－75

P7 5亙×50－68 一1主柱穴 P24 但×40－79

P8 68×5更一55 一2主柱穴 P25 35×33－39 一2主柱穴

P9 33×3］－27 P26 20×20－36
P10 45×30－77 P27 24×22－24 一1主柱穴

P11 107×84－38 一2中央ピット P28 40×24－15
P12 32×28－19 づ主柱穴 P29 48×30－19
P13 30×28－54 づ主柱穴 P30 61×52－76 づ中央ピット

P14 55×29－16 P31 32×31－33

P15 22×20－13 P32 28×21－14
P16 30×28－17 P33 33×24－11
Pl7 23×22－30 P34 48×18－10

存していたが、おそらく自然堆積したものと考えられる。

　出土遺物には、埋土中から弥生土器甕Po327・328、直口壼Po330、底部Po333、土師器杯Po332、

P11内で弥生土器甕Po329などがある。　Po332は、奈良時代ごろのものと考えられ当建物に伴うもので

はない。

　出土遣物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl73　（第董6◎・161図、　PL．　28・123）

　調査区北西部、C16グリッドの標高69．5m付近のほぼ平坦面に立地する。西側はSI65によって掘り

込まれ、東側はSI77を掘り込んでいる。

　遣存状態は比較的よく、平面は円形を呈する。規模は南北4．82m、東西4．96m、床面積27．8㎡を測

る。残存壁高は、南側で最大64cmを測る。壁溝は南西隅が途切れるもののほぼ全周し、幅9～ユ5cm、
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第2節　竪穴建物跡

深さ2～4cmを測る。断面はU字状を呈する。

　主柱穴はP1～P4で、主柱間距離はP1－P2間から順に2．9m、2．9m、2．9m、2．7mである。　P10は、　P3

つ間中央にあり、補助柱穴の可能性がある。P5が中央ピットで、周囲には北側を除き地山削り出し

の高さ約4cm、幅約20cmの土手がめぐり、二段掘りとなる。　P5北側には幅9～18cm、深さ2～5cmの

溝が、南西側には幅10cm、深さ3cm前後の溝がそれぞれ接続する。用途は不明である。

　床面P1－4間、　P2－3間で1箇所ずつの不整形に広がる焼土面を検出した。　P8は、　P1－2間ほぼ中央

壁際にあり、入口に関するピットの

可能性がある。その他にもピットを　　　　　　　表42　笠見第3遺跡Sl73ピットー覧表

検出したが、用途はそれぞれ不明で

ある。

　埋土は4層に分層できたが、自然

堆積したものと考えられる。北側壁

溝部分では、堰板状の土層堆積が分

『

ど婬琴 麟X短香深さ（倒 備　　考 ㍉馨捲x麟禄さ｛砂 備　　考
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60図　笠見第3遺跡Sl73遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果

〒≡「マ蹴

む　　　　　　ねヨニる　　　　ユし　

Po335

　　　　　　　Po337

一憩一／

⊂フ S31

◎，

第16］図　笠見第3遺跡Sl73出土遺物実測図

層できた。

　出土遣物は、埋土中から出土した弥生土器甕Po334～336・338、　P6内から出土した弥生土器甕Po337

を図化した。

　出土遺物等から、清水V－2様式、弥生時代後期中葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）

Sl74（第162・163図、　PL．29・123）

　調査区北西部、El6グリッドの標高70．3m付近のほぼ平坦面に立地する。東側約2mにSI71がある。

　遺存状態は比較的よく、平面は隅丸方形を呈す。規模は南北4．Om、東西4．26m、床面積15．5㎡を測

る。残存壁高は、南側で最大61cmを測る。壁溝は北東側のみで検出した。幅7～13cm、深さ3cm程度

を測る。断面はU字状を呈する。

　主柱穴はPl～4で、主柱間距離はP1－P2間から順に2．5m、2．4m、2．7m、2．5mである。　P5が二段掘

りの中央ピットである。北東側には幅15cm、深さ3cm程度の溝が、　P6と接続するようにある。溝及び

P6の用途は不明である。

　床面P5西側のP1－P4間で、不整形に広がる焼土面を1箇所検出した。

　埋土は9層に分層できたが、このうち、第3～6層は南東隅から意図的に埋め戻された土（約3．0

㎡）である。埋め戻される以前には、第8・9層が堆積しており、建物が廃絶してしばらくたった後

の窪んだ状態の場所を、埋め戻したものと考えられる。この土がどこの由来であるかは不明である

が、後述する貯蔵穴SK37（容積約2．9㎡）と同時期で、土量的にも近似していることから、　SK37掘削

土が捨てられた可能性がある。なお、この建物の廃絶時には、上屋構造等は片付けられていた可能性

がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表43　笠見第3遣跡Sl74ピット規模一覧表
　出土遣物は、埋土中から出土した

弥生土器甕Po339～344、胴部Po345、

器台Po346を図化した。

　出土遺物等から、清水V－3様式、

弥生時代後期後葉ごろの竪穴住居跡と考えられる。（牧本）
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第4章　弥生時代の調査成果
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第163図　笠見第3遣跡Sl74出土遺物実測図

Sl75（第164～168図、　PL．29・103・124・肇74・178）

　調査区北西部、El7グリッドの標高69．5～70．1m付近の西側に傾斜する緩斜面に立地する。東側約

5mにSI74、西側はSI58によって掘り込まれている。

　遺存状態は比較的よく、平面は五角形を呈す。南北6．04m、東西6．1m、床面積29．8㎡を測る大型の

竪穴住居跡と考えられる。残存壁高は、東側で最大82cmを測る。壁溝は、部分的に途切れるもののほ

ぼ全周していたと考えられる。幅15cm、深さ2～5cm程度を測る。断面はU字状を呈する。

　主柱穴はP1～4・7で、主柱間距離はP1－P2聞から順に3．3m、3．3m、3．3m、2．9m、2．9mであ

る。主柱穴間中央部に小型のP15・10・ll・6・8があり、これらは補助柱穴と考えられる。床面中

央部のP5が二段掘りの中央ピットである。周囲には、西側は途切れるが高さ約4cm、幅25cm程度の土

手がめぐる。また、中央ピットP5の東西にあるP9・12は、位置的に棟持柱穴の可能性がある。焼土

面は検出されなかった。

　埋土は11層に分層できたが、埋土下層には炭化物・焼土を含む層が不規則に入り込んでいる。ま

た、床面付近でも、遺存状態は悪いが焼土・炭化材が出土しており、建物が焼失した可能性を示して

いる。焼土がやや浮いた状態で検出されていることから、土屋根であった可能性がある。なお、床面

付近の炭化材は、南側でのみ遣存している。

　埋土中から床面にかけて多量の土器片、石器、鉄器などの遺物が出土している。これらは、焼失後

に廃棄されたものと考えられる。図化できたものに、弥生土器壼Po347～356、甕Po357～392、胴部Po

393・394、底部Po395～398、脚付甕脚部Po399・400、器台Po401～405、蓋Po406、装飾壼Po407、赤色

塗彩石S33、石匙片S34、小型袋状鉄斧F！4・15、茎部F16がある。このうち、床面からはPo359、　S33、

F15・16がある。その他は、埋土中からの出土である。

　出土遺物等から、清水V－3様式、弥生時代後期後葉ごろのものと考えられる。（牧本）
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第164図　笠見第3遺跡Sl75遺構図
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第4章　弥生時代の調査成果
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第］65図　笠見第3遣跡Sl75遺物出土状況図

　表44　笠見第3遺跡Sl75ピットー覧表

ど蓼号 長葬x麟一1疑｛面 備　　考 が多； 長葡x短郭一灘（磯 備　　考

P1 58×54－66 主柱穴 P9 20×］8－25 棟持柱

P2 54×45－67 主柱穴 P10 21×20－37 補助柱穴

P3 52×51－66 主柱穴 P1］ 18×三8－28 補助柱穴

P4 52×42－43 主オ主穴 P12 38×18－32 棟持柱

P5 76×75－56 中央ピット P13 38×32－15

P6 57×37－27 補助柱穴 P14 18×三2－20

P7 52×43－60 主柱穴 P諏5 17×］5－ll 補助柱穴

P8 24×24－19 補助柱穴
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第2節 竪穴建物跡
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第4章　弥生時代の調査成果
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Sl77（第169・］7◎図、　PL．30・125・177）
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